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地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製晶は完壁

の防水効果を発揮して居ります
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軽 量 形

簡 易 鋼 矢 板

我 如、国 唯 一の設備

連 続 式 冷 閣 整 形

ロー)1-棋による慢毒製呂

ガス・水道管箸 の

地下埋没工事のi反土£

河川工事の締切.干拓

及び護岸工手に最適

文化的手}; i ; 'J 先づ-

" ' . J・

リノリf ム

リノタイル

の使用から，

東洋リノリューム株式曾社

本 社 工 場 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 電 伊 丹 ( 代) 3531

東 京 支 庖 中 央 区 銀 座 西 ・三和ピノレ包京橋 1701

大阪事務所東区瓦町二 ・三和ヒソレ包北浜375・376
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1 建築用官メタ￥ン|

.  本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田

セメダイン株式会社

支 jぷ 大阪市南区大宝寺 ｾ ｕ
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藤 森 工 業 株 式 会 社

本 社

大阪営業所

東京都中央区日本橋通 1 ー 5 ( 中内ピノレ)

専 用 電 話 東 京 (28) 6 2 7  1  ｾ＠ 2 番

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 1番 地

大 同 ピ ノレ 7 0 9 号 室

電話 土佐堀 (44) 0225 ・756 9 ( 直通)

3  1  3  1  ( ピノレ交換)

台強返さ会

11- "開 )

③ 

I z  グ
一一二〉ご- - - = = -

コンクリートでも

穴をあける白蟻. . ..

家が倒れるまで被害 lζ 気づか ない，おそ

ろしい白蟻 lζ 対して，アントック スは絶

大な偉力を示しま す。 アシトヅク スはベ

Y タク ロロ ブェノーノレ ，多 塩 化 ベンゼ

Y ， -y， B HC な ど を 主 成 分 と し 防 腐 ・

忌避淘lを配合し たものであります。

無色の油剤で，使用法も簡単，効果は長

時間持続し，変質もなく，防鑓，殺銭，

防腐などの作用を強力 lζ 兼備しておりま

す。価格も低廉です。

大 阪 化 成 株 式 会 社

本社・大阪市南区心斎橋北詰 電 (25) 631 ｾＶＳＵ＠

支社・東京都中央区西八丁掘1の3

電 (55)23∞・ 5055



( 衡陶マーク )

の

新 製 品

S - 170 

ス 三付 ロータ ンク

電 Ｓ 句壱おえｾ

(金具マーク)

弊 社 は本 社 ・茅ケ 崎 の 各 衛 陶 工 場

及 び金具工場共 に J 1  S の指定 を受 け

た唯一の衛生器具総合 メーカ ーです

品質管理の優秀な

東洋陶器製品をセ ッ トで御使用下さい

本 社

東洋間器抹式奮社
茅 ケ崎工場

小倉市篠崎町 458

T E L ⑤ 2481 - .5  

大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の 3 T  E  L  @  4518 - 9  

各地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広 島 ・高松 ・札幌

神奈川県茅ケ崎市

T E  L  2 1 0 5- 8  

ビニール裂笠- 襖貼材料

• 

特殊加工がしてありますから ，

又索人でも容易に貼れます。

インク ， 納 ， 手垢ｾｾ［の汚れもｔＭ ｩ 峨 Ｗ Ｑ＼ できれい

' 床材料の決定版ノ

。

東京地下鉄 ・東急，新車に使用 されています。

それは感触が柔らかく ，手入れが簡単でしか

も句日多数の乗| 係者に耐え得る等その特性が

仙の床材より優れている事が認められたから

です。

にとれて71 < 拭が可能です。 ( 特許出版rl') 標準寸法幅6尺 × 長30高 X 厚 2.5粍( 1巻 15坪〉

佼γ11 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

¥¥1 ^  ¥ }リ 東京都葛飾区本田四ツ_ ，j c I l IJ 54 電話葛飾 (69) 1946- 9  

、ｾログ ( 全国有名内装工事由E 御 JK{ 会下さい) ( カタロ グ贈呈)
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移名号主義工事の互訪者治

⑨新築住宅に拭込手入のいらぬ美素工事 夫才一

⑨ 古 い 住 宅 が 新 築 同 様 と な る 美 素 工 事

ビルチ. ィシゲの床・ガラスの月極清掃工事

美素ワックス・美素水性ワックス使用

大阪市東区瓦町弐丁目

( 三和ピル) 22 美 素 工 業 所
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[  v ユ ン グ ど レ ソ コ

ゼ思吻ド ⑨ 美 素 式 ピ J レ デ イ ン ク 洗 浄 工 事 レ々減・

l U '  - @ 建 物 外 壁 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事 .--J ¥.  

⑥ 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

i / 9 コーン 美 素式 防 水 工 事

• 

米国ダク・コーニング会社製のシリコ ーンを原料

とし て作られた最新強力防水剤エパーシ ーJ レ使用

溶剤は高級溶剤を使用し屡黄色変化を来たす石油剤を使用せず

大阪市東区瓦町弐丁目

( 三和ピル〉
22 美 素 工 業 所
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日 本 建 築 協 会
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Z 玄

事再

告

回

「若い会員の集い」

に つ い て

ヨド蕗への投稿歓迎

会費払込みお願い

第 1 回 「若 い 会 員 の 集 い 」 に つ い て

かねてより会員の皆様，乙とに新い方々の御希望! をいただいておりま

した「若い会員の集い」をつぎの よう な企画で実行に移 したいと 存じま

す。

と き 6 月 1 Ｓ 日Ｈ木Ｉ午後 Ｖ 時 ｾ 8  f時

ところ 本 会 地 下 談 話 室

テーマ 大阪の建物と建築家， i建築と社会J ーーをめぐる放談

怠加者 若い会員の方なら誰でも( 年令は聞いません〉

・なお，足立( 阪大) ，馬場( 阪大) ，鳥田( 神大) の三先生IL と

くに御参加を願う ζ とになっております。

との度の企画は若い会員がフ 3 ーに心おきなく話をかわせる機会を永

続的lζ もっととがそのねらいですので，そのため，堅苦 しい集囲気をさ

け， ζ とに固定したテーマをもっ必要もないわけで， 話は建築のととか

ら他のもろもろの話lζ 飛ぶのも大いに結構，お互に顔を合わせ言葉をか

わす聞にま fJ新しい話題も産まれるでしょうし，今後の方針も見出され

るでしょう 。ともあれ，案ずるよりは産むが易し， 肩張らず気軽に皆さ

んお越し下さい。なお，会の性質上，夕食もワリカ γ で手軽に共にした

いと存じます。あらかじめお含みおき下さい。

事業委員会「若い会員の集い」小委員会 主 査 三 品 哲 夫

本 誌
〆¥

の 投 稿 歓 迎

「建築と社会J 誌をよくするために編集委員会においても ，また会勢

審議会でも色々と協議いたしておりますが，会員諸兄の御批判なり御投

稿によっ てとの雑誌を読み易く親しみ易いものにしたいと念願 しており

ます。

「会員の声J = 従来の「紫煙室」向きのような随想でも結構です。ま

た雑誌に対する批判，小評論，あるいは地方建築のニ

ュース，職場のグループのニュ ース等歓迎します。

字数は 400 字( 原稿用紙 l 枚) がよいのですが，別 lζ

制限は設けませんので自由に御投稿下さい 。

「論 文J = 研究会，サークノレなどでまとまった一つの論文も歓迎

します。

「作 品J = 作品の場合は，写真，プラシ( 黒イ γ キング) ，概要

「設計者 ・施工者の ζ とば」をつけて下さい。

以上， 投稿期 日は自由です。ふる って御投稿下さいますようお願い申

しあげます。

.c.. 

' J X 

昭 和 3 2 年 5 月 2 5 日

費 払 込

社団法人 日本建築協会編集委員会

み お 願

6 月 5 日付で， 本年度上期会費の御諮求を申しあげますので，本月号

挿込の振替用紙を御利用の上， 至急御払込下さる よう お願い申 しあげま

す。

日 本 建 築 協 会



会 告 2

1 9 5  8 年 度 会 員 名 簿 発 行 予 告
1958年度会員名簿

発 行 予 告

名簿の調製発行は多数会員を容する団体としては容易ならぬ難事業と

されていますが，本会としては斯界の発展と共に会員各位の活躍移動も

多々あり，加うるに新会員の数も漸次増加していますので，今般 1957年

版新名簿を本年度内 K 発行する事とし，着々と準備を進めております。

との度は一般の要望に応えて会員名簿の正確詳記を期するは勿論建設業

lζ 関連する各面Iζ 亘る案内欄をも多数に取入れ各位の用途 lζ 便する事と

致しました 。

調製内容は概ね下記の要項で、発行は今年 11月末日を期しております。

就いては 本号挿入会員調査票の私製ハガキ ( 郵料受取人払)

に所定事項御記入の上、折返し御送附下さい。 尚，乙の際新会員

獲得仰援助下さいまして本会会勢発展 iζ 御協力下さる様ら望します。

尚，業者案内欄の申込にも格別の御協力と御支援を御願い致します。

‘'  

発 イ寸 計 画 発 行 計 画

大 き さ 体 裁 等 A 5 版， 6 号横組，用紙更上紙，約 300 頁。

発行部数 5000部く6000部予定。

編 集 内 容 目次，凡例，定款，名誉顧問，役員，部会委員会，

事務局，本文( 正会員，団体会員，准会員，氏名，

出身校，勤務先，職名，住所) 官公庁，学校，団体

建築事務所，各業者案内，特別広告。

領 布 方 法 全会員，広告主に一部限り無料配布。( 但し郵料負担)

発 行 期 日 昭和32年 11月末日の予定。

-・ー . ・ ・ ・
-、‘

. 町、 、.

・



建築事務所，業者案内概要と掲戴料金並一般広告料金

会 告 3

会員 If 'i }JII .i'l! 1i }J IC{I泊l協 ) J 下さい 。111州 132:( 1' 8  )  J  31  11迄 lζ

人会の ) j は名簿に掲・1虫いたします 乙の入会 ｴｬ ｬ 込 ｩ ，ｬ ｾ を

有効術jヰIj川 の上会員W:)JIIIC御尽力お闘いします

なお， 七段のハガキは会1
1

1' のi i l l .り会μ 名簿調製に つ き

ｴＮＺｾ 己 ＪｊｊＱ 折返し御回線下さる綴 ｦ ｴｬＱ ｬ ｉｲＡＨｩい Ｑ ＱＭＱ J二げます 。

御移動のない ) J も是非御回答を煩します。勤務先勺ーは

Ji; j . 向S，泌，係等なるべく 詳細に御記入断います

1  9  5  7 年 6 月

社 団 法 人 日 本 建 築 協

.c.. 

Z 玄

大阪市東区北浜 3丁目 37 TEL@9648・9649・9640

振筈口座大阪39975番

1. 原 稿 は別 紙 JJ;( 杭 用 紙 lζl 別| 僚に記入の上 7 月20日迄 lζ 111 jるみのこと 。

1. 記 載 字 数 は以前i組 見 本 参 照 の 上 換算 字 数 程 度， 文 字， 数 字 に 限 る 。 マ ー ク

図 案 等 は 用 い な い c 尚'ι 数 が枠内に収らないときは| 眺記する乙ともある 。

掲 載 順 序 は す べ て50音 順 と す る 。

1. 掲，1衣料は 1小 間 1，000 円 ( 1 民12小 間) とし 前 金 払 込み の 乙 と 。 同士Iの 振 特

用 紙 御利 用 闘 い ま す。

建築事務所，業者案内組見本

〔建築事務所案内〕

1.5 1"， 在 話 '
月7 地

.，・
ι且

東洋建築事務所 12 民主EZ諸均五ノレ
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〔業者 ， 綜 合 ￭ 屯Ｗ＼｜ Ｎ 管工 Ｎ ｾ材止 ｴ 他 業者案 内 〕

山 名 字f 業 科 目 | 所 ;(1' 地 電 官

| スレート ，瓦，防 1 ;本 応 大 阪 市 東 区 |北浜 3151- 2

朝 日 建 材 株 式 会 社 |水工票，衛生，暖 I ｸｑ ｾ＠ f利l戸市生田II IJ 東 Iｾｴｾｉｊ＠
1  )芳，μ 任施行 1  _;x，，，'， ｾ ｉｉｉｊ＠ 1  l 日 5 1  ｾ ｵＧＧＧｾ＠
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東洋レーヨンの

+ イロシ鍛通・級車毛

⑦てよゴ二土?ffE

東洋レーヨンのナイロン鍛

通・誠艇は 100 96スパンナ

イロン糸を使用したもので

女弾力性に富んでいます

会驚く程摩擦に強い

会吸塵性が非常に少ない

会虫の害を全く受けま せん

設 ｩｴｮ｢ｪ 削減ーはく ｾＮｋ ｒＩ
女御用命は下記代理庖へ

お願いします

株 式 会 社 石 倉 商 庖

小 野 藤 金 物 株 式 会 社

合 資 会 社 和 田 末 商 庖

月 虎 金 属 株 式 会 社

株式会社中村多喜弥商庖

松 本 金 物 株 式 会 社

株 式 会 社 丸 喜 商 庖

深 見 金 物 株 式 会 牡

湯 浅 金 物 株 式 会 社

清 水 金 物 株 式 会 祉

株 式 会 社 日 垣 本 社

株 式 会 社 平 尾 商 庖

用 途

ガレヂ絡納庫

倉庫間仕切等

ゑ 京 馨jE 三 谷 製 作 所

向御要望に依りポケ ット価格表進呈いたします

レールの長サ

1  2 尺

9 尺

6 尺
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昭 和 3 2 年 6 月 2 0 日 印 刷

IIB 和 3 2 年 6 月 2 5 日 発 行

発 行 所 社団法 人 日 本建築協会

大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁目 37

電 話 北 浜 ⑧ 9648・9649・9640番

煩 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

発 行 人 沖 岡 誠 ー

編 集 人 松 井 昭 光

印 刷 所 株 式 会 社 研 文 社

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

電 話 @ 2 0 9 1 - 3 番

印 刷l 者 網 野 栄
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富 写土 真 フ イ J t， .b. 研 究 所

総延町卜 2， 0  1  0 坪

J吐計百i .fl l¥ K . K. 点自II I . l J 祭事務所

コ'.'!l 監白 怯永 ｾｾｩ 止
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市 川 去

C_. ]  

tむ11

大 正 1 3 年 生

昭和25年 3 月

京都大学始築"j ! : 科卒

現 在 K . K.東知凶築

J. 務所所只

すいせんのことば 東 畑 謙 三

市川君は学窓を出てしばらく大学に残 り. その後一 III ，j

年 . ｋＮｋ 松村組で現場校術 を 修ｾ して ，数 年 ｉ ｬ￭ｊ ｋＮｋ

! . 1! 畑雄策lJ. 務所に入社，その後所内にあって払と協 j J し

て い るおい ｾ築 設計グル ー プの一 人で ある。 ｉ 詰 近飽 ｊ，ＩＡ を

i ! f して目下静4豊中なので代ってすいせん致します。

股 近のｾ築物 ｉｈ 、ずれも ｩｬｴ において大きなものとなる

と同時に，質においても特民なも のが多くなってき た 。

松築学術の分野が広くなってまたことは'Jl :J! である。，t ; ! " :

匠だけが上手であっても ，と て も ま と ま る も の で は な

い。 二ζ に発」止する研究所も恐らく Ij間後できたこの磁の

ものの般大なものであるが，この止II 築 工 'Jl i ¥' と附併設備

Ｑｾ との 書 ＧＱ 合 は Ｑ 1 になっている。こうなるといずれが

附 111かわからない。 各室. 白山澗恨のでまる1 ft温TIi出A

怖を始め，熱砂: でも. ガス I H: t 熱. それから，j ( j ! ; ( て' も縫

用水 Ｎｾ溜 ノＮ ｪＨＮ 熱湯等 ， また 排水が階性 ，ア ルカＹｦｴＮ等

それに研究所特異のm気，排気等. - ! I " イエンスのかたま

りの よ うなのが研究 所 の ｾ築で ある。サイエ γ スはポＡな

に物を判 断せなければまとまるものではない。この研究

所の設計を抱当 した市川君も ，この辺の' こっ・をよ〈

3与えて . ｦＧｩ ともな いデずイ ンであるところにこの ｾ物 の

良 きと ころがあると 信 じ，あえてすいせんする 次第 で お

ります。

中 央 廊 下 天 升 配 管

13 



灘 高 等 学 校 記 念 館
設計について ー 記念館を建築寸るのに与えられたi 1 I 峻は

11，111[1)) つまった展唱の去 かぬ，あまり良ト敬地ではなかった。

ニニ: ニ挫てる泌物の性格は，記念館とい r ニとで. 端清いて理

: ' 1' 的な百、じみある 内にも ，のびのご' とし た附般的なものを車IJ り

たL 、と号L た。

'1'1面l工，!If(地 0) 都合上，姥物の長きが取れないので. 必然的

;二 」字守J みプランエ Y グになってしま f た2 一このことはl l ' 求の

あった宅を ，γ ンプノレに配 しただけであるが，各室のi ! J i 絡と ，

動 ｡ 曜の短縮がｾられ Ｎ小 さな 建物 を ， ＱｦｉＧ｜Ｇ￭Ｚ的に拡大して捉えさ

せ，包j曜特のある笠IIi Jを，創勺あげるニとがでまた。

廊下: 主 :1帯とも取らず. 二階: ; ' / 、ルコニ ーを通路として ，

ｾｴ を沌くＯＮｉ ｜ ｌ ， 思 議的 な 雰 囲気の磁成を凶り ， 階 段 も外部から

視聴 覚宅へのつながりと ，効用を苛えて ，造型的に処理した。

色ち ｳγ 両，ｾ Ｎ 全体に渋 い 色調を用い ， 窓枠 廻 りは Ｎ グ ν ー Ａこ

。 ＧＭｊ プリユ ー を配 ｌ Ｎ 外 観，＾白い ＡｩｾＱ 本に ＮＱ ，仕とバルコエ ー の

はl- t そ且乃人i占IiJ fLl l 仕上 としたe

N 聴覚室l土. 普通音 奈教室として使われるが，会議。映写.

抑制"fFJ- 用にも伎止るよう に意図した き容は机」ニ計算をな L

ｉ｜ｾＺ 主リハ ー ベニヤ日占 ， 天升は ア コ ー ス ｔ イツクス貼とし Ｎ -1'1面

.二.工 ヲV ヤ貼刀掲示阪と. :JI ークグり - y のベロアのカ ーア

ンを使問した ｣ 結 ｾｈ ［ｴ目的を逮したよＧＮに思われる。なお ， 階

m品。砂干"J !If ( ) ) l与所に :1 . 彫塑を :;/，: くよとになって いる。

〔三川官吉)
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所 在 地 ｾｉＧｉ＠ 'lI i 東 灘 区 魚 崎 IHJ bli 屋

施工者 休 i j ! 設 工 業 株 式 会 社

，ll 模 鉄筋コ Y 夕日 - fi 造 二 階 姥

坪主主 1 附 42. 4坪， 2 附 55. 9呼

延 98. 3!if-

1: ｊｾｉ＠ "Il 和 31年 12月- 32年 3 )] 竣功

庁 レ ー チ

e 2 ・4・s

，.. M 

同

... 

111 111  

11111 

外部仕上

腕モルタル塗 ｉｾｊ I': 'JI 。

t置 モ ル タ Jレ塗 エ マ ル リ νγ 吹 It 。

1 階

2 防

IJt ハルヨニ 一見付. 照人造日f出。一部耐

火煉瓦 ヨン夕日 ート プロック化粧1占。

以上 モルタノレ防水

) 11 栄 吉

1 ; ，れ年 大 正 1 4 年 1 0 月 2 4 日 生

Ｇ ［ｾ＠ 庭 神戸工哲明叶下校長l!茶科

IIWIIl22年卒

現 職 兵 li，{ 県 総 領 課

現 住 所 神戸市生[ 日区正 111 町 一 丁 目 七

lt 品 略L喧

神戸医大臨床講堂

篠 山農校講堂

明石高校校舎

ｉｉＺｾ 和 Ｒ 9 年

昭 和 3 0 年

IIH 和 3 1 年

兵五11県神戸サ ー ビスニステ - ; / ヨン

兵陣県八鹿警察宮

兵1・11県草H符警察'再

"3 T11  3  1 年

開 有1 3  1 年

IIH 'fI 1  3  2 年

兵>11) 1; ' ，勤労者住宅懸賞，J { 6r応 年三 附 入 選

岡本公務員住宅

八鹿 '8' 長 公 *

ｉｾ ｾ ｉｾ 闘 の 住 セ

K さんのアト日エ

視l惨な室仕 上

床 : アスフア ルトタイル貼。

1111 1司131 年 度

1I{j T11  3 0 年

i明 和 3 1 年

11日 初 3 2 年

IIH Tt l 3 2 年

【宣 コペンハーグン 3 ブ打及リバーベエ ヤ貼

クリャラ y カー仕上。

1Y而壁 ラジヤ日占拘 示板及ダークグリ - y へ

ロアカ ーテン 。

天井 味 ノ 紫 ア コ ー ス テツタ 7.111; 。

制 l聴 覚 宅

1') 
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東京国際空港ターミナルピル

1. 三 菱 石 油 神 戸 海 岸 通 給 油 所

神 戸 市 生 田 区 東 川 崎 町

鉄fr 鉄筋コンクリ ート 造平家

55.  5m
2  

他に念日I l O. Om
2  

工 期 ｉｾｬ 和 Ｓ Ｑ 年 Ｓ 月 Ｍ Ｓ Ｑ 年 Ｗ 月

筋 工 鹿 JJi 姥 投 K. K  

2. 三 菱 石 油 北 浜 給 油 所

大 阪 市 東 区 北 浜 1 丁 目

鉄筋コンク 3 ート造 2 階建

1 階 66. 9 m
2

2 階 22. 3 m
2

計 99. 2m
2

工 期 附 和31年 4 月- 8 月

施 工 K. K . 大 林 組

3. 三 菱 石 油 新 町 給 油 所

大 阪 市

木造平: 1 <

コ jg!

施 工

Ｎ ｾ＠

西 区 新 町 通

34. 8m
2

.  1也に企画11 10m "  

IIfl 和 31年 5 月- 9 )!

西 本 主 l ! 設 K. K.  

匂ミ歪

-・ ・・一ーーーー.

山 本 智 雄

担当作品の主なもの。

琉球政庁 ( 1951仔)

建設省アパート楳制設計 5 2 TB 型

・5 2 C製等 ( 1952年)

ｾｲ 京国際空港ターミナルピノレ

( 1952- 1955年)

大沢附会大阪支阻 ( 1956年 ・大阪〉

本主主本年 4 月号に拘載 大 正 1 5 年 3 月 1 4 日 生

昭 和25年 3 月

岡山県産業会館懸賞来

( 1956年 ・大阪〉

布路市民病院懸賞宅

m) I t 大学賞1 2 工学部卒J匹。

自白和25年 4 J! 

松岡平rn設計'!T務所入社。

( 1957年 ・大阪)

三菱石油各給油所( 1956- 1957年)

近後 ・中園地区

昭1' 1130年 9 月

同社大阪山: J Il所に転じ現在

に至る。

蛇 足 設計事務所と L 、うとニろは，上から下まで設計をやり

たL 、人110ばかり集って一緒に仕事をしてトるのだから，

その中の個人の作品というものは厳訟には無いわけであ

る。ただn分の担当作品に対しては作身を削る労苦に対

する愛情と ， 自分の選 択 に対する辺設がｾｬＮＧＮｬ 任 があるわけ

.. 
」。

とかくおーい内は自分のやりたし‘ 事のみ白 くのに生き 甲

斐を感じ . 天才主義に悩れやすい ものであるが. 今 後の

ある規 模以上 の 建築は個人 の怠怠や ｾＱｬ d ' に支配されぬ客

観性を持つべ在だと考える 。 この為には，設計はＮｾ築

生産の各部門の多くの妓術的jfll 度の結果を述かに， しか

し充分消化して受入れ裏付されねばならなト。組織によ

る協働設計は これを可能にする 。 ・ーと私は1; 1ずる。

私ｻ主部用や珍奇は好まなト ， 来自で Ｉｊ 強いｾ築を設計

したト と思っている。米熟のためいつもそうゆくとは限

らないが. 今後もそう努めるつもりである。
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社 大 阪 支 庖 ネ土 屋

概 要 主 要 仕 上

所 在 地

設計施工

大 阪 TIi .!.U 区 淡 路 町 2 丁 目

消 水 . U!l: ｾ式会剖大阪支山

鉄筋コンクリ ー ト 地下 Ｑ 階地上 Ｕ ｾ ， Ｚ

ＨＧＱＱ 務所倉ｆｬ ｬＧ 仰 ｉ ｬｊ ｴ 宿泊施 ，ＺｾＩ

外ｾ

11務住

l 隣 管

ドア ー

内 壁

テラコツタタイル日地心々 5c m x  15cr n特殊' 1' 1

ホリテラ l砧

ガラスプロ -:1 7

7 ' . / / 、5' - 1 トドア一

本納部: 土セメ γ 十本毛糾人ベニ ヤ阪両 面 貼

ベ γ キ塗の乾式" ，1造

コンクリ ー ト間 ｬｩ 主モルタノレゾラコ ー トス ｉｾ

プラスタ ーとし憾造 14: のやrml によ り合理的

な仕上をj ' r，附

! . l ! 摂

延 面 的

処格面伐

5  6  9  4. 5  7  5  m "  
天 井 アコースチ ックテ -:1 7 ヌ

泊i さ

1  1  6  9. 7  7  5  n、己

惚単地 盤 よりパラベ ｙ ト上端ｾ 18. 560m 

昭 和 3 2  iド 2 月 ff 工

基本設計方針

I  ｊｾ ｉ＠

Ｕ ｣ｭ 立方のオタタ ｊＭＢＭｖ ステムのｾｉｬｬ

J - fJ ンジエぇテムとグ 9 -:1 ドプランの ITO用

＿ ｲ ｭｪｾｦ ， ｬ ｾ 別による合理的企仕上村料の ｦ 弔問

18 



し

• • • 

• • • 

興服産業 K . K

大阪支! 5 平面図

階

1  玄 関 ホーノレ

2 事 務 室

3. 合 同I

4. 自 動 車 両t

5.  1白 直 筆

6. ;lj  ，11  

7 応 援 室

2 階

1. ホ ー ル

2 応 健 室

3. 展 示 室

4. 合 五11

5.  i / エル展根

5 階

室

室

戸

室

室

室

宝

古

楽

泊

客

和

納

説

俣

市

浴

1

2

3

4

5

6

7

 

陶 村 功

1  

大正15年 5 月 6 n1三

昭和25年 3 月

東 京大学 ユ学 部 主 ｉｉ 築 学 科 卒 ｾ ｾ

閉 和25年 4 月 iN水雄投株式

会社本社設計部へ入社

ｉｾｻ 和 Ｓｯ ｩｆ Ｔ 月 日111・大 阪支庖

設計開lへ転車h現直にヨ巨る。

大阪における設計略的空

・本社越山氏設計の下に大阪

テ v ピ主主送スタ ジオの設計

を担当

. J_j! 旧日 出刀氏設君! の下に治

風寺本堂の設計を担当

訟 計 者 の こ と ば

ｭ 築 の 機 能が 社 会 の ｾ求によ っ て政維に な

り，規模が大 き くなるにつれて挫築以前の問

題から建築設計の過程においても ，一人の姥

築家の独断的な設計による時代は過 ぎつつあ

るように思われる 。この主II 築はこ の怠味にお

トてデずイ γ は急進的なものではないけれど

も. グ 9 ":J ドプランの保周と 階高の合J ' ll( 1りな

決定 によ っ て 憐 造 Ｑｾ の 節減をはか つて Ｎ 冷 妓

房設備をそなえる等. 構造一般および符設備

の協働によ って. 限 られた予算の中におL 、て

今後 の 商業 オ フ ィスにと っ て必ｾ Ａ で あると ｩ 忠

われる 諸機能を備えた際都的商業主II 築を ほ図

した ものである 。

この設計に当って西川氏i畳氏 の御指噂 と，

憾造 ・設備 . dt 磁の施工図而の作製に 当って

下 さった方々 の協力に感謝する次第である。

〈陶村 功)
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神 戸 大 映

敷地位内 神 戸 市 新 開 地 通 り

規 波 地上 3 階 地 下 I 防

! . I ! 積而fll 2  9  6. 0 坪

延 而 郁 8  7  5. 2 坪

収容人 U 大劇場 900人 地下車Ijl 品 518人

20 

「神 戸 大 映」 設 計 者 の こ と ば

設計完了後，未活エのものですが，大劇場900人. 地下劇場520人を収容する

親子劇場で。 西神戸の中心である 祈rm地の本通 りと ，都市計画20米道路と の角

地に計画 した他物です。 先ず設計に当って第一にこの I也は15余の映闘舶を合む

繁事街で. その中にあって安易な術業主義に妥協 した他物とせず，そして . ま

た如何にわれわれの日常生活に帝慢な擦 りを持つ綬しみやすい他物にするかと

い うことを日開と 考えました。そう い う意味からこの設計に当って同じような

環境に あって設計しました悔 11¥大映からのー述の作品 として . 外観11逃音およ

び空気調整の効果を良くするため，強いて必要でない窓は排 L ，費肉ID飾の無

い明快な形とし ，そして 内部より外に現われたドーム型産相によ って映画館の

その革やかさをよ現しました。 また一階ではコ ンコースを設け公衆にrm肱しホ

ワイエをこれと繋がるｾ ｬｉ ｮ とし ， 街との融合を特に号えました 。 以 上 どこま で

成果が倣っているでしょうか. 虹iめより終りまで十円熟 をかけたこの他物が l 日

でも早く比られる ニとを梨しみにし てお ります。 ( 北田正利)



@  

階 平 面 図

1. コ y コ ー ス

2 ホ ワ イ 二E

3 観 ｾ＠ 室

4 舞
A口晶、

5. 司E 務 宝

6. 切 符 先 場

7. 地 下 劇 場 切 符 先 場

8 休 期日 主

9. 地 下 劇 場 周 主 階 段

北 田 正 利

大 正15年 4 月23口生

昭 和22年 3 月

神戸工業専門学校強策科卒L

昭 和25年 6 月

円堂! . I ! 策設計事務所入所現在

にヨEる。

1乍 ，lJS

1953
i l' 

1954年

1955年

松 江悶際il' H品

岩手高校記念図的館

椛 m大映劇場

Jj( 王* 都Hl 鉄本社

小企大映J l ! J i 劇場

21 



株式会社 播 磨 造 船 所 相 生 工 場 綜 合 事 務 所

l 陪 平 面 図

所 在 地 兵 川l. ｶ［ｾ 瓦 ｩ 生ｔｉｩ棺生

J 13t飽ユ: 消 水 生s よ主 将 ; 式 会 社

汗 永 ffl 築面的 884. 00Ji ' ， 延 1面W 2943. 40Ji ・

工 期i 附如 Ｓ Ｑ 年 Ｙ 月 Ｍ ＱｾＱ 自 ＱＳ Ｒ ｦ ｬＧＮ 7  Jj ( 予定)

主要仕上

・外間 1 隣 住 コ シ ク 3 ー ト tr 肱 し

l 隔 壁 2 丁 掛 タ イ ノ レ 貼

2・3 陪 'll: 4  c m  !(l カ ヲ コ ン タ イ ル 貼

ｊｾ＠ 上 アスフアルト防ノ，t; ，νγ ダ ー ゴ

ＧＯｾＹ ート抑 止 Ｈ［拝堂品ｻｦｦｊ Ｎｬ ｊＺス

ーハーノ タロイドｾｦＱ， ｕ

・内部 開市仕上 JI、 '7 ; ス タ イ ル 貼

町稽 "・Z I

ｉ｜ｾ＠ Ｚ 両ＡｴＱ ｬｩｾ 以外は すべて車ｬＺ Ｎ ｲＧ Ｎｨ Ｇｴｪ 白

ヌ、 )1' : ｹｾ トド ＩＩＧ［Ｚ［Ｚｬｩｴ よ附 ｉ ｊＺ ｘ Ａｈ凶



設計者としてのことば . ニの計画 1:' 当初 1500坪の J Ji 務所であったものが施工の造

中で倍にふやすと去まったため，平田n( t; l1' J壌を余儀なくされ. 造船所という敷地の条 件も

加わって 小火にエヤスハン ν ョγ ジヲイントをもっ延長 160 米の特典な形態をとるにいた

った。随能的には点字分がt 1P[ l1! 11"J .  J ，，- がJ主計的I"J と別れている 。

限られた 予算 で紅 ｉ ｾ ｉ 向 Ａｊｴの 内 容が要求されたので ， 続 ｪ 汗併 には大 いに ｉ 立をｊｔｪ ｬ 、モデユー

ノレも現在の 付料や生産過程からみてあまり無Pll のない 3 パを採川L - . 比較的成県をあげん

たと 培えて トる。

外部はt l ! 物の良さを生かすとともに銑色の多ト造船所を '/Y l ; ! としていることから色彩計

画は特に悦 i[i:を lQI L- .  2 ・3 隣タイルには l OB6. 8/2を選んで只ラプラインの白と対比させ

1  wr! 主性( 打政しコンク 3 ー ト) の(111を ν モンイエロ 一系タイル 5Y 8! 6とすることによ っ

て，色相におL ・てかなりなコシトヲニストを汲定した。

私は大阪へ米て一年である。 これがさしづめ在阪第一作となるわけだが， 当地へ米てま

た 'fDjt と巡し色々と学ぶところがあった。経済現: J I として! ，u己主n策の生産過li! ・.1 会機構

そして ｴｬＡ， ［をｾｶＮ世 内 での特殊条 件等 々拠った刈皮から比られるニとは興 味深い 。Ｚｦｩ ｦ 人 として

ご依i1! ll. ただいてそれに値するか有かはf L . の坪外にあるけれども . 常に新人の気持であ り

たい ，すなわち前IIiJ の安勢の小で， しかしあらゆる Si t uat i on，C ondi t ion に応じう

る軟柔さや rll をもちつづけたいと辺、う 。 よろしくご指導ご縦砲をお願いします。

生 れ 年 昭 和 3 年

五1終学1 M WJ i ( 大学J:

学問 ｉｾ 島根学科昭和 Ｒ Ｖ

年卒世

現 職 ｲＮ Ｇｩ ［ｊＨｴｬＡ，Ａｾ株

パ会./1: ，没J 十郎勤 務 (

昨年 't iJ jf より大阪へ

転勤)

作品船股 丸喜子紙式会

相. 側 11物 産 除 式 会

利 ，飯 野t幅五li ピ ル (

関浜) ，制 官不動向

ピノν

ｉｉｲｲｾＱＳＰｩｬ 瓜ＺｴｬＡ策予会 b  

感11: J主計 ・小品i市 に

tl! つ小仇'院・一等当

逃

山 本 俊 介



No.  1 広 島 県 庁 舎，議 事 堂 No.  3 坂 出 市 庁 舎

R . C . 6 階)): Ｓ 階主 ｾ 地下 1限 R .  C .  3 11! ' i J . l ! 延 1，064. 40坪

延 9，869. 425坪 竣 工 昭和31年 2 月
竣工 昭和32年 6 月予定

No.  2 広 島 県 庁 別 館 No.  4 専 売 公 社 茨 木 煙 草 工 場 食 堂

R .  C .  21li'i他 一部地下 l 階 R . C . 2階 一部 3階建

延 857坪 竣工 昭和31年
延 1，179. 298坪 竣 工 昭 和31年 1 月

2  



一一雑 ｾ￨ ＭＭ

3  

関係せる主な仕事( 僧造担当〕

・広島ビルデイング

・ 広 山 県庁舎 • ＧＮｬ ｬ ｪｊＢ Ｑｾ 及び別館

. 笠岡市庁舎

・府中市庁舎

.  JtZUI 市庁舎

Ｎ ｊＸＭ光公 ｾｉ Ｚ ｂ 正木工場食堂

・大阪毎日会館第一期工事基礎

地銀沼気固有，工、11

- 住友生命本剖 ( 施工中〕

. 大阪毎日会館第二lijJ 工事

( 施工中〉

略 歴

IIs和 2 年 11月28日生

宮 川 達 郎

昭和25年 3 月 五I 郎大学工学部組策学科卒業

昭和25年 4 月 大阪市交通局技術部哲1B1!!I! 勤務

昭和27年 10月 円総設計工務K . K に入り ，

設計部貝として現在に至る。

長II 築の; J ! 務に入ってからずっと . t . ! I 造に関係した設計の仕事にたずさわってまているのですが. t. まなりプラ

ン. エレベー ν ョγ の¥'1図を自のmlにLl I され，その規模内容などをよくのみこんで，考え方をまとめる JII Jもない

中に「この< l l 物の断面はどれ位に ? J と返答を求められ. さーてと 喧え込むようなことが少なからずあります。

構i造邑設計で一f寄書苦心心、する所 i適画所に適当なH情聖造を判断i仏k定するとトうことになると . まだまだ未熟なことを

術感させられるばかりです。仮定の合泊雌1性に百常Iにu

ｉ枇止も適当なもの Ｇ 合 ｐｊＡＨｉｾ なものを求めてゆくことを心僻け 努 力していかねばならないと考えています。また 仕 事

に追われ目構造の栴思を練ったり 。新しい ニとを研究する 限がないと ト うのて1 主知何にもさびしいことだと思っ

てい ます。短時 nの中に問題を解決し ，設計を終らねばならなし、ような仕事の状態に置かれていると ，ともすれ

ば変なことにこだわって大きな所を見逃 しやすくなるのですが . 1ii 'にこの点を反省し ，建築構造の実際をしっか

り見つめ. 計算すなわち構造計闘でない ことを充分認識して ，一歩』歩摘造計画と い う大きな難しいi同組に向っ

て行きたいものですe

E- 皿

4  



び わ 湖 観 光 セ ン タ ( 仮事l、)

@  

26 

設 計

t f - 数

主体構造

2階平面図

1. 2 陪 ホ ー ル

2. 廊 下

3. 渇 沸 3，

4. 職 員 使 所

5. lii 直 室

6. '>'J  . 11  

7 会 験 室

8 社 長 室

9. 応 援 宝

1 階平函図

1. コ ン コ ー ス

2 改 札 口

3 特 別 待 合 室

4.  ，/t ｾ百

5. IH 札 口

6.  ｾ 長内所

7 本 社 玄 関

S. 交 付

9. ljl 務 3;

10. 応 接 宝

M! 面

昭 和 3 1 年 1 2 月

l 階 235坪 2 階 104lif

鋼筋コ ンクリ ー ト2 階 建

10. 専 務 室

11. 役 只 室

12  ノミノレコ ニ -

13  従 来 日 ク ラ ブ

14 予 備 室 1

15. 予 備 室 2

16. 予 備 厨 房

17. 思 上

18. 吹 抜

11. 女子ロ Y カ ー

12. 男 子 ロ ア カ ー

13. 企 画11

14. 小 使 室

15. 湯 沸 室

16. 主主 送 主

17. 客 用 男 子 便 所

18  詰:J司k 子 便 所

19 職 n 使 所



外 部 仕 上 里 根 石 綿 砂 付 んーフイング

ジルハライト吹付

展笠台 アスフアルト防水 . モルタル塗

外 壁 白 セ j ント塗一部煉瓦

>>. ホロ ープロック 積

ンコ ー メ 床 人 研，真 中 日 地 階 入

内 部 仕 上 床 モルタノレ白色及

アスフアルトタイル貼

!豆 ヨ y タリ ー トの上プラエえタ - !t.

一書事ホモグ Y ホ J レ:/1え

ホオユニオンボード貼

天 井 耐火ボ ード及ア ノレｾ i自板貼

雑 感 切る L 、湖面の彼方まで続く水平線と . その背後に袋える 比叡の辿・山。この現

ｴ 克で垂直と水平に映像するそれらの 幻忽 を表現しようと試みた。ところで 拙策 の ￭ ｾ 髄へ の

模索と事務所の経営のためのガム V ヤラな行動とで若い私らには作品と 名付けられる辿物

が無いとしって も良い位だ。それでも師や協会のこ' 好怠に欲盟も乎伝って甘えてみた。

この雄物11乗船渇施設でもあり . オフィス ・ヒ・ルでもあり. また観光施設でもある 。 こ

，p.. らの 3 つの要求が調和してびわ湖畔にあるエスプ 3 を持った風物を創ってくれることを

希いながら仕事を進めた。このような希トがどれほと'充たされるか解らないが，脂主と土

地と観光客の心理とを含め. 凡ゆる f'l 皮から検討をしてみた積りである。

デずインは白と灰色のコンク 3 ート のスケル トy と赤い煉瓦とで構成した単純なもので

ある。 摘2童家を驚かした り所翻.t!: 匠家を喜ばす1'1物も無L 、。 別の言楽でいえば私選に流行

を追うほどの勇気もないままにドングリが首を合せて出来上ったものである。

この機会を借 りて .t. ある方々からの批評ゃ指噂も mけるであるうとの覚悟と期待をして

製図板とのカマボコ生活から頭を上げた次第です。 そしてまたカグアムリは製図板の上を

生涯遣い続け実り多い夢を追って行〈 決心です。

西 北 而

左 : 松 浦 直 一

昭和 3 年 8 月 6 臼生

昭和25年 3 月 妓南工専建策科卒

昭和28年 2 月 三盛姐l祭事務所入所

昭和30年 8 月嵯姥築設計事務所創設

古 : 鍛 治 延 男

昭和 5 年 2 月 11 日生

昭官J28年 3 月 大阪工大地築科卒

昭和28年 7 月 三座主n策事務所入所

昭和30年 8 月桂建築設計事務所創設
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共 同 施 設 を 中 心 に し て

棟 の 群 構 成 を

追 求 し た 団 地 計 画 案

- 1 9 5 7 年 1 月 一

• 

課 題 と 条 件

新しい郊外の住吉地A ・B 両地区は

約 1.0∞ 戸の R Cア パ ー ト 団 地 で あ

る。 ニのA 地区内に公団保単設計の住

戸 3 illi を選ぴ配位計画を行い，また，

A ' B両地区対決の尚庖 ・集会所 ・3告

療所 . A 地区対匁のiJJf陸闘 を 設 計 十

る 。 ( 詳 細 は 学 会 規 程 容 照 }



Archi t edure， no :  Layout ， yes 

エスキースは. 多角的に

殺しく討議される。ニニ

では各械の大きな流れと

クロ ーズされた変化あ

る空間のまとめ方に努

力が向けられた。

最近かなり大きい集団住宅地が作られるようになって身 ました。こういう問地では. 住宅 l 戸毎のプランもさることながら ，そのア

ンサ γ プノレというか. 全体としてのまとめ方. lay out  t echni c が大切です。しかし . 先 日の第 5 回全国婦人会議で討議されたテ ー

マのように・申j るい人間関係をつくる ために・配位計I同上どう処置したら， . ，、かIt . 十l'々難し いこ とです。

一つの乎掛りは，こういう共同生活の場で臨も身近かに嬰求される共同胞設を小心にして住宅昨をまとめ，更にそれらの併をより大

きな範囲にす ーピスする施 設を中心にしてまとめていく Ｎ ということです。ではその小コミュェテイをｾずくる施設のベ ー スを何にと

ればよいのでしょうか 。

東京都住宅協会の戸壕団地は 「主帽のつどL ・」を中心にした共同生活ーのあり方が認められて . r優良集団住宅表彰J に 選 ば れ ま し

た。当初は・まるで東地の中にコ y 夕日ートの境りが突立っている感じ・でしたが，そこでまず困ったのは子供の遊び場所の問題でし

た。子供のために遊び場を作るうという戸がお母さん速の川に起り . ffi 上に集って相談したのが「主姉のつどい J の 始 り と な り ま し

た。これからこの会が中心となって共同生活の場がもたれるようになったそうです。 ( 32. !. 29毎日) }-，塚団地と同時に表彰をうけた

大阪の浅香山や成合団地でも大体 ｲｪｦ 十 ｉｾＧｩ 同じ Ｈ Ｓ Ｒ ＮＡＮ 151辛口) ですし . rアパート の暮し J ( 軍校敏一編) にも同線の例がみられます。

どうやらこの辺に新しいコミュニテイライフのj - ざしがあるようです。

私たちはこういうことをベースにおりこんで. 住宅の蝉の群構成を追求し. layout の工夫を続けていますが， ζ こには model

case として一例を示しました。英国のポ- > ' ピルがどうしてコミュニテイを )el ずくっているか，を総じた J. B ut1c r は

，. Ar c hi t ect ure， no; l ay out ， yes " といって います。 (T. C. P. '54.  ma rc h)  - 1957. 4. 25.  T .  D グループー

タ ウ ン デ ザ イ ン 研 究 会 ( T 0グループ〉

31年初期から，大阪市大都市計画研究室を足場とし.

F.  Gi bberdの・T o wn Desi gn-のゼミを統けて生

たのが，タ? ンデヂイ y ・グループである。 H ousi ng

Des ig n が中心アーマとなっているが，文字通り街のデ

ずイ y や. 主l ! 物個々 のデずイン ，相i市計画，真には地方

計画まで，多彩なものを縞査し . 計画し ，楽しく明日1で

努力を続けている。新年度からは，駒 円山見 ( 32年市大

卒，現在助手〉の参加をはじめ. 公団大阪支部の: e i い人

逮が集ることになっている。この作品は目31年度強築学

会競技設計応募作品で，全国入選したものである 。

斉 藤 和 夫 ( 30年京工大地築科卒. 30-市3大2年助大手阪〉市大大学

院で都市計闇専攻，現在.

鎌 図 書長 男 院( 3で0年都京市工計大画建専築攻科，卒現，在30，~大3阪2年市大姥阪策市局大勤大務学)  

寺 内
信 で( 3都2年市京計工図大専雄攻策) 科卒，現在，大阪l I i 大大学院

水 谷 頴 介 ( 32年神戸大雄策科卒，現 弘 l己! 上)

鎌 m
寺 内 水 谷

29 



、
l

 

'

 

時 計庖 試 案

右 A 案

下 B 案

後 藤 摂 ー

大正12年 7 月 5 日生

主な関係作品

・ 神 戸 市 Ｎ 千ｾ邸

・西宮市， 江本l部

・大阪市，屯気科

学 館内 出〔子プJ

時代の大阪近郊

ノミ ノ ラ マ

・大阪市. 桜構.

喫茶 うっき

コンベ入選

熊本県八代市

慰霊碑 2 等

政終 主主控室

昭 和 18年旧神戸高工

現職 n ( マコト)

主 ｾ 築 研究 所 ｮ 任 百
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所 感 学篤 とし て戦場で得た体験 ・・古

語の 「虎穴に入 らずんば虎児を得ず」ではあ

りませんが. J' { のI.I!築家と なり たいため. 今

まで勤めさせて頂いた大阪市立大学の研究室

から. ゴ ミ箱をひっくり かえしたような街に

飛び出 して行って，小 さくとも香前い作品を

一つ一つ創作 していま社会の改装.I. I!築家の

不必要 なi世が !l! < 米るように活動 したL 、と .

昨年末から岨il l1で述察研究所を聞きましたa

現 在 の ｩｪＡｾ距 士 法は主 ｾ ｾ軽技 術 家に は 必ｾ です

が. I . I ! 祭数台市で も日本でl主f固Iか大切な点、が

抜けているよう に存 じます。

円 本的性 絡 云 Ｏｩ Ｇ よ り も 真 実の ま ｾ 築 を ｉＮｉＡ

て る方 が 大 切 で ， 主 ｬｬ ｾ 匹 ｩ 認が 日 本人 なら ば ， そ

こに性絡が当然IJI て参るのではないでしょ う

か ? 戦中 派の私にと って，何よりも幸な ニと

は. よりよ主 人々のご協力: ニ忠ま れて いるニ

とであり ます。



コ マ 劇 場 機 構 設 計 の ア レ ン ジ を し て

梅田コマスタ ジアム概要

所 庄 地 大 阪 " ， ｾｾ区内田町 Ｑ Ｙ ＧＱＱｦ ｬ 也

敷地面邸 790.22 Tf. 

硲築商慣 531. 04  J;j1 

延 面 積 2お4. 60 呼

f昨 造 鉄 骨 鉄 筋 コ ンクリ ート

階 数 地上 5 附 地 下 1 階

ザ半席数 コマ ーゴールド劇場 438 郎

コマ・ ν J レバー劇 場 117 1'8 

コ マ 劇 場 2044 席

設 計隊式会制竹中工務広設計部

加 工株式会社竹1 j .1工必脂

工 j問 自 l悶有131年 1¥1ミl 歪 31年10月

北 キサ 隆 夫

はじめに:

コマスタジアム，それは未来の劇場と演劇革命の拶を

暗示しながら，多数の未知数を包含して生れた全く新し

い劇場長L喋であります。コマ劇場の演出を企画する人々

は，一つの空白を越えて三次元的な淡劇lの彼岸に到達す

るための重大なｾＩＭ［ｴ警を感じることでしょう。また，その

建設に関係した者は，との建築の中に包含される『演劇j

のｾを実現し得る機能の創造」という，重大な責任を与

えられたのであります。との新しい劇場の立案者は，故

小林一三先生で，先生を中心に企画，設計，現場を含む

建設委貝会が構成され，設計面では設計者小川正氏( 竹

中工務庖設計部長) を中心に，意匠，構造，設備，と

つの associ ote を組織して， 相互の完全な協力のもとに

多くの未知数 と取組みました。私はとの ossoci ot e の怠

匠の一員として，命ぜられて竣工の日までコマ劇場の音

響的なアレ Y ジ，舞台設備および意匠の詳細を担当して

まいりましたが，その期間中，当面した設計上の問題，

建築上の雑想につき. ーヌ: にまとめたいと思います。コ

マスタジアムについては既に多数の雑誌に掲載され，よ

く知られておりますので重複を避け，設，[1者の言葉を借

りて簡単な紹介とします。 rコマの椛惣にそって扇型約

790 p ! ' の敷地，円型舞台と同心円の座川; の展IA，これら

の関連から求心的にプランニングは円型ｾ台の中心位置

と，そのスケ ー ノレにｾＢ ，する 。アプ ローチは， この円型

舞台壁面の周囲をピロティにして，空i也とともに主妥動

総の解決とする。二つの劇場を付属させるとのコマ劇場

は，その円型舞台による新しい淡出と， トッド A. O .  

上映装置を兼ねた 2 ，000 余郎ーの特色ある溺型劇場となっ

たcj

コマ劇場について :

コマ劇場の内部意匠については，プランの持つ特異な

形態に，放射線をーつのモチーフとしながら豪快な意匠

とされました。特に材料の ｉｲｾｊ 周年限および，その詳細に

対しては，充分な考慮をはらい，いささかの妥協も許さ

ず，形態から必然的に生す' る設計上の種々の闘員!gに対し

ては，正攻法で正面から対決致しました。とれらは設計

に携わる人々が，本来の業務として遂行しなければなら

ない当然のことでありますが， fムがコマ劇場の設計途上

に当面 した壁は，今までの技術の限界を一歩踏み出した
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Ii!界でありました。問題は主として コマ劇場の舞台機能

に関係するものでありますが，これが建築家に与えられ

たli 理組であるならば. 現在に至るまでの orc hit ecl の範民主

は，大きく拡げられねばなりません。かつ総築の持つ芸

術性は， ｛， ｉ ， ｪｾ じした視覚的なものから，主主物の持つ抽象的

な機能および十| 能にまで発反されねばなりません。以ー1:

にｼ民 ｬ する品川首は ノ ｋ ＷＧ 目 じとし て，具体的にコマにｾ［ｊ＼Ｚせられ

た機能について. i 1 s べます。お( : 初に υじしたように コマ劇場

は i災砂1) ＱＺ の全てのｾ［を可能ならしめる繁栄を持たねば

なりません。このことは ある芯1*でキースラーの無限

劇場や，ワイト. vンガーの球型劇場にも通じる虫IJ く， Ex-

penmen↑0 1  T heot re としてt. l ! >Jとされているわけで，主主投委

u会が払どもに課した諸問題はi欠の如きものでした。

①: . t  ￬ｾｩｩ およびＧ，｛Ｑ気的再生白に夕、 ｉ しては ，完全に ｈｩ ｧ ｨ F卜

del i ty な劇場を作り . ＳＰ 数 ＰＮ Ｑ Ｔ のスピーカーを肢も到ｾＪ

的に配iRするとともに flEJ . . : . ，. ' j "f こ対しては主l ! 築的な銭

符附1.nI%i 白を考慮する。

① Dモー ト・コントローノレ Il f 能な約 300 台の I交J U棋を合

旦llII甘に1杷; 干する。

① ￬ｾｾｊ 剥と｢ＡＺ大なトッド ａＮｏ Ｎ スクリー ｹ ではプロ セ ｅ ア

ムの高さに必然的な相災を来たす，従ってプロセ 1 ア

ムは可動とされねばならなし、。

③ 60 尺X 30 尺 ( 7 t - 10 t ) IlI l't' l の大きいトァド ・スク

リーンおよび 50 尺の ν ネス コ ・スクリーンを}lb没し

て， J UこlIJ ! fihとする。

32 

コ マ 劇 場 ギ ャ ラ リ ー よ り 鉾 台 を 望 む

① 三 重の廻り ｾＡｰ 台は［ｭ皮，方 ｉￎ 払変換 ｉｉｊ 能で，かつ舞台

面より上へ 2 1尺，下へ 12 尺，可動とする。また， '1' ， 

外，盆に独立した 6 コの迫りを持たねばならない。

①: ; f ーケストラ ・ピッ トは任怠にステイジに変換されね

ばならない。

⑦ 15 コのゴンドラを 40 尺の而さより. ATI'I に〉削除せしめ

そのうち Ｓ コは御台上部の可動以ｬｽｾ似に ｬ｛ ＩＨ イｊ け， Ｑｘｬｽｾ＠

4反と独立に f{- 降可能とする。

①突出した円引ス - 5 ージの上ml はプ. ドク棚とし，かつプ

ドク初 ｉｊ はちｾｕｩ ｴＯ から比えてはならない。

①舞台交換はメミ) 1:と奈治とにおいて，同時に立体的に笈:

換しねること 。

⑪ 4  i今のロープクェイを客j市上部に取{ 、l け，観客以上に

おけるちJ i 山を IIJ 能ならしめる。

大体、以 l二の如きーものでありました。 L 、ずれの・つを，与

えても s 芯匠，椛iii ，設備の合体により初めて IIf 能であ

り， ，11t もがぷ絞験なm校 と総忽を持っており ，l，J d立し1!}'

ないｧ，ＺＺオＺが同時に ｾＺＺｊ とされております 。また ，い づれの

機構に放附を ＧＱＺＮ じてもす Ｑ 人 ー なる紡泌を起し，人命に ［ｪｾ 科

を与える部分も多数あります。ここにおいて払の立場は

演出 |決 II ll j. tlYJi 告 設備. 舞台機構7f . 作々咋門家がそ

れぞれの分野において提出される独rl の見解に，常に往

築的な環境条 ('1 を指示しながらも， ーゾ) ，そのJJ)) . . J を似

て 建築作J に総合的な立場で統 することを臼然と強攻:

ーれたのであります。またi以降IJ 関係首の少を: t ! . t ( 匁して，



a品ー一

一、

トー.

1. 卜ツド A Oスタリー ;; 2. シネマス コープスクリー ン 3  ゴ J ド ラ 4  ロ ー プ ウ エ ー 5  昇 降 反 響 板

A  外盆廻り舞台 B 中食廻り舞台 C 芯盆廻り舞台 D  盆内迫り 上 り

A' 外盆泊り上り舞台 B' 中主主迫り 上 り舞台 c' 芯盆迫り上り舞台

F  i， 1 . コ マ 劇 場 舞 台 詳 細 図
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泌 随 時 RT

空席昌幸氏 1

128 ｾ＠ 宮aJ

ωu・ｅ 同ｾ 4 Dq6  

F  i  g  2.  コ マ 劇 場 残 響 時 間 周 波 数 特 性 ぐ ら ふ

秘々に変換される空間] を充分抱懐せねばなりませんでし

た。限られた紙面でコマの機能について全てを述べるこ

とは不 IIJ 能であり，図面も余りに複雑でありますから時

凶を示します。( 以下 Fi g 1 を参! l 日)

都々の仰壁は相互の協力 tとより打開され，竣工の口を

* ぶされた全ての事項を可能ならしめて迎えました。

①音響的には Fi g 2 に示す如き残響時! 日I ( 計算値) を言|

iilii l - . 壁崩処理を段適条件とするとともに，残響附1m

室を作り，再生音の残響変化を可能としました。また

m短波無線や弱m系統の組織に対しては，最も有効な

述築的処理を講じ，その機能を充分発揮せしめまし

た。

①円型舞台J-.]';{I に昇|峰可能の反射版( 鉄骨鉄板製約 101)

を取りイ、l け，このストロークをも ってプ ロセミアムの

汗降としました。 トッド A . O は反 i日以を約 2 . 1氷: 上

' ! I ーさせることにより| 決写可能となります。

①スクリーン& 阿部分のプドク榔lは鉄骨ii!; となり，乱軍台

にある 二つの独立，J: J のガイドレーノレにそって 60 尺×

30尺の鉄骨製大スクリ ーンが， li メ; なスピーカー鮮と

ともに上部に釣上げられ. 舞台全怖を演劇lの使川に可

能ならしめました。

①要求された弛1り舞台装置が可能となったので，奈子6と

楽屋のプランニングは舞台とi J ' ( ，j ' : j 'f され，鉾台用エレベ

ーターをブドク棚まで上げて，釣ＮｉＭ，ｾに動線を逃陸 ｲｲ され

ることなく天井内の l政l線を可能としたので. ｾ［ｊとされ

た立体的ｾＡｦＮ台変換が可能となりました。

①反射似は鉄骨構造体よりプロセミアム下り盛( 回定反

身tiffi) と構造的に分離し，その聞にボーダーライ トや

釣り務を下げ，反射板自体はカク γ タークエイ トと，

パラ γ スを取りながら昇降させました。反射板には適

当な個所に孔をあけ，反射板と別に，その上却に作ら

れた鉄骨プドク棚より，反射板を通して鉾台変換を可

能ならしめるとともに，このプドク棚より反射板を貫

通して 3 台のゴンドラを取り付け，外周りの回定反射

商には . 12 コのゴ γ ドラを配置して各々昇降させまし

た。

① 4 台のロープクェイは，エンドレスワイヤーの一方を

天井災に通し，ワイヤーのベンドに対しては，天井以

でカクンタークエイトを取付けることにより，解決し

ました。

沓けば{ 可んでもないことですが，私、は何度か liij Ｉ［がｾＧｊ［ ｉｉ 背

になり，この{ 士 'J 下の完遂が不 IIJ 能にさえ思われました。

しかし，これらのことが建築家の常識になる IJ がくるの

ではないでしょうか，建築家は住居空間の無限へρつな

がりをジみています。ガラスはその何かを与え，アプロ

ーテや Oul door Li vi ng もそうでしょう。 それと少し怠

舞 台 上 部 "J 動 反 響 叡



コ マ 劇 場 客 席

nI < は異なりますが. コ 7 劇場の機構は 30 l ' 干の反射天井の

昇降その他により室の容加を Var iabl e にします。容積を

自由に変え得る ｾ ｉ 甘｝，それ は孔鳴に更に大きな可能性を

H音示します。そして建築と一体となっている超短波無線

および氾気音響的な最新の設備をも含めたコマ劇場の機

構は，孔喋に流れる新しい血液を恩わせます。

世界は町全体を プ ラスティックで包んだ住居 ｦ ｾｾ ｦｭ を考

え. また，アイソトープの利用が応策材料の将) j をに夢を

持たせてくれます。主主喋家が自然に対} ，t; して全てオ ート

マティ γ ゲに適応する快的な主主喋をする時がくるでしょ

う。しかし砂ーを実現するためには建築家は自然科学をマ

スターし ー立派な科学者として機構の創作者にもならね

ばなりません。自然 と強要された コ7 劇場における私の

立場は， l:ムに何かを教えてくれたようです。 吾々は偉大

な建築家を知り彼らの思怨や作L忠から恩必を受けていま

すが，私たちは彼らを基礎にして ，よ り多くを知らねば

ならぬ誌務があります。もし過去の建築の可能性の中だ

けて' 考えたり， ｾ主祭を個人の作品化しようとするならば

原子炉の燃える世界から取り残されるでしょう。

ゴマ劇場に試みられたも のは次には更にシュアーに，

更に可能性の限界を求めて次の建築を進めねばならない

と 思 い ま す 。 ( 以 上 )

北 村 隆 夫

昭和 2 年 4 月18日生

大阪大学工学部附築科昭和26年卒業

附; f [ 126年竹中工務応入社，以来設計

部勤(h

ｩ 投 Ｓ 十 ｉｾ 従事した主主 ｾｲｵ 築

新日本J!i. 送，相円放送

天耳li 大学ブール ・スタンド

itl 街会館，傍回目活劇場，

コマ劇場
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設 備 工 事 を 担 当 し て

今日の設計事務所あるいは GE NE ・C ON の設計部に

おいて優秀な設備設計者が少ないことは. その性質上か

ら見て大きな欠陥といわねばならない。意匠と設備とが

密般に結びついて. もはや不可分となった現: ( i O ，設計事

務所または GE NE ，C O N の設計部で作製される図面は

意匠 : 構造と問機に設備からもイ ー分検討をかl えられたも

のでなければな らない。それ放に意匠も構造も更II 解で さP

その_ I : に多方而に豆る設備 ・設:: 1に堪能な人. しかも俊

れた志、匠設音| 者や，秀でた椛iti i設庁|者の SENSE に劣ら

ぬだけの 22かな感受 a門と表現ブJ を持った人を要求され

る。怠匠，構造も勿諭そうであろうが，設制H・設計も相

当広範聞の知識を必要とされる 。例えば，冷暖房換気設

備，給排水衛生消火設備， J照明， L"'rf内変nI 所，幹線. 動

力士Yj のf11気設備， i l 1 気時三十，火災終報装門，拡声袋内f11-

の弱 ｾＱＱ 設 ｻ市 ｩ ， f包括設備. 昇降機B没官1iJ ，瓦j断設官H. .. etc が

挙げられる。それらの各々について C Ll ENT や DESI GNER

の要求に応じ，これを消化してｾＺ｛ｊｬ Ｚな らびに 構 造設計の

"1' にうまく高9i け込まして，設llili 設立| をまとめてゆくこと

は，なかなか難かしいととである 。勿論. それぞれの分

野においては専問業者の知識をfl i- りなければならないこ

とは多いが，その細かい専問の知減とは別に その! よい

範聞の総べてに江って取捨選択して佐策 ， ｾ， ｩ ｬ に械もふさ
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わしい Ar r onge をすることは，また別に重要な意味を持

つものである。それらの一つ一つについてー応の理論を

理解した上で，今まで体得した経験を生かして設計して

ゆくこと，そして，それを現場に実現してゆくこと一一

それは近代建築において設備工事の果す役，Ijll が，大きく

なればなる程，ｪｊｊ・ｾ視されねばならぬ問題である。ここ

に GE NE ・C ON の設備技術者が必要とされる所以であ

る。

今，私のいる設 計 部は意匠の而において ｾＱｴ 自な，一つ

のカラーを持っている。それと同様なことを設備の分野

においても創り上げたいと思っている。他とどこか違っ

た E T WA S， パラ Y スのとれた無駄のない， しかも l沫の

あるものを設計上からも施工上からも追求したいと宅ん

でいる。

いま. さしあたって次の 3 つのととをやりたいと考え

ている 。その 1 は芯; 匠設計者にすぐ役に立つ設備工事の

Hond Book のようなものを作ってみたいことである 。

pi pe- shof t の大きさとか， ダクトの寸法，機械宅の! よさ

とかいったものが簡 単に判れば設計上便利がいい。勿論

正確には計算lζ 基づく設備設計に侠たねばならないが.

その概時寸法は比'1安的簡単に求められることが多い。専

門の設Viii 佼術者向きでなくて! t ! 似| 似のI貨にちょっと置い
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昭

昭和 3年 7 月22日生

京都大学工学部建築学科{ 昭和27年率)

竹中工硲庖設備部

( 担当した主な工邪)

工 場 京 術 専 売 会 社 ( 冷 暖 房 . fli'<( 抑i

生設備工事)

ピノレ 2 腕 悶 ピ ル ( 全 設備エヨi )

ピル、ホテル、劇場 z

新制口ヒツレ( 金設備工市)

重量原竹

ておいて，設備に閃することで問題が起ったら拡げれば

すぐ求められる一一一そんなものを作ってみたいと思って

いる。

その 2 は研究家の研究室での成果を設計に現場に応用

してみたいと思うととである。例えば一部の青|匝i原論研

究グノレーフ・の研究されている課題の中には優れたも のが

多いととは羨ましい と思う 。しか し，とれを実際の設計

に取入れたり . 絞企jgな条件のi ] l ・なった現場において応用

される迄の工夫と努力が足りないのではないか，そし て

それを一度や二度の失敗は しても，良いと信じたらやっ

てみたいと思Lっている。

そして，その 3 は外国の俊れた設備の I DEA を取入れ

て円本化して使いたいことである。外国の雑誌を見たり

政近外遊された方のお活を! 日| いて，設備に| 刻するととで

随分進んでいることには驚かされる。それを，そのまま

取入れることはff!. 険であるが，日本の環境に適応するよ

うに改良して用いてみたいと思う。日i圧ダク ト，幹線の

プス， 機 Ｒ 書類の ｕｮｩｴ 化等は是 ｾｉ ーやってみたい事柄であ

る。周囲を見る毎に日分の知識の貧弱，実力のないこと

を焔感する。 これか らも -W.l 努力して泊先市の御期待に

耐いたいと念願している。



不 安 感 論 争 カi 導 く も の

一 構 造 と デ ザ イ ン と 一

ーはじめに

毎年建築ジャーナ Y ズムの世界には，社会的背景の上

にいろいろのテーマがとりあげられ，論ぜられている。

ζ れらはそれぞれに関連しているのであるが. 近年最も

大きな反響を l序ぴ，一般人の建築IJI3l1艮と建築界の反省を

促がしたものは，いわゆるガラス張建築に代衣される不

安感論争であった。この問題については「建築維辻、」

「建築とネ|会」をはじめ，各社明司i 門誌が中日 li ij 後して特

集刀を出し，汗; ー発な論議が闘わされて一応出尽された感

があるが雲 この3論ii命;危b口τ争rは建築のもつ複幸刻雑1世Eなf性|仁: 格をさらけ出

すす-こ ととなり机2 木E到質司守N哨F似的H均]な主意意主主、H味未にオお占いて建築のイ作Eりプ方7に非

7常;片¥'1に乙多〈の問! 姐遡をJ投党げカかミけている J

な立場から耳取R上げられる可能f性|主: を多分tに乙もつているとい

えよう。

そこで私は. この論争の生んだ問題点を終J 1I' .し，この

論争から導き出された，いわば今r I の建築界に't! ぶされ

る訪問題について乍を進めたいとおもう。その liii に今度

の竹111・浜口論争は次元の烈なる |世界の論争であり. 同

一・の場で批判することは出来ないという説がある。従っ

て興った対象物を論期 ｬ しても当らない。芸術の分 ｾＡｦ で校

術の訴怖をし . 技術の場で芸術の価値を問うても無意味

であるというのである。との見方は確かに真理の一雨に

触れるものがあるが，しかしこ のような論争を引起した

桜庶に永い間( 19 世紀初期より現代に至る) の辿採は

「芸術か技術か」という宿命的な争いの流れが感せ' られ

るのは私だけであろうか。古きｾ唄は限られた材料と工

法により古典の模倣か，あるいは俊れた建築家の独占的

造型感覚かによって，宗教権力または貴族階級の象徴と

して生まれていた。その芸術万能の建築が向らの足下を

ぐらつかせてより R 年以上のまjo月を経ている。近代総築

を強力に推進した多くの人々のうち，近代 ｊｾ 業の生んだ

鉄 ・硝子 ・コンクリ ートなど の新材料 と構造ブJ 学の活用

を基礎に，合理的 ・機械的に建築を作り出さうとした技

術白達がいた。彼らは芸術に対する激 しい意欲はみられ

なかったが，拡大しつつある工業資本の安求する新らし
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い型の建築に彼らの技術をつぎ込み. それらはやがて俊

れた幾何 Ｇγ￭ ｲＧｾ建築 の形態を Ｇ ＱＺ み出した のである。

ー背後のながれ

この論争のJ i i i 1去にある r I 木対諜界の勤きは如何なるも

のであったろうか。 ii 災後の建築界の歩みは敗戦当初Jの混

乱からいち早くｾ築の民主化が ｬ 且ｼばれ， jl ( 閥 ・資本家へ

再三イ士名ーとしての考えから - 転して人民のための建築を

目標とし て，建築家は同民とともにあらねばならないと

説かれた。当時の経済の貧困は建築の災践活動を充分に

行い得ず，もつばら宵論と文化運動の展開をもとに大衆

への診透が計られていた 。そし て各科の ｩｬｬ 築団体がｾま

れて進歩的な ifj } J <t のなかにill 築家の主体't'/: の確立と，遅

れた技術の修仰に力がそそがれていた。その最大なるも

のが NAU の誕生である。浜口氏の「ヒューマニズムの

ｾ喋 ｊ ( 47f1:::) はこのような 11刊 Iに11怖され，機能主義

のブJ を認め虚飾をWI して機能的に忠夫なもののみが定し

く，美しい建築を生み出すとして当 11寺の目与えに理論的哀

付を与えるものであった。これらの動きはみじめな環境

のなかから芽生えたものであったが将来への期待は大き

かった。しかしこのすもいも冷戦の激化と Ｎ 政府の反 ｪｾＨ ， ｾ

lli1j の強化は外部からのTF. 迫感となり . 内部には. 機能主

義的立場を擁殺するものは近代主義的情閃主義に通ずる

ものとして反対するマルクス主義的立場に立つものの主主

場があり，加えて朝Y ，¥f !li}J，r，t の勃発は NAU のh)j 壊を早め

るととになってしまった。

またこの動乱は建築ブームをすBl そし 建築家は有Lむな

しに仕 ｔ ｊ￭ に追われー技術の切売りと作品欲が誤った［忠 ｾｪ 庁 ー

過剰の傾向を生むことになった。しかし反而このころか

ら純粋に美しい廷策のi ' F品も現われてきた。谷口古f!11 ・

捌口拾己 ・清家消の花氏のがそれである。加えて海外に

おける 11 木建築の好; 、「と講和 l条約の締結は伝統の丙諸識

を国民も建築家も忌: 織するようになった。

また. これと別のJ fj} J きは敗戦によって1 ' 1から方向づけ

られた工業主義への傾斜である。これは資本家のｾＮボす

る近代産業の高度化に，建築家が技術的問ぷじようとす



るもので，機能主義の発展の上に立って， 日本建築産業

の近代化を促進せんとする希いもこめて，テクニカノレ ・

アプローテとして前川国男氏らが努力を払っている。建

築家の主体性協議の動きは， Ｑ 司会ｾｬＮ ｬｩ 鮒コ γ ペにからん

で高まり，協同設計問 j組，各積研究グループの結成が，

ー11寺低調となった総勢運劾を再び盛り上げようとしてい

る。これらのながれをみるとき ，建築界の勤きは，一地

方色 ・一流派のゴJ では如何ともなし13ず，時の政治 ・経

済 ・社会の動機と密着して国際的視野から洞祭すること

の必要を感ずるのである。最近の建築界は，実践の商で

も経済的好況を反映して益々その活動範闘を広め，どの

地方にも近代工; t ーの延長ーとしての近代R l i : 築がみられてい

る。浜口氏はとれを評して「日本主主築史上における黄金

l時代」出現の可能性ありとしているのである。このよう

な11寺J切に生じた今回の論争が謙厳な意味での反省，活動

の ｬｊￏ にわ ｬ［む垢をｾ ｉＧ ｲｬ 止し，新らしい前進を約束させるブ ｊ と

なることをば疑い得ないのではなかろうか。

' 不安! 穫をめぐるもの

ではこの不安感とは何か，それをｾ ・ 約すると，

1， 物理的磁波に対する不安

地 震 火災 ・風圧

2， 室内気候に関連するもの

室内気候 ・音響 ー結露 殴冷房負荷の欠点

3， 材質より受ける心J : l l的不安

透明性脆狽性，ひややかさ

4 ， 表現のもつ不安

芸術性 ・総硝子の圧迫感

5 ， 以上の総合として建築不信がとt む不安

経済の貧困，民衆との遊雌，戦争，ノイローゼ

などをあげるととができる。 1，と 2 ，は純粋に技術的問

題であり 3 は技術的心理的範囲に含まれるもの 4 は

芸術的分野に属し 5 は社会心強! 学 . ｍｾ ｪｊ医学と ｴｴ ｦ びっ

くが， 4 との関連は深いであろう。かような意味での不

安は各々の立場において，さらに分析し検討されるべき

性質のものであるが，不安は現代芸術に共通する兆候で

あってそれを建築に当てはめてと現代主l i : 築の表現の中に

は不安感があるミそれを芸術的立場よりみるならば肯定

されるとする浜口氏の見解，また竹山氏のた建築家は芸

術家である前に先づ技術者でありたいミとの発言も述築

のそれぞれの立場においては核心を簡きながら，建築の

全体を包含する観点に立つときには不満に息われるので

ある。

ことで私は不安感をめぐる建築の存在行f 置について凶

解を試みてみたい。

デずイ γ と構造とはそれぞれ芸術分野と工学領域を代

表し，不安l誌を中心に対立している。 しかしデヂイ γ も

構造も建築という枠のなかにあって，それより逃避する

ことはできない。構造的要素は計岡原論 ・材料 ・肱工戸

不'!tf 戒をめぐるもの

設 備など各組 ＿部門の技術的ｊＱｊｬ解を 心 ｾＺとし，デダインの

ｾｾｾは風土ＱＡｴ ・ 械式 ・ イズムなど抽象ＱＧＧＱＺをもった ｆ ｪ｟ｾ 党を

要求される。これらはお互いの主張を繰返しながらミッ

クスされ，抜維なか1) 告過程を経て一方では美と表現. 他

方では合目的と安定( 強さ) となってその総合のょに存

杭伽値を問われるのである。それは社会事1: とも結びっく

のであるが，さらに人為的危険 (ii iXJ' t ・経済など〉と自

然的破綾( 地22 ・火災 ・暴風など) にも低抗せねばなら

ないのである。

' 論争が呼び起 したもの

列挙してその重要性に簡単に触れてみたい。

O  建築が工学的面と芸術性さらに社会性をもっ

ことの再確恕

かつてローマ盛期アクガスタス時代の泌築家グィトル

クイクスのいった栓採にある強さ ，ｊｉ ｝， 夫のブｾぷは

今日も生きている。

0  設計態度の問題

佐膝鑑氏その他の人々の強〈主張するととろで，芯¥l i i

的にも構造的にも設計者の設計態度を i列慨に意識するこ

と，責任の平等な分担とそれらの統合，共同設計，分業

V ステムの問題など これらは更に後述する。

o  De引 gner と St ruct ural Engi neer との協同体制jの確立

浜口氏はガラス張建築の物理的不安ｾｾｾは Ｎ デグイナ

ーになく，とれの設計に協同した構造家の立任である。

構 造家がそのＩＺＧ，ＨＱ壬を転化するなら， 構 造家の権利を放ｾ

するに等しく，何時までもデディナーと同列の地特に立

ち得ないとする。塚本猛次氏はとのt& i 聞はお互いの立場

を政保した上でのととであって，安易な妥協はかえって

害になる，両筏対立のよｽ乙京の協同 ｴｊ［ｾ ヒまれるとされて

いる a

39: 



O  耐震構造の無批判な信頼は不可

構造力学は過信されている。〈竹111 ・武泌氏) 構造を

弄んではならないが， De s ψe r も構造の Delail を知らね

ばならね。〈坪井氏) 欠陥は欠陥と して 認め，その弱点

を改めながら，カーテンクオーノレに依る可能性の追求は

今後ともなさるべきである。( 木村俊彦氏〕

設 : (  ) は主唱者を意味す。

0  日本建築教育の在り方に対する批判

毎年大量に送り出される; 悠築技術者，しかしその社会

的地佼は低< ，建築家と構造家 ・技術者等の建築生産過

wにおける関係は雑然としてアンパラ γ スである。これ

はh l ! : 然教育がもたらす混乱であって，学生も自分の進む

ベぎ方向に迷い外見のよいデずイナーに誰もがなりたが

る，しかも彼等が生む建築が問地となり易い。建築家の

地位の向上 ， 建築の対社会的信ｾｾＡやかち得るためにも建

築教育の再検討が必要。〈池田 ・佐藤 ・後藤 ・高山氏)

0  建築材料の科学的判断を要望

主に材料研究者ーよりの提案で，いかに同的の J: で俊れ

た材料であっても，その使い道を誤るならば制TI 値は失わ

れる。硝子もその例にもれず， 美しい透明性，平滑な肌

理，較立さも今度のような問題に発展する。材料の選択

は美的感党のみでなく合理的 ・科学的な理解を必要 とす

る。

0  建築評価基準の問題

Ａｩｬｬｾ 誌の評制ｉ￭は今日まで成り立ち ￮ ｜ｬｦい と されてい た 。 と

れは札1拠点: 外見だけで優劣を決定し郊tいこと，特に用途

の興なるもの，機能より来る必然性，耐用命数， 1守理維

持等々. 技術的考祭を必要とする性格をもつからであ

る。しかし今同の論争は これらの問題を含めていろいろ

の1町民ーから特定の建築物を評市tli する可能性が沼、められた

といえる。例えば

イ，物F11.r1甘化学的条件 ロ. ブJ 学的条件

ハ，設計計問l ニ，施工粉度 ホ， ＮｩｴＱ ｾｾ Ｑ 的 構成

へ，社会的fl I附 l などである。

とれらの祁点から竹山氏は建築の批評は総合的観点か

らなされなければならない。とくに完成数年後にその建

物の側値が生まれるとする。従ってｾ物の全てを洗いざ

らし調査研究した上で，批評されねばならないことにな

る。とれはJI ' ' : ; i ' に困難なことであり ，建築主との関係も

合まねばならないのであるが，試作的意味がある建築，

h l ! : 築主の了解を求め得るもの，また公共建築物の場合は

; 往築界全付、の1( 1j_1: のために是; J I行わるべきであろう。(

J;l j l ・池rn氏) これと平行してＮｩｴＱＱ｜ Ｇｉ｟ 的， ｾｾｉｉ 辛における評

.;ilfi も建築が芸術としての伐円をもち，芸術，思潮との関連

が深まるにつれ，それ自体成立するものである 。彫刻 ・

壁lllii . 刷主! などは' l l i " 築デダインの上に位同づけることが

:1¥* る。なぜならば，建築はそれらが各々の機能を妓jむ!

せる次元において生ずる2E川を統 -し構成させる必要
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且つ充分なる条例二を備えているといい得るからである。

この項に関述して現代社会におけるジャーナリズムの

影響力の大きなことに注目せねばならない。建築評論が

ジャーナ Dズムの強大な力を利用すればその立場はます

ます強まるといえる。 しかし，ここで建築ジャーナ Dズ

ムに望みたいことは正しい建築( 非常に扮象的な表現で

あるがＩの ［ｻｅ りＩＧｪ，現代ｾ築の ｲｲ に求めているものがい

かなる蓄紛の」に遂げられるかということ。建築と社会

とのおうびつきにおいて最善の道を歩んでほしいと思う。

とれは単なるプァッジョ Y ・モードを造り出したり ，ニ

ュース ・グ 7 V ューのみを追う姿からは得られるべくも

ないのである。今回の論争に関する限り各lli 築ジャーナ

リズムの取扱い方は恨i l l : l1つ研究的であった。

O  日本における建築家の地位

日本人の建築に対する関心の程度は，こと 11分に関す

る以外は低調であるといわれていた。日本の如く四季に

l J ! ; まれた}!J i，ことに生活し，経済的にも i豊かでないものに と

って= 建物は雨践をしのげればよかったのである。しか

し敗戦のもたらした深刻な住宅難，都市の膨阪による大

社喋の出現，技術の向上11:. 1JHえ， ｾＺ匠過剰の生んだ建築

の美，復古 ｩｲｊｉｾ が奨励する古寺巡礼は建築へのｼ刻心を除々

に高め，われわれとしてー応喜ぶべきことであるといえ

る。しかし建築家の地位は一向に上らないのである。建

築が注文生産 ν ステムである ζ とも関係して， 孔明主に

は頭が上らないのが実情のようである。建築家ファ ν ス

トといわれることは建築家の立場を高めるととに役立つ

てはいない。これは外部との関係であるが町!村l'1I 1におい

てもデヂイナーと構造家の上に立つ主主勢家の揚が必ｾと

されている。しかしその場はあくまで下から盛り上るブJ

によって支えられていなければならない。

O  公衆の場での発言は慎重であること

人間の生活の」ーに密着している建築の場合，それに関

する公けでの発宍は不用意になされてはならない。例え

ば，ある| 矢告が「かくかくのi昨状を* たしているものは

不; むの ν ョックに会うと死亡する」とか，また一方では

「そのようなk 状は村争11医学の而からみると好ましい現

象である」などということを失' 然発表するならば，その

前[ = 状を意識するものにとっては大問題となる。よしそれ

が笹告的な忠 ＭＺｉｉ ， ｾであっても， 内部での充分な討議がなさ

れ，内部からの支持の」ーに立つものでなければ， 21任あ

る態度とは受取り出IEいのである。竹山氏は，結集君主l土

専門誌に発衣しても余り読まれないので，公衆の. I J ; } で発

表すれば，それで往築家に I.YJ 心をもたれれば多少の機中J :

はあっても 11むをj;t ぬ，といわれるが 2 内部のIf¥J! 必とし

てのプ ｪ 法は他にｾｾ目、ったのであろうか …… 。

O  全面総硝子建築を合法とした現行法規の矛盾

現行の建築 J pr 法は建築物のT.f のIrij 上を，: 1 るための最

低限の絡を示すものであるが. それすらもなかなかγ ら



れない現在，現行法規が大胆な li I j 進を許容する寛容さを

もつものか，火災や風水古に対 して殆 ん ど 無 ｊ 底 抗のｾ築

を現花の社会水準では止むを得ぬものとして向認するも

のか，いずれにしても建築家の良 心が ｪｾ ｊｩＷ ｊＧ されるのであ

る。

O  日本建築会議の提唱

検尾氏がたびたび述べておられる。 n本の代表的建築

家， 構造家，建策史家， tJt 評家などが，総合的見地か ら

11本における主主祭のありプj を主張し，討論し，批判する

俄を行 うこと，これは各々のジャンノレにおける立志の疎

通を計り，社会の要求する健全な結集の育成に努力する

ことになる。今の学会，協会. 土会のいずれもが手掛け

ていなし、問題である。

0  現在の自信工技術で納得のゆく 設計であること

施工技術は近代建築の可能性を追求する 上でのパロメ

ーターとなるも のである。いかに美 しく あり ，堅固なも

のでありたくても施工技術のレールにのせら れないも の

は実現し得ない。日本ほど美しい打欽しコンクリートを

打ーっ国は他にないという。グずイ/ ' ; ¥主主演に対する工業力

の後進性，低賃金と低熟練の生む施工村ｳ｛のｾＥしさは，

納まらぬ設計図に泣くのである。しかし，との技術も設

言| と構造と の協同 と， あくなき研鈴 とによ って発展を と

げるものであるととはいう までも ない。

0  再び設計態度の問題を

以上不安感論争にからんで抽出された問題点を極く大

量 ｦｩ￵ 出に摘んでみたが，一番ｩｊｬＺｾな意義をもっ設計態度の

問題につきさらに述べてみたいと思う。設計の態度もし

くは姿勢というものは建築の創造過程において最も本質

的なものであり . これを充分意識してそれの完全な定着

の上に設計がなされるものでない限り， !.j c  .歩の踏出 し

において誤りを犯すことになりかねないのである。つま

り 態 度 とは ｾｾ識 化 のこ とで ある とい える。

この意識は設計線上の登場する建築に関連するもの全

部に及ぶが，それ以外にその人ｾ＿ｾ人のもつ教徒なり経験

なりの人格的安京. それに現実の社会に対する感覚にも

結びっくものである。設計活動はこのように多岐に渡る

知識 ・ 経験を必ｾとするので ま上築家一 例人にのみその

全てをゆだね ることは，抜雑化 している 今 nの主主謀機構

の 中では 非常に ｉＱＮＵ い能力を ｾＺ［ ｫ され，やがてはそ の た め

の失敗を引き起す ことも 予測されるので. ここに協同設

計なり分業 V ステムという方法が存柏市ilfii i ' i : をもつように

なるのである。協同設計は近年いろいろの而から試みら

れ布名建築家のそれ として 「凶際文化会館」があり，各

グループによる協同設計は 次々 とr ，:lJ 昌作を生み出して

いる。これには各スタップの人的倣羽 I ( 般の述りとして

重視される) 名分野の平等な発言権，筑:観的判断によ

る偏見の減少( 1 虫色; 性の何| 除となる) これらからもた

らす現実認識の行遍t ' 1: C 名人の能力の}' j7f をJム苅 として 〉

坂 本 勝 比 古

1926 &ド q""，'n:.¥JI'tt

!刷T1124l ド 神 戸1:. : 1 1 専門学校砲築学科格

神戸市砧投府政築部営繕惚勤務

作 品神戸市 外 国 ｾｈ 大学研究所その他

H 谷口古郎の人と 作品" 近畿六府県ru築士会報

“ 現 代 ＹＱＡｾ と 不安感Ｂ “ 無名ｾｾ士の惑によせてＢなど

「新正II 築 j に投稿

ミマ一々，いろいろの利点( 欠点、も現在の段階においては多

々あり〉を生かすと とができ ，設計の合: en化の上で今後

とも 充分研究され，発展させてゆく べき であろう。坪井

普勝氏は「社鳴が住むための単な る容拐から抜けだすた

めにも，デヂイン，構造，設備の有機的なつながりと，

デずインの組織のなかでの造型的な部分と技術的部分と

の責任分担が行われて，建築はこれら の総合 と統一 とに

よって生まれるべきであり，飽くまで共同i耳目| のもつ合

翌日間fを生かさなければならない。デダインと tiVJ 造との強

いつなが りも ， このような; 1 ; l ; 盤があって生長する J ( 建

築雑誌32年 2 月号〉と述べられてい る。

われわれは当面する問題についていろいろな角度から

これを追究し可能仰の笑現に努力を惜んではならない。

不安感論争が生みだし たも の，それはプラスに こそな

れ，それによって . マイナスになったものはないであろ

う。もしあったとしてもプラスの而はそれを紛って余り

あるのである。私はとの論争に怖れて，前進を15[ 1もうと

する保守的なｾｾ志をもつものでは勿論ない。いつの ｼ 時代

にも先党者はH寺の社会の誹言語を受けている Tf C 災を知っ

てい る。その ような意味において 「日本式必重構造と の

たたかい」 と題するミ ド同人 らの設計態度お よびこの論

争の当事者その他民剣に との問題をとりあげ，汁論され

て現代建築の方向を探られてい るUf 先釈の識見に対 して

改めてイ故意を1 . < . したいと思う。

' あとがき

u、は，不安感論争に関連していろいろと 述べてみまし

た 。も とより浅学 ｊ ｉ Ｇ 才の身であり，立を尽し ＱｾＱ ぬ点 ， ま

た分不相応の申立ても多々あり，礼をう1::する む きもあろ

うかと思いま すが，今後の建築設計態度のJ ーでこの小文

になんらかのｴＡｾ必を見出されるむきがありますならば望

外の幸せであります。御批判を仰 またいと思います。
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作 1 9 5 7年 I SKETCH BOOK 

工 高 率 奨 設 計 入 選 5 点 ( 順 不 同)

サービス・ステーシ ョン
大阪市立工去高校 川 瀬 友 澄

，ーー_ . -

府 民 会 館
大阪市立都尚工業高絞 弘 j彰 敏 男
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気 象 観 測 ;所

レ ゾ ー ト ・ ホ テ ル

大阪工大高校

金 山 不 美 男

綜
h .  

.， 病 院

ｉｾ＠

.月!

町

大阪市 立工芸高校 三 沢 修
久 保 漢

京邸m立伏見高校 清 水 準 央
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大 学 卒 業 設 計 入 選 3 点 ( 順 不 同)

TERMIHAL BUILDIHG 

for 

HAHSHIH IHTERHATIDHHAL 

AIRPDRT 

神 戸 大 学

能 勢 次 郎

ア ー ト ・ セ ン タ ー
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神 戸 大 学 図 止国 宏



青 年 建 築 家 座 談 会

イ土

事

と

生

昭和32年 4 月 6 日午後 6 時半 - 8 時半

近畿建築会館 411皆集会室

( 順不同 ・敬称略)

今 西 茂 雄 ( 今西デザインルーム )

力 武 利 夫 (町
I水強』役 K K大阪支凶設計部)

松 村 慶 三 ( 合敷 レイヨン K Kn 織部)

倉 石 秀 夫 ( K K 竹中工訪仏政31部)

吉 岡 吉 雄 ( K K 大林組設計約

平 生 舜 ー ( K K 竹中工DS庖 設 計 約

三 国 一 男 (三回路築事必所)

井 上 j晃 ( 大阪池葉邸務所)

佐 久 間 宏 ( 大成迎投K K 大阪支凶，肘f部)

嶋 村 隆 次 { 大成磁投 K K 大阪支応，役計部)

き

ところ

お山

編集。111

司E 貝 民 佐 野 正 一 ( 安列強策必司I所)

前委日長 :甫 辺 銭 太 郎 ( 倉敷レイヨンK K j:t 織部)

西 山 卯 三 ( 京大工学部建築学)

足 立 孝 ( 阪大工学部構築工学)

上 林 博 雄 ( 大阪市大家政学部住民学)

岩 本 博 行 ( K K 竹中工必庖殺計部)

け

れ

も

と
4>:氾' .i l は、 「建築 と担会J

の ｲ Ｂｾｩ 年主 ｉｉ 築家特集 ｊ (:rl 

11日1 =昭和29年 6月号 ，:rl

21"1=昭和30年 6月勾，tIl

3 岡 = 昭和31年 6 月号) 1<: 

紹介された百年迎策家諸兄

I<: Wっていただき，新人紹

介の功: J l ! l <: ついて， 験場で

のデイ スカ ツシヨン，生活

と仕事の悩み等，若い人淫

のいろいろな II l J 闘について

座談していただ色ました夏

旨です。編集の都合上，相

当担j愛したと E ろもあり，

発言者の怠とすると乙ろが

正しく伝えられていない点

があろうかと "(j じますが，

E の点，制l了放下さいます

ようお願いします。

(文J.'{ : 剥! I ! 部)

手

白

悩

み

る
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い
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動

し

て
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・
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人

紹

介

あ
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ん
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罪
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台、
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る
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佐野 今日は絡別の議題というむっかしい問題ではあ

りませんので，ごくフリーに話・をして頂含たいと思いま

す。訴の版以上，一応，編集似11で用怠しましたテーマは

1. 新人というものを納介するととの意義なり功ｾｩｈＧｃＮ

ついて。

2  そういう若い人達が，建築界で活動していかれる

I' C . ，いろいろな障害があると思いますが，どうい

う風にしたら一番活動しやすいだろうか，につい

て。

3  現実の問題 として，椴場での御苦心，あるいは生

活と仕事の上における悩みなどがあることと，思い

ますが，それらについて。

以上のような点について，話ーを進めていただいたら幸

いに存じます。

それでは，まず始めに，新人を紹介するととの主主義な

り功罪について話・をしていただきたいと思います。

1  .  新人紹介の功罪について

今西 払のところなどでは人数が少いですし，功非と

いうことについては，いわゆる商業デずインが多いので

すから，それは大いによろしい。〈笑う私ら功罪 という

ことは，対外的でなく内部での方にかえってあるのじゃ

ないですか。

佐野 小さな会社ではそうでしょうが，大きな会社の

なかで，才J い技術の方が{ 日Iか特別なぷ彩というと大げさ

ですが，そういう機会を与えられることは現実には，ど

うなんですか。

倉石 雑. 1 ，&にのったから，どう ということはありませ

ん。椴場のなか，あるいは i J 常生活にや!の変化もない。

平生 自分の設計が，雑誌( 社内の雑誌でも〉に発表

されたということは仕事の上だけであって別に関係はな

い。我々としては他人の力より集Mの力の方が必裂なこ

とで，新人として維誌にのったかどうかで個人的に笑力

を発揮できるか，できぬかという問題は別じゃないかと

辺、います。組織の力が必ｾで，結局おしなべて灼 ー なブ ｊ

を山せる組織を我々は必ｾＺ としてい ると思っているだけ

です。

佐野 そういうときには，かえって個人を対象に して

そういう顕彰五ll ! f j ) ; をするということは苫があるとお考え

ですか。

平 生 いや，それは顕彰したとしても，功: J ll というも

のには関係ないん じゃないでしょうか。それは現実の{土

'JI というものとお互に影響しあうことはないんじゃない

ですか。

佐野 これは，カテコ. Vが遊うんだろうと忠、いますけ

ど，何らかの忠，:1床で関係がないと，全然別個のものを一

般的な流れと全然遊雌した助きをしてしまう。だから ，
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それを| 剥速さしてい〈には，とくに大きなところでやっ

ておられる人達に対しては今後どういう J! f t L にやったらよ

いかということ，それを一つお|聞きしたいんですが。

佐久間 たとえば，デスクプランやアイデアを取り上げ

るということですが，それは取り上げ)J として非?rr lZこい

いんだと思うんですけれども，そういうところに反而そ

の社会性という問題と矛盾したものが，出てくるんじゃ

ないですか。

佐野 そうすると，あんまり笑際の作品を作り上げる

過程を出さないで顕彰するということが大事 というので

すか。

佐久間 つまり ，その，作品として有. 用とか，そういう

ものと一緒に裏付けをしないと … ・-。建物と して細かく

考えると，純度の高いということと，普段心がけている

というととと，巡った方向の二つの問題に分れてくるん

じゃないでしょうか。

弁上 今まで誰か一つのエレペー ジョンをまとめてい

く，その場合，若い人 ・フレ γ ジュマ γ のアイデアとい

うものは殺されるわけです。そこで，そういった人迷の

つのハケ口といいますか，まァ !¥¥Ht という形で社内で

募集する。ですから，懸: n : 募集だけ社内ですることが，

筈があるとか，ないとかいうよりも，むしろ非常に若い

人のアイデアというものが，直接上の人にも反映します

し，また上の人が面白いと思えば，それを採用していけ

ば，今の新人を探すということも案外できるんじゃない

ですか。

吉岡 私の所も，やはり小，) かーつのまとまりというこ

とになれば誰かが一人主体となってやるわけですが，そ

の場合，雑誌なんかに出すと いうことになると，抜々 の

場合では受動的立場で山すというわけですが… … 。

けれども，やはり自分自身の仕事に武任をもって，あ

る程度主張すると同時に，また自分に批判的な自党をも

っという意味で，こういう企画は有用なのではないかと

思います。その場合，ただ主主・築の仕事を進めて行くとい

う忌i:1tX1乙支えられているものであれば，社会的なことに

時防する必要はないのではないんですか。

浦辺 {ii) か大きな組織でやる場合，独立プロダク ν ョ

ン式にやっているのか，それとも何か共通の約束があっ

て，それを基準としてやっているのか，サι実はどちらが

多いのですか。

独立プロというのは，独立プロのグループの人々の作

品主義になる。だからJ、Ij 反するものがあってもいいわけ

なんです。そとに共通性のものがない。タ〈通性というの

はディテーノレはこういう風にするというような約束一一ー

工学的約束です。こういうものを基準にして，あとは独

立プロの自由配慮に任しているのか，あるいは，別に作

品主必だけでやっているのか，笑状はどうですか。

岩 本 今，詰I i 辺さんのおっ しゃったとおりで，ある約



東はあるわけなんです。しかし後は，独立フ・ロでやって

いるわけです。だから平生君なら平生君の味は十分でて

いるわけなんです。しかし，大きな所で，やはり，ある

約束があります。

浦辺 とれはーつの近代建築の: f 11"で考えれば，間じ社

内でもそうですし，社外でもそこに今まで皆が努力 して

到達したある客観的立場があると思うんです。それで客

観的な立場は，あくまで守る，しかしそれ以上はまだ全

部客観化されたわけではないから，まだ非常に多く主観

的な函が残っておるわけです。ところで約束を守つての

上の主観を生かすのか，無視して主観を生かすのか，そ

ういう点でこの新人紹介の功罪が決まると恩うんだ。皆

そういう共通な約束というものが背後にあって，さらに

よりよく発展さすというような努力であったら，大いに

貝うべ舎ですね。しかし約束を守らずに主観だけで変っ

たととをやるような程度のととは非常に容が出ると忠う

のです。一つの売名的なととをやればですね。まあ，そ

れだけのととですね。

西山 さっき，雑誌に沓かれても，あまり日常生活に

何の変化もないという，手きびしい批判があったんです

が，つまり M 建築と社会H にのっても大 したととでない

ということ ですか。

卒生 いや，そういう定、味ではないんです。少 くとも

外部に対して仇きかけるととと，我々の会社@仕事とい

うことは，その組織の性質上，全然別でなければならな

いと思うのです。

西 山 その場合，こういう表彰，まあ実際の表彰では

ないんだけど，一種の社会的な表彰がフ. ラスの効果を与

えてる商とマイナスの斜j泉を与えてる面があると思うん

ですが，それをずックパランに話して識をたい。たとえば

グノレーフ・で仙いている何人かの一人を取上げてき て今ま

でやったんですが，そういう場合，それは迷惑だという

場合もあると思うのですがね。そのー人を 引き出してき

た評価iの基準に対して疑問はどさ. いませんか。

岩本 それは，とういうことなんです。一級建築士に

受かったら表彰される事務所とか，前負会社があるんで

す。私どもの方では受かっても受からなくても関係はな

い。それよりも実際にプラスし，笑際の活動の方が必要

なわけで，ー級建築土に受かっても，使い物にならんと

いうのはダメなんです。 l百J I l 寺に雑誌にのっても実際活動

で使いものにならんのはダメなんです。平生君に しても

倉石君に しても，のったから良かったんではなく ，実力

があったからのったんて' あって，彼らが認められるのは

常にそういう実力を持っているから認められるわけで，

それ以外のととは別段関係はない。

西 山 やっぱり ，雑誌に出ても大したことはないゅう

わけですな。( 笑) そうすると，これの影響は主 として

対社会的なものだというわけですね。問題は，ただ H 建

築と社会H か外側に対して建築の P . R 活動をやってい

るね，それに利用された一つの名前というように考えて

いるというようなととなんですね・・・・。

岩 本 そんなに制り切っているわけではないんですが

ね。( 笑)

佐 野 それに一般的に建築の動きというものが，音の

ように個人的な能力を重んじなくなっているという傾向

が一つありますね。それから建築の地位はそれに関係す

るんだろうけれども，大きな設備をやらないと，非常に

やりにくくなっているという点がそこに出ているわけで

す。

そとでもって今の社会的に建築の一般的通性として，

個人の技能はほとんど無視されているという商と二つが

色々からみ合っているんだろうと思う。まあ功罪とはっ

きりいって しまうと，どぎつくなりますけれども，私ど

もが気にすることは，将来こういう風なやり方でよいの

か，どうかということなんですよ。やめてしまうほどm，

のあるものではない。やるならば，確かに何らかの使命

をよI ! : しているんだろうと思うんですけれど，それをどう

やって伸ば して ゆけば一番効栄的かというととなんです

よ。

倉石 それは，やっぱり H 建築と社会H というとの雑

誌の レベルを上げていくとと が大事なんだと思いますが

ね。( 笑〉

佐野 それはそうなんだろうけれど，問題は結局大き

い雑誌ならば何故取上げないかというような営業政策も

ある と思いますが，仮りにH 建築と社会句2数万官官の発行

部数をもっている雑誌だと 考えてもらわんと話・が混維す

る。 との場合にとういう表彰することはいいかどうか，

そうなったとして考えていただくわけです。そうすると

どうなるか，その場合でも意味があるかどうかというこ

とですね。

平生 意味はあると思いますね。つまり，いま申し上

げたように私どもの会社自体の活動はそのようなことに

影響はないと思いますが，また影響があると困るといっ

た組織なんですが，対社会的というのか，他の有能な人

々の名前を私が認識することができて，その } j 々といろ

いろ建設的な怠見を出して，自分ももっと勉峨させても
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ちうし， ; をういうととになれば，全然今まで存じ上げな

かった方々 といろいろ意見を交換できるわけですから ，

非常に有益・にな ると思います。

佐野 それは非常にいい御提案ですね。 要するに雑誌

にのる，のらないの問題でなしに，っき とめていって一

つの新しいナークノレというか，つながりを作る基となる

と思 うのです。

岩本 しかし，とういうととではないですか。た とえ

ば小説志望家がですね，自分の小説が活字になって，ど

こかの雑誌にのった場合には，非常に喜びを感ずるわけ

ですね。我々も一つのデず インをやって，それが実現し

た場合には，一人でそれを見にいって楽しんでいる。そ

の上， とう いう雑誌にのってス ポッ トを当てられたこと

は非常に熔しい。そういう こと が，まあ生きている喜び

ではないんですか。そういうものを否定する必ｾはない

と思 うんです。

2. 若い人が活動するには

し、。

西山 それは関西の人が利用せんからだ。

浦辺 まあ西山先生という ような評論家がいるのは，

むしろ例外的なととであって ，( 笑) 言平論というのが関

西では育たないのか，あるいは一つの原因 として考えら

れるのは東京の場合は非常に生存競争がはげしくて建築

界の競争も特にはげしい。そうすると 誰も前へ出たがる

わけなんです。前に出なく ては，やはり生存できない と

いうこと になっているんです。しかし大ぜいの人間が皆

前に出る時にはー絡に出た とて，それは一つも効果がな

い。そこに何か演出がいるわけなんです。そ ういう 演出

の作用をやるのが一種の評論家 という もので調整を とる

とか，演出をする とい うか，そういう 言平論家 という のが

おるわけです。その点で関西では，そういう 評論をやる

人はいるんだけれども評論家はいない。評論家 とい うも

のは，定義をはっきりいえば，評論ゃるのが評論家では

なしに，評論やって飯が食えるというととと思う。

専門的に評論をやって，十分飯を食える基礎があるとい

うこと なんです。それが建築だけではな しに，他のデず

イγ の関係でも評論そのものをやって飯の食える人はな

いわけなんです。だから，そ こら に問題があると思うの

浦辺 東京の M新建築が並みに良く することだが， 大 です。

阪は東京と比べて見ますと，建築人口も契り， ν ベノレも

落ちている と恩 うんです。 しかし人口は三分のーである

けれども， レベノレを上げるとと は可能だと 思うんです。

関西の建築活動をにぎやかにするには，全体を上げるこ

とが大切だと思う。全体のレベルを上げるためには，一

番おくれた者を引っばり上げるのと トップに進んでいる

人にもう少し高く上ってもらう というと とで，現実の問

題 とし ては，やはり ，青年建築家居に，期待できる人に

は大いに，先頭に立ってレベノレを上げてもら う，そうい

う努力が行われんと ，一躍" ; 1' f r 建築" みたいにはなり得

ない。その努力のーっ として新人紹介と いうことを取り

上げた原因だ と思う。 とれは東京ではやっていない ζ と

です。

一一関 西 の 評 鎗一一

それから，閃西の建築 と東京の建築の比較の 11寺に，長主築

界全体としての動きの大きさをみると，向うが評論が非

常に盛んだということなんです。 ζ ちらは建築評論があ

まり盛んではない。 だから評論 という点がないわけな

んだ。関西では建築と社会を結びつける この評論が非常

にさびしい と思う。その点では建築だけでな しに全てデ

ヂイ γ と名のつくも の皆そうなんです。例えば工業デず

イナーでも商業グヂイナーでも関西の人に非常にいい人

がいる。服装デヂイナーにも ，いい人がいる。ととろが

そういうことの各デヂインの本を見ている と， 評論家が

一人もでていな い。みな東 京から来てもらわねばならな
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吉岡 いま浦辺さんがおっ しゃったこ とについて，か

なり関西の方は，つまり功利的に人の悪口をいうわけで

はないですけれ ど，そう いうととをいうのは悪いという

考え方が，やはり ，潜在的にあるん じゃないか と恩いま

す。それに，何か，一つの問題を提起するという場合，

自分で批判なり ，たたかれる とと はありますけれど，そ

れに耐え得るだけの，とっちに も態勢がないという こと

があるんではないかと思います。

浦辺 たたかれる方にも ，そう いう点は大ありだ と思

うのです。おとなしいというのは，そういう意味でやは

り評論家の対象となれば非常に被害も受けるわけだ。そ

して，そ の被害に対 して返答のでさないという点がある

のではないか。

吉岡 それは今，評論家の側ではなくて作品について

も同 じこ とがいえると思うのですがね。

佐野 それ と，いま の新人顕彰のrldJ 姻と|災地があ るん

ですよ。こういう形で出すとい うとと は，我々からする

と作品の内容をあま り問題に しない，推せんされた形で

そのまま鵜呑に して出しているわけです。ということは

評論無用の形と して出すわけです。この方向で今後いっ

た方がよいのか，それとも，もっと作品中心主義と して

グループなり個人で作品を中心にして大いに好きなよう

に評論 してもらい，それに対 して，こっちにも答があり

ますよという形 と， どちらへもっていった方がよいのか

吉岡 私は紹介でなく，そういうことが前提に考えら



れて取り上げられると，そしてグループなり，: { : : の人 自

身lζ 対して，そういう考え方がでをてくるというところ

に意義があると思うんですけれど。総花的な取り上げ方

としては，やはりまずいかと思うんですが。

一一職場内でのデイスカッションーー

井上 詩論家が関西では育っていないというのが，浦

辺さんのお話ですね。結局，今みたいに大阪に必ｾなも

のは東京から呼んでくる，大阪の人自体が評論を育てな

いわけなんですね。

浦辺 地方色かなあとも思うんですがね。

井上 まあ一つのローカノレ ・カラーがあるんですけ ど

どうせ東京から呼んでくるから，ますます評論家もそう

いったととをやってみようとする人でも速応してしまう

という。結局，育てない育たないという惑循環にしてい

るん じゃないですか。 ζ の際，いまの話のように作品を

出すと，とにかく評論していただく。そうやっているう

ちに，お互に訓練されて，いわゆる評論らしい評論がや

っていただける。その場合にも一方紹介された人も ，そ

れに耐える答というものを持って，とういった評論家と

設計者とが，お互に意見を交換するというととは，非常

にいいことだと思うんです。

吉岡 とれは関西の建築界というだけでなく ，私たち

の組織の社内でも，やはり同じことが考えられるんじゃ

ないかと思うんです。まあ，お互に述l芯し合っていると

いうわけでしょうけれどね。もっと社内の中でもそうい

うディスカッ ν ョンをする，それを索直に受け入れ，ま

たそれを自分のものにするという態度が，やはり小さい

グループから育って釆なければダメだと思うんです。

浦辺 とくに，大組織の場合になったl時に，一番そこ

のチーフ ・デずイナーというか職立上のおt高iY任者の人

の個人的な好みが，まだまだ通ると思うんです。その時

に，デダインするまでは，やはり職階によらずに，対等

lζ ディスカッジョソできるというような空気が生れてい

けば，それは，だいぶ違ってくると思う。現に東京のい

い事務所だったら非常にディスカッ ν ョンの過程を) ! ] l し

ている。

たとえば前川さんの事務所だったら - t むとの近代建築

品というものは，皆同じようなレベルにきているわけで

す。後はディテーノレの問題になっているんです。大き

な線はくずれてないんだが，ディテーノレの点では非常に

ディスカッ ν ョンしている。丹下さんの所でも，主主い研

究生を入れて時間をかけてディスカッ ν ョンしている。

その時はまあ皆対等なんです。そういう気風がだんだん

できれば，大阪も少しにまやかになるんじゃないかと思

うんです。 しかし今のところ大阪側は，こ の戦前までは

有名建築家が多かったわけです。社会的信用も商いし，

そして，技能もうんと優れた建築家が多かったもんだか

ら， どうしても徒弟制度的になって，対等にディスカッ

ν ョンという気風がなかったんです。そういうのが多少

いままで，残っているんじゃないかという気がするんで

すがね。

佐野 それは井上さん，どうなんですか。今のお話し

ね，若い人の職場におけるあり方，逆にいえば，活い人

の侭lからいえば，とういう風にやってほしいという組織

の問題に関係 してくるんですがね。

弁上 それは今，ディスカッ V ョンする というのは，

非常にいいと思うんですけれど，実際問題として設計に

は期限 とか，いろんな条件に制約されて，ディスカッ ν

ョンできない場合があるんですね。できれば， これこそ

函白い と仕事だ……と いった場合，とくにディスカッジ

ョンを要する場合には，大いにディスカッ ν ョジをして

いただいた方が，我々 とし てもやり易いわけです。ただ

そのときに対等で若い人とやるという場合，上のチーフ

級の人は，みな相当な経験をつんでいられるから，あら

ゆるディテーノレが先に頭に入ってきて，一方若い人はデ

ィテーノレ じゃなしに自分のアイデアだけでいう，そとに

非常なギャップがあるわけですね。それをいくらディス

カッ ν ョンしても結局，平行線になって，片一方は拶を

追 求して いく ，片一方はディテーノレで，それはダメだと

いって若い人をおさえますが，若い人は逆にそうい う風

にいつまでも，そういう小さい点にとらわれてはしょう

がない というこ とで，なかなか結論が出ないわけなんで

す。そのうちに どんどん期限が追ってくる。結局はl' 付ミ

ディスカッジ ョY して，ある程度の結論は引き出せます

が，そ うでなくても ，ぼやっとしながら設計に移って結

局，誰かチーフ ・デずイナーないし は会社の一つのカ ラ

ーと い うも のをグダイン として設計されていくのが普通

なんです。 とととんまで煎じつめてディスカッ ν ョンし

た結果をデダインに打込んで行くという ζ とは，よほど

余裕のあって ，し かも皆がそれに対し て， 熱中したよう

な時に初めてできるのです。ごく，まれなケースじゃな

いか と思うんです。
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吉岡 私はその個々の仕事に対して，ダイスカッジ三

ンするということは勿論必要ですけれど，それ以前に平

生からそういう 基本的な考え方をダイスカッ ν ョンして

おくという方が大事じゃないか と思うんです。それが，

だんだん進歩していくうちに， 組織しているカラーが出

てくるんじゃないかと思うんですが。私らの場合やは り

組織があるから特ーに設計施工の場合には共同設計 という

ような建て前だろうと恩うんですけど，その中で段初の

プランニングから終始一貫 してまとめ るものがなければ

やはり良いものが出来てこないと思うんです。 それは，

我々がそういう立場にあるか らいう んじゃなく て，そ う

いう体制ができて確立されれば，共同者でも十分仕事が

できるん じゃないかと 思 うんですがね。

弁上 私も事務所でそうい う研究会を作ってま して ，

たとえばある現場で設計通りやって非常にしくじったと

いうと，その現場についた者が帰ってきて，月に二回ぐ

らいなんですけど，やって いるんです。それをやると，

たしかに卒業 して 2，3年の人は，そのような話を聞く と

やっぱりその図面なんか書く場合，非常に役に立ちます

ね。ですから， そう いった点では，まあ意味があるんで

すが，一つのデヂインに対 して誰かはっきりしたチーフ

という人がおらないと結局，皆の議論が百出 して結局ま

とまりのつかないものになるんじゃないでしょうか。そ

のような気がする んです。

浦辺 それは，一つのデ ィスカッ ν ョンに，まだ訓練

不足があるために，それが起きFるんだと思う。ディスカ

ッν ョγ という のは，まず共通の立場というものを先に

認識しな くちゃ，それはいくらやっても平行論ですよ 。

共通の立場 というものを先にディス カッジョ Y する とと

は，なかなかそれはうまく行かないと思うが，行ってる

j況もあるんだから，共通の立場 とい うのを先にやって，

それから個々の設計に対して，それを発展してや るんな

らよい。

しかし，その個々の具体的な設計を前に置いて共通の

立場をデ ィスカッ ν ョY しているんじゃな くて ，自 分の

立場をディスカッ ν ョン している のでは，いくらやって

もデイスカッ ν ョンというものはラチがあかぬと思うん

です。先にやっばりやるのは，共通の立場 というも のに

対 して，デイスカ ッν ョンするべきでしょうね。

佐 久 間 私は個人的なデダインというようなもので，も

はや必ぶされると いう 時代じゃない，ということを認識

するこ とではないかと思うのですが。つまり機械力とい

うか高度の設備と，それから構造の新しい解決方法，そ

ういうことを個 人 的 能 力 と い うものに対し，もっと総

合したもので，考えてもらわなくてはならないと思いま

す。

建築を大きなものにしなくてはならないというととを

皆が認識するというこ とが大事だと思います。
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』一 憲 法ｾ

浦辺 それは，そ の設計部な ら設計部における 一つの

怒法だと思う ，j怠法は先に決つてないと行動は取れない

もちろん憲法は各事務所によって全部共通だというと と

はできないで しょう。各職場に よって特殊事情がある か

ら十分特殊事情を入れてもよい と思う。しかし， 一つの

憲法ができてなく ては困 ると思 う。特に大勢の大組織の

場合は滋法なしで個人の力や趣味だけによって 議論 して

も判定の基準がない。しかし，皆が納得する慾法ができ

たら，それに違反しているか守っているかというととが

大事な問題だ と思う。それがディテーゾレの端まで速なっ

ていると，思う。一つの例を上げると，プリハプに行く前

に，フ" vキャス トで行くのが日本の現状に合ついる から

プ P キャス トの方の決定を設計 しな くちゃいかんという

のが現在の滋法になってい るわけだ。

ただ，プリキャストにしてもプ 9ハプにしても，一つ

の建築を部品化してしまうわけだから，沢山の部品 t'C. i/'

ョイ γ トというものが無数にできるわけです。分けると

いうことはアセシプ Dがし易いように分離するわけだか

ら，今度はまたくつつけなくっちゃならない。くつつけ

るにはそ ζ にジョイン トがい るわけな んです。だから悶

じ議論をしていてもだいたい方向は分っているのだ。

そ こで，いかに経済的で能率的なジョイシトができる

かというような点に，全力を集中しているもんだから，

その点では准もクマイ下手はあってもおi本的な相違はな

いと思う。

それからその窓法を改訂する必繋がお会て米たら合議

して窓法を改正すればいいんで，その滋法の中で才能が

出ると

吉 岡 先ほどおっしゃったデ イスカッ ν ョシする とい

うのに， 設備というか，そのような点で近代建築にある

一つの方向が決ってし まって個人的な色彩が出てとない

というような御意見もあるわけなんですけ ど，やはり 近

代建築というのはどうあらねばならないか，社会(1りな.illi

がりをどういう風に解釈するかを，各人が ｉｾ 分自身なり

の考え方を持ってデ イスカァ ν ョンする。そしてある

つの }j 向を凡つけ出すと，と の上で実際のポ現をする場

合，全然巡ったものであってもさしっかえない と忽うの

ですがね。

浦辺 それは，さしっかえないと思いますね。その点

で，表現においては根本が追う。表現は能力にも大いに

関係しますし，こいつばかりは努力にも関係す るんだし

吉 岡 それで細いディテーノレ とか設備のやり方とか，



、

オ9ジナノレについても，やはり根本的なものから考えら

れたいろ んなパ日ェ- V "， Y を一つの グループの責任に

おいて ，まとめて行くとし、う方向を私は希ffi するのです

泊:。

佐野 議論は ｦ 町ｴｬＺのある人がま ｉ ｾ って来なくては議論に

なないのではないですか。皆同じ考えでいたら何もなら

ない… … ( 笑) その辺はどうですか，特に若い方々には

そういう議論をする時の中心になっていただく使命があ

ると思うのですけ ど。 これは大きな組織の中におられて

そういうことをやるためには，結局今のままの組織，昔

からずっと巡って米ているいろんなやり方というもので

は困る点があると私は思うのですが - … ，どう でしょう

由主。

力武 今の組織のあり方ということについては，私な

んか大いに疑問を持っているわけなんですけれども，会

社の施工商という面からの圧迫を私はものすごく感じま

す。ちょっとうまくいえないんですけど，第二会社的な

設計部とい うも のができたら一番うまくいくと思うんで

す 。 ( 笑)

吉岡 まあ現実論としてはわれわれの設計施工が原則

的なものと思いますけど，やはりそういう組織の中にあ

ればいろいろの問題が起って来ます。けれどもその中で

少しづっ努力をして漸進的に積極的にやろうという考え

で，やっているわけなんです。

佐 野 議論をやるに したって， デヂインだけの議論で

なくて，都市計画でも施工でも皆ー絡に議論されねばな

らない。

浦辺 皆さん，一番悩む問題は，各職場には一つの伝

統的なやり ) j というものがありますね。一つのカラ ーが

あるはずなんです。そとへ，また革命的なやり方という

のがあるわけです。そ の両者の間の矛盾だろうと思う。

この矛盾はあらゆる職場にある と，思う。だから ，その解

決をする時に，割り切って理論的に解決するととは簡単

だけど，それは実際の解決といつも対立していると思う

んだ。と の対立を無理にひっつけて見ても解決にはなら

ない。 全然そ こから 逃げても解決にはならないし，やは

りやる以上はどういうか，融合反応的な結果が生れるよ

うにせんとですね， 分裂反応になって しま っては， しょ

うがないと思うのです。融合反応というような最近の原

子科学でいう現象が見つかったのは面白いと思うので

す。( 笑) 実際において融合反応というのはこつの別々

の原子が一つになった時に出すエヰ、ノレギーです。分離し

たってエヰ、ノレギーが出る。しかし，融合したってエネル

ギーが出るんだ。出来れば融合的なエネノレギーを出すに

は，どうしたらいいのかということになると，二つの別

のものを融合さ すには普通の温度では出ないわけです。

非常に熱が高いとか圧力があるとか，ま たは放射能があ

るとか，そうい特殊の場で初めて融合反応が起きるので

あって，普通でやってたら融合反応なんか起きっこない

のです。そのような方向に解決を向けて行くようにしな

いと，単に片ー方のものを否定しただけでは，解決にな

らんと思う。だからそれは，偶人的なエネノレギーを要す

ると思う し， 集団的にも要する ととだと 思う。それは総

築家に限らず，ど んな職場でも，ある というとと なんで

す。

佐 野 議論はやっぱりやら なくてはいけないですね。

こういう積み重ね，個人のいろんな能力をフルにプラナ

グて行けば，一人でー生けんめいやるよりはいい結果に

なるはずだと思うのです。またマイナスの場合もあるか

も知れないけれど，それをお きrなってもなおプラスの )5

が多いだろうと思う。ととに今後のディスカッ ν ョγ は

，ど うですか，松村さ んー・。

松村 実際の私の方のやり方と しまして は，人数が少

ないので請負の設計なんかと比べまして一つのプロダク

ジョンで全体が成立 してい るようなものです。ですから

非常に自我自尊的な ととろが多いように思うんです。他

の人とは違うのですが，自分たち の問で問題 とな ること

はむ しろ対外的なと とが問題 とな る。それは普通の事務

所ですと工事によってクライエントが変るけれども，私

どもの場合はいつも閉じクライアジトでして，そうする

と建築に対する建築家の方の批言平とクライアジトの批評

とのギャップがいつもついてまわる。ですから自分たち

がディスカッ ν ョY しても，あまり対外的には効果が期

待できないととがある 。それがさ っきの青年建築家の資

格 とも 関係してく るわけなんですけれど，こうして雑誌

に取り上げられ ますとそ の取り上げ方が問題になるわけ

なんです。非常' に正 しい取り上げ方がさ れていたとすれ

ば，それは対外的に非常に P . R. になる と思うんです。

反対に取り上げ方がまずい場合には何 といいま すか，は

っきりいいますと 非常に信用を務すというととです。

浦辺 ぼくらのところでは小さいといえば小さいが，

大きい といえば請負いがやれるくらい大きいのですが，

会社の営絡とい うのはど こで もそうだと思う。クライエ

γ トの意向をさぐってそれに調子をあわせていく という

ような行きかたが多いと思う。クライエ γ トというのは

やっぱり索人なんだから評価が建築家の評価と比べて ち

がうのが当然なんで，矛盾を感じる点、はあるんです。だ

けど，そいつに矛盾を感じたらクライエ γ トのいうこと

を全面的に受けいれて調子をあわせれば，矛盾がとけた

かといえばそれは解けないで，むしろ深まる。だから矛

盾は当然あるんだけども，解決の方法というものは，へ

つ とむとと ではなく てやっばり 主張しなくてはだめだ。

とっちがものすごく主張すれば，専門的な知識というも

のを買っているのである から 巡る。し かしこ っちの主張

が正しいか，という点には疑問があるんだけれども，自

分のたち場をはっきり主張するという ζ とは宅 ζ れも手
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順だと思う。手順をぬかしては兵合惑い。

佐野 さっき浦辺さんが憲法というととをいわれたが

これは非常に商白い言葉ですね。いろんな施主を相手に

している 言 ｩ Ｇｈｾ でも，いろんな立場を 三号え て，いろいろの

窓法があるわけです。

i衛辺 だいたい怒法が必要だということは誰もみとめ

たわけですね。窓法がない時の状態と，ある時のそれを

比べると，どんなまずい定、法でもある方がいいですよ。

一つの国としても一つの小さいグループとしても，まず

くてもある方がいい。なくたってやれるんだけれども，

なくてやるとどうしてもボスの個人的趣味に追従する こ

とになって，やはり近代建築の線とだいぶはなれてくる

のではないか。怒法を一番無視するのは ポスの方で，下

ほど5益法をだいじに しますよ 。門分が保護されるから ，

またよりどとろになるから ・・ ー・・。しか し一帯それを無制

しがちなのは，どうしたってトップマ γ の方が無視しが

ちになる。上をおさえるというような意味からはやっぱ

り憲法があった方が当然だし，またよとしても一つの憲

法というよりどとろをもって判断する方が正しいのでは

ないかと思います。

3.  生活と仕事の上の悩み

西山 いま職場の言否ばかりでていますけど，はじめに

司会がいわれたように，仕事と 生活の上で，矛盾する と

いうととろはないですか。 これから 大いに明日あらんと

期しておられ る皆さんに，そういった問題で何か悩まれ

ると とがありませんか。悩み というとおかしいですが

ね。( 宅建〕とにかく，われわれはハグかったり，白髪が

はえたりして，そのととがよく分らないから，ひとつ若

い人たちに聞いてみようというわけです。

上林 たとえば，請負の勤務時間なんか割りにはっき

り守られているんですか。事務所なんかの小さいととろ

は平均 7 時頃までやっていると のと とですが。

岩 本 私のととろ では守ってますね。

上林 時間的に非常にしばられて，自分の勉強したい

というような時間がたらないというわけではないんです

ね。

吉岡 そういう点は，われわれの方でも合理的に考え

られるような機会があると思いますね。

岩本 私は若い時には， ドラフ トばかりやらされるわ

けですね。スケッチしたのをドラフトするばかりで，す

こしも面白くない。それで，はけ口を建築以外のものに

求めました。文学をやったり，絵を聞いたり，新劇lにと

ったり，そういう方面で情熱をはいとったわけです。そ
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れは長い間続きました。いまはチーフでデヂイ γ できま

すので，建策の方に全部情熱が向いてしまって無趣味で

すよ。( 笑〉

力武 実際問題としてですね。われわれのととろでは

10万円くらいの仕司王から 一億，二億以上の仕事を時期を

定めずにやってきますと，どれもとれも粁1- 1 裂をかたむけ

ていてはこちらもたまりません。在、は檎 ｾｭ ｲＮｲをやって

いるんですけれども，普通の仕事といったら誤へいがあ

るかも知れませんが，銀行貝がソロパ γ をはじいている

のと変らないと思うのです。普通の仕事はわれわれの現

在の構造計算の側から見ました場合には， ー応あ る程度

までやれば誰も同じととを，私もやってますし課長もや

ってます。前の部長あたりでも構造屋というものは進歩

はないと思っております。普通のラーメ ン桃hi の簡単な

建築の場合，あるいは鉄骨格造のほんの間単な場合でも

それでやはり情熱を湧かしている。情熱というものは変

なものですけど，もっと n患な態度で取り組んでいける

のは，やっぱり一般設言「からいって特に要求される特殊

な構造というものにぶち 当ったとき，始めてこいつは頑

張ってやろうという気になれます。それでさっき絵とか

そのようなものに逃避するとおっしゃいましたが，そう

いうような函を私は少し感じております。

吉岡 いま，構造家からの話がありましたけれども，

われわれの会社でも構造屋さんは無駄な学力を使ってい

る，といっては，おこられるかも知れませんですけれど

ね。構造犀さんは，普通のラーてメン構造でもディ ・テーノレ

を考えるとか，その場合の格好とか版様造とかの新しい

アイデアを我々に示してもらって，すぐ実施するような

ふうに進んでいただきたいと，うちの部内でも

すが。計算の過程はそろそろ也子計算機あたりで( 笑)

入手をわずらわせないでできるようにしなくては相当な

苦労だと 思うんですがね。

三国 私の場合を少し具体的に申し上げますと，私は

建築界のために非常に活躍しているという自負心を持っ

ているのですが，と申しますのはいままで設計を必要と

しない中小企業の分野を開拓しているわけなんです。そ

こには営繕採はない。たいてい，ワ ' / - : r ' / が多うどさ. い

ます。i k I ! 嘆に設計なんかいるのか，という人が多い。ま

あそこには必要性をといて設計というものを別にやった

方が結果においてはいいんだと力説して，それを価値づ

けていかないと自分は生きて行けないというわけです。

その場合ミ建築と社会ミ誌で財界の方々にア γ ケートを

お出しになりましたあれを実際見せまして，とういうふ

うに財界の名士は考えておるのですが，どうかというふ

うにみせますと，やはり一応は納得してくれます。いく

ら意欲がありましても力武さんもおっしゃいましたよう

にエネルギーの限界がある。との場合設計期間というも

のに対する社会通念がないのですね。設計期間がもっと
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ほしいんだと実際にはこれだけかかるものだというと と

をわからせるととがなかなかできないんです。こういう

運動をやっていただくというととが大きく設計界全郎が

伸びて行けることだと私は思うのです。例えばU Nピノレ

を例にとりますと設計 ｾｾｉ 問は非常に長くかかっている。

大体の見当では設計 ｪｾ ｊｉＱ ｮ は実施期間の三分のーくらいと

るんです. と 活すんです。一年かかるものは三カ月はい

ただかなくてはいけないと設計はできないんだと訴すん

です。ととろが，とれは私だけがいうことですからそう

思ってもらえない場合もあるし，またf也の請負さんに相

談したらもっと早くできるといわれると，とたんに馬鹿

になってしまう。

一一 中 小 企 業 ーーー

浦辺 三111 さん，今の話は非常に面白いと思うんです

よ。自分で事務所を経営して，しかも中小企業者に間接

交渉すると とがいつも あるわけな んですが，しかし，

般に中小企業なんかに対しては非常に認識をもっていな

い。 だけど日本の企業だったら企業数の 99 % までは中

小企業なんです。だから非常に開拓の余地もあるし怠I床

もあると思うんです。

三国 関西の設計界としては非常に慌の広い活動分野

だと思いますね。

浦辺 これは新しいマーケットでもあるし，ほんとに

レペノレを上げようと思ったら ，数の非常に多い中小企業

化進出したらよい。大組織だけでやっているとびっとに

なってしまいますね。その点は育年建築家も機会がある

んだったら積極的につかみ，開拓していくべまだと思い

ますね。大組織の人は直接交渉するというのはないわけ

です。日本の現状からいえば非常に大事なととだと思う

んですがね。

三固 とれはもう一つ突っ込みますと，建築界には内

職というのがありますね。とれは私は正当な態度でやる

のはいい と恩うんですが，勢いいろんな理由でディテー

ノレなど持計一本設いておっつけてやるというふうに簡単

にやっている。閉 じものを片方にたのめば五枚で済んち

ゃうのが，がっちりやると十枚かかる。余計書いて何を

しているんだろうという印象を受けるんですね。とのよ

うな壁に私自身もっき当ってきーたことがあるんです。

一一 小 評 論 一一

上林 一寸議題を変えて悪いですけど，さっき雑誌に

対する批評がでていました。それから浦辺さんの関東関

西論がでまし て雑誌をどうやって面白くするかというと

とを編集人の一人として昔から心配しているんです。で

きるだけ皆さん方で雑誌を批判し，建嘆界を批判してい

ただいた方がいいんちゃないかと恩うんです。とういう

こと は編集委日の方からでてくるものちゃなくて，ゃっ

ばり皆さん方に作っていただくべきだと思うんです。机

の上でいくら頑張ってもできるものではない。やっぱり

とじっけになったりするととろを批判していただきたい

んです。実に沢山あると思うんです。

浦辺 小さい批評のデーターを集める。データーから

でも行かんといきなり大評論にはならないと思うね・- 。

( 笑〉

岩本 東京の新聞を見ますといわゆる社会批判が多い

ですね。どとそこでとういうととをやっているがどうだ

と普くと，その当事者がとれはとうだと返答しています

ね。納得行くまで討論させています。ああいうととろは

東京にはやっぱり社会批判が沢山あったり 評論があった

りするんですね。

浦辺 小評論というのは，ーっとりあげたらどうです

由、。

佐野 若い方々に大いにやっていただくと・ .... 。

浦辺 イ可かはけ口にもなるし束IJi 践にもなる 。その代。

責任は持ってもらわねばならん。( 笑)

三回 もう一つ私やってもらいたいことがあるんです

がね。とれは穴だ と思うですが，鬼門の問題なんです。

実際に建築界というものは鬼門を黙殺していいのか，そ

れともある程度社会に対して Yー ドするならば打って

丸とする Dードの仕方があるのか，実際問題としてしょ

っちゅう当ってくるわけな んです。

浦辺 中小企業だったら非常に深刻な問題ですね。

三回 建築界全体の足なみが揃っていない んです。非

常にパ γ とはねつけるものが・・ … 。( 笑〉

岩本 浦辺さん，ある新聞社の上にもやはり狐がまつ

ってありますよ。( 笑) 論説を書く新聞社にね。その

新聞社の上に狐がいるというのは，おかしいちゃないで

すか。

西山 大論説だ。( 笑〉

岩本 それが日本なんですよ。

浦辺 それは面白いと思う。現実に当って大論説の通

りにやらんということはね。( 笑) その問題はいつもあ

ると思う。矛盾は矛盾のままおいているんですね。

佐野 鬼門をどうする という特集をやらねばね。

三国 それなら忙しくても読みますがね。

浦辺 ーーつ提案しますがね。今の鬼門だけの編集では

いかんと思うんです。中小企業と建築という問題でやれ

ばいい。われわれがいままでやっているのは，大企業の

大規模なものが多い。中小企業ではクライ エ シト とグザ

イナーとが，一対ーで接するわけだから，本当のg 味の

ヒューマニティーーもわかるでしょう。いろんな大衆のヒ

ューマニティーもわかるでしょう。どう解決するかも大

きな問題で，理論では行かないかも知れないが，こうい

う小建築ぢゃなくて中小企業の建築. 特に大阪の中小企

業の建築の問題をとりあげてもらいたいんですがね。
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:甫辺 最後に力武さんのいっている構造計算なんかの

場合，普通の仕事だ と情熱も湧かんと … ・・。別に情熱が

なくてもいい と思うんです よ。 客観的にはやは り沢山や

るというととは標準化 という方向へいけば非常に積極的

な怠味も持ってく る。それが沢山きまりきったものが，

おざなりになってくる とすれば非常に消極的になってく

る。現実はどちらでもいいんです。その人の態度だと 思

うのですがね。閉じようなことをやるのなら，きっちり

とした標準化にしようではないか という ふうにね。スパ

ンなんかもデヂイナーの気まぐれできめずに，そのくら

いだったらとれでいくんだと，少しおさ まらぬと とろは

カシティレパーでいくんだ と ( 笑) というような一つの

撚準化になれば，意味がある と思 うんですがね。

力武 その場合に強く主張し得る立場 という のが，ま

だきまっていないという気がするんです。 構造計算 とい

うと，何かf ! - ちんと割り切ったグノレシドがあるように思

うんですが，そのグノレシドがぐらぐら しているのが現状

だと思います。そとに個人差というものが，構造屋にも

残っているというのが標準化の大きな障害になっている

と思うんです。

建 築 ニ ユ ー ス

懸賞論文 「都市の宅地再開発の具体的方策」

入 選 者 き ま る

都市不燃化問却では，標記の! M¥瓜・論文を募集していた

が，とのほど下記のとおり入選者が発表になり 5 月27

日東京成の門共済会館で授賞式が行われた。

1 等 2 万 円 公 務 員 江 本 純 一 ( 東 京 )

2  ｾＱ す Ｑ 万円間 内 膝 亮 一 ( 横 浜 )

2 勾 1 万 円 同 大林順一郎( 茅ケ崎)

3  ｾｲ［［＠ 3 千 円 同 三井 逮 雄 ( 東 京 )

3  ('tf: 3 千 円 建 築 事 務 所 中 村 俊 一 ( 和 歌山〉

3 等 3 千 円 東 大 川上 秀 光 ( 東 京)

3  z!f 3 千 円 無 職 本 閏 長 次 ( 京 都 )

3 等 3 千 円 公 務 員 紺野 間 ( 東 京 )

都市不燃化賞授賞式

都市不燃化問既では，昭和31年度事業 として i日記懸

賞論文入選者授賞式とともに. 5 月27日，郡京成の門共

済会食fi で，標記授1 ' l ・式が行われた。授賞者は下記の とお

りである。

表 彰 状 八 幡 市 市 長 守 間 道 降

間 新潟市柾谷小路耐火主主喋. 促進協議会

会 長 村 岡 三 郎

感謝状 宇都宮市馬場町通共同住宅組合

理 事 長 田 中 永 吉
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浦辺 僕は，標準化について，ユニパ一ナノレな標準化

はなかなかむづかしいと思う んですが，そこの職場だけ

の標準化あるいは標準化への努力というものは意味があ

ると，思うんです。その職場だけでもよい。いつも施工 と

結びついているならね。施工者の施工的な芯: 見を入れた

らいい。標準的なものに持っていくと とは，相当情熱も

要ると思いますし，努力も要ると患いますが，そっちの

方へ行くなら 意味がある と思います。ぎ まり切ったくり

返 しを無意味にやっていたらとんなつまらぬととはない

と思うんですがね。様準化というものへ目撚を持って来

れば惑いととはないと思うんです。

力武 それでいま大阪の構造屋ばかり集って構造研究

会というのをやっておるんですがね。

i甫辺 構造研究会の座談会がとの雑誌にのったんです

がね。もっと手きびしいかと思ったんだが系外遠服、なさ

ってい るんだ。もう少し手きびしくていいんだ。

力武 実は手きびしかったのが柔かくなって発表され

たんです。

佐野 それではとの辺で終りに致します。どうも大変

有難うどざいました。

以 上

同 小松市上木折町道路拡張期成同盟

会 長 松 井 七 平

岡 東京都赤羽復興会商庖街商業協同組合

理 事 長 滋 沢 ZE 二

聞 東京都赤羽新仲庖商庖街

会 長 久 保m 畿

日本都市学会第 4回大会開かる

標記大会がl昭和32年 5 月25日， 26河口，仙台市公会堂

で行われる。ｾｾ 1 日は研究部会，特別講演会，総会が行

われ，第 2 日は仙台の視察にあてられる。

昭和32年度建設機械展示会

白木建設機械化協会では， 5 刀25 円 - 6 月 5 n までの

12日間，東京日比谷公園にて， .et i同展示会を 11M依する。

出品機械 250 台. 出品会社78tJ: である rl :l o

会 員 動 静

死亡退会

本 部 正 会 貝 八 木 繁 志 IIR和32i f 4 月27 日死亡

同 高精喜平太| 府和31年 12)1 12
日死去

京 都 正 会 良 金 田 茂 l昭和32年 2 月18日死去

本部 H  年梅猪三郎 ! 府和32年 3 月死去

唖
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原 子 力 発 電 と 建 設 技 術

は じ め に

標題は簡民主に上のようにしたが， このような右大な問

題の全般について，浅学のf任者がことで論じようとする

のではない。との小文では，わが国への導入問題が今や

かましくいわれているコールダー ・ホーノレ型原子炉の場

合に問題を限って，もしそれが日本に持ち込まれるよう

になる としたら，建設技術者は何をなすべきか，または

少くとも何を研究すべきかというととについて，少しく

触れようと思う。ただし核分裂や熱や電気などのととに

ついては，専門家でない筆者はその資絡がないから触れ

ない。 とこでは建設部門( 発電所にとって決して二次的

なものではない〉についてのみ考祭しようとするもので

ある。

コールダー・ホール原子力発電所

1956 年秋，イギ Pスが「其に工業的規模で運転する世

界最・初のもの」として誇るコーノレダー ・ホーノレ原子力発

泡所が，中央氾力公平上の送屯網に大泣の電力を供給し始

めた。ソ述はとれを「せいぜい発氾場」と皮肉り，米国

は「それは兵摺用プノレトニヲムの生産が目的で，屯カは

副産物だ」とけなしているが，とにかく採算のとれる原

子力発電所が最初に動き始めたと とについては，誇るだ

けの ととはあろう。 コーノレダー ・ホーノレはイシグラ: y 1: 

でも最も美しいといわれる地方， レーク ・ディスト Hク

トの端に位していて，発m所はクィ γ ズケーノレ ・プノレト

ニクム工場に近〈建設された。

この土地に到達するには， コーノレダー河にかかってい

る特設の橋を通る道しかない。現在鉄道はないが，将来

もその必要はない，それは原子力発泡所の 1 :年分の燃料

室 井 修

は10h 伐のトラックで運べるからだといっている。これ

は，輸i去の問題を大きく採り上げねばならない火力発i T I

所と非常に異る点である。

図体の大きいこと

コーノレダー ・ホーノレ型原子炉は，燃料として天然クラ

ンを，減速材 として黒鉛を，冷却材 として加圧ガス( 炭

酸ガス) を使うものであるが， ζ のように黒鉛を減速材

に使うと，その減速能力が他のものに比しかなり低いの

で，原子炉がばかでかくなる。しかし，原子炉の形が小

さくなければならないのは，それを動く機関の中に備え

つける場合の話で，地上に建設する発電所等では図体の

大きいととは致命傷にならぬといっている。なるほど，

その通りである。しかしその場合，炉およびそれを包む

建造物の建設について，いろいろ困難な問題が出てくる

ととを忘れてはならない。

技術のむつかしさ

ヒY トシ日開( イギ Pス原子力公社技術生産担当委員〉

が臼本に来たとき「原子力発電の実用化にとって大切な

ととは，原子核反応などという理論問題の解明ではなく

現場で厚さ 2 イY チの耐圧容擦を溶接する，というよう

な技術の問題だ」といったが，耐圧容認のみに限らず，

建設のあらゆる面で非常な困刻 ｉｾ のあったことが， Kennel h 

J oy 著 "Col der HolI "  ( 1956) の中にも再三のべられてい

る。たとえば，耐圧容器の底部に取り付けられるダイア

・グリッドは，千ト γ 以上もある炉心を支えていて ，中

央部でも 6 m m 以上の捺みを生じないように設計されて

いる。その設計には35元の連立方程式を解く必要があっ

て， m子計算機を用いたそうである。

l  コルダー・ホー ル全 農

ｾｾ＠
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2. 耐圧容燥の底部をi ! 2 l 蔽体の申11:: お ろすと 乙乃

i墜蔽墜の重量

炉心から出る放射線( 中性子や T 線) は! 亨さ 2 イγ チ

の鋼鉄( 耐圧容綴の) でも防ぐことができないので，そ

のまわりに厚さ 2 . 1 m のコ Y クリ ー トの遮蔽壁を設けて

いる。と の遮蔽壁の水平断面はコソクリートが打込み易

いよう に八角形 ( 円形でなく) と している。遮蔽壁と建

物を含めて原子炉は， 2 2 ，000 トγ の霊誌があり ，とれが

厚さ 3. 3 m，長さ 3 9 . 0 m，幅 3 1. 2 mの大きな鉄筋コシク

リー ト基礎の上にのっている。 基礎の自置が 10 ，000 ト

γ だから合計 3 2 ，000 トンの荷重が地盤に加わると とに

なる。とれは単位面積にして， 26 .5 1/m
2

になるから，

相当地盤のよい敷地を撰ばなければ基礎工事に要する受

用が莫大なものとなるだろう。

それだけならまだよいが，こ の基礎は完成後絶対に少

しも沈下または移動してはならぬという要求をつけられ

る( 沈下等のため遮蔽壁にひどが入ったりしては大変だ

からである〉。

寸法の高度の正確さ

遮蔽壁は高きが 26 . 5 m， 内径が 13 . 8 m あるが， 内側

の壁はどの部分でも，垂直線から 6 m m以上の凹凸があっ

てはならぬというし， 遮蔽壁の屋根( 厚さ 2.4 m，重さ

数百ト γ ) も完成後その下面が完全に水平( 水平面から

のずれは 6 mm以下) でなければならぬという要求がつけ

られる。このような精密度の要求は，とれまでの建設工

事の常識を巡かに超えたものであって，コ ーノレダー ・ホ

ーノレでは， とれら の要求を充すために， コソク Pー トか

らしばしば試料を採取し，別に建設した実験室で，その

組成，密度，機械的性質を検査して，常に コγ クY ート

の品質を確かめながら工事を進めた といっている。

また寸法の精確さを保持するためには，壁では銅製の

八角状の梁を逃蔽壁の高さいっぱいに作って型枠の支え

とし， 屋根の下端には特殊な形の桁に鋼板を溶接した永

56 

久的な型枠を用いたといっている。更に高度の正確さや

粉密な作業管理を保持するための監督と検査は，充分に

厳重になされたようである。

将来わが国が自力でこの型の原子炉を建設するために

は，炉自体の研究も勿論だが，上述のような建設技術上

のいろいろな難問題を一つづっ解決してゆかなくて はな

らない( たとえ最初は外国の技術によって開発されるに

しても〉。 しかし以上のことは，まだよいのである。そ

れは建設技術者の努力と研究によって解決されうる性質ー

のものだからである。 一番困る のは耐震性・の問題であ

る。

耐震釣に不利な係件

不幸にも日本は大地震国で，地渓のない国，イギ Pス

の技術者たちが少しも考えなくてよかったことを，われ

われは極めて重大に考えねばならぬのである。そこ でコ

ーノレダー ・ホーノレの耐圧容器の中を眺めてみよう。 そこ

には炉心があるが， との炉心は高さ 8 m， i貰径 10 . 5 mの

円筒形に，黒鉛プロックを積み上げたもので( ブロ ック

の数は 5 8 ，000 個) ，その全重量は 1，000 トγ からある。

しかも，この黒鉛の山の下部はコロを並べた上! と乗って

おり( 熱膨脹による無理をさけるため) ， かなり自由に

水平移動する。このように重量が大きく，しかも高く積

み上げられたふのが，地震に弱いことは索人にも判ると

とであって， 大地震に遭遇すれば， との黒鉛の山は崩れ

大きな力をもって耐圧容器にぷっつけられるだろうこと

は想像に難くない。

とのことは今盛んに論議され，日本原子力委員会に地

震対策小委員会が設けられて，その方面の専門家がとの

炉の地震対策を検討してい るので，いづれはその結論が

出されるであろうがこれは非常な難問題だろう と思う 。

高さ 8 mもある積木細工にどうして耐震性をもたせる

のかと いう問題ばかりでなく ，炉心に中性子を吸収する

ような不純物を入れないことが，決定的に重要だと、めー

から，勝手な補強はできまいし，どんな結論が打ち出さ

れるのか見ものであると思っている。

「日本の原子力は，外国の資本により ，外国の材料に

より，外国の技術によって開発されるだろう」といわれ

るが( 悲しいながら日本の現状では，それもやむを得ま

い)， そのときには，外国の技師の指導のもとに，彼ら

のいうとおりに建設 してゆけば，原子炉は出来上るに違

いなし、。しかし ，外国の技師のいうままには出来ない ζ

とが少くともーつはある。それは耐震性の問題である。

地震対策を，その炉の機能を阻害せぬ程度に行うこと

が可能ならば，その時の双方の折衝で， 1:j 1 を運ぶことも

できょうが，両者が全然一致点を見出し得ないならば，

もはやその型の炉は採用できぬのではなかろうか。

こんな基本的な問題を未解決に したままで，原子力委

員会は明らかに， コーノレダー ・ホーノレ改良型の早期導入



を想定している。何でも早くやらねば日進月歩の原子力

時代にとり残されると考えて，あせっているのだろうが

地震時の危険をどうするつもりか。敏いようによっては

大変な ζ とになる放射性物質・が相手であることを忘れて

もらっては困る。

使用済み燃料

次に使用済み燃料の問題がある。原子炉から取り乱l さ

れた燃料棒の中には，放射性の原子灰が含まれているが

とれについて "Col der HolI " には「それはトラックでク

ィγ ズケーノレ化学工場に運ばれ，そこで化学処理して，

核分裂生成物とプノレトニクムを分離する。……コーノレダ

ー ・ホールのために，もう 一つの化学工場をつくる必要

はなかった」と魯いてあるだけである。兵鴇用プル トニ

クムのことを多く諮りたくたいのだろう。コーノレダー ・

ホーノレ裂をわが国にもってくる場合，使用済み燃料をど

う始末するのか，その方針をはっきりさせておく必要が

ある。われわれは，近くにクィシズケーノレ工場をもって

いないのだから。

未開拐の建築部門

とれまでおいてきたととは，コーノレダー ・ホール型原

子炉についてだけであって，燃料，減速材，冷却材その

他の組合せ方によって原子炉の種類は数百にもなり，実

用的な形式だけにしぼっても 15- 20 種はあるという。

原子炉の型式が変れば，建設物も必然的に変ってくるの

だから，ますます問題は複雑になる。

原子力委貝会が発足してから 1 年と少ししか経たず，

今やっと出ブ'J 50キロワットの湯沸し型実験用原子炉が出

来上ったばかりの，わが国の原子力事情は，先進国より

10年もおくれているが，その中でも建設に関する部門は

更に一段とおくれているような気がする。核物理学とか

.原子炉工学とかに関しては，現在かなりの文献や参考書

3. 据付けを終った熱交換保の シェル

があるが，建設に関するまとまったものは，ほとんど何 4.  中央が原子炉建物，向うは冷却地

もtJi):，、。前記の “ CQl de_r HoU" なとはv 原子方発電所会 ー

体の建設について記している点では，おそらく i設初のも おわりに

のだろう。しかし，それとても記載は大あらましであっ との頃の新聞や雑誌には，原子力問題についての記事

て，技術的な詳細については何も判らない。建設面を担 が，二つや三つは必ずといってもよいほど載っている。

当するわが国の技術者たちは，とのような恵まれない不 その平和利用の問題と核兵器としての進展とが，明暗の

利な条件の中で，悪戦苦闘しているというのが現状では 両面をクロ ーズ ・アップして，われわれに迫っているの

な か ろ う か 。 f C _ . わ が 国 の 原 子 力 界 の 現 状 は ， き ち ん と し た 計 画 性 の

最近，む力業界を中心に，原子力発屯の実用化を急ぐ 乏しい，行きあたりぼったりの進み方をしているとしか

べきだとする機運が高まり「それが採鉱にのるか どうか

外国での実績をみてからでは遅すぎる。動力炉を導入し

¥ て早く運転をやる必要がある。」 というような声も聞か

れるが，肝心の技術部門はそれに歩調を合わせるほど進

んでいるとは思えない。たとえ外国の技術にたよって建

設するとしても，少くとも日本の特殊事情についての処

理だけは，とちらでやらねばならぬ筈だが，その点は:

体どうなのだろうか。

思えない。われわれ技術者は，現実を飛躍してふりまか

れる内外の宣伝に迷うことなく，地道な研究を一つづっ

積み重ねて，とのいばらの道を切り開かねばならぬので

はあるまいか。 ( 1957 .4 .25)

(.t草者 周辺: I ¥i 計工務K K)
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新刊中
世 の 建 築

47. 和

F 晶 唱

君民 具

建築写真文庫・ 2期 金 30 拳

セメシト・コンクリート

建 築 文 庫 ・ 4

欧 州 の 都 市 と 公 園

建 築 文 庫 ・ 9

重 版 1. 設 計 製 図 ・ 計 画

建 築 士 技 術 全 寄 金 B 巻

改 訂 ・ 新 H反

4. 製 図

建築ハンドブ ック 全 12 拳

ｾ･＠

太田博太郎著わが国の中世建築が初めて集

大成されました。膨大な資料にもとずいて実

証的に明確さをもって打III された中世建築の

全貌であります。専門家の新しい拠点となる

べき大著作として期待できるものであります

ク ロ ー ス 定 値i ￥ 1.500

A  5  ｾヰ ｉｊ 370頁 函 入 干 100

彰国社編 との本は，茶の間 ・応援室 ・化粧

室 ・魯斉など，あらゆる穂類の和家具の新し

い傾向のものを主体として収録したもので，

和風の建物の計画 ・新築 ・改装には，欠くこ

とのできない参考資料として価値があります

総ア ー ト 定 価 等 300 

B 6 判 部 頁 上 製 〒 35

1.nriii 清 作 著 著 者 がH セメジトは生きている H

という主張のも とに，セメントおよびコ γ ク

9 ート の性質 ・種類について詳述した本笹は

材料 との関連のうえに良いつ γ クPートを造

りだす原動力 として答かれたものであります

B 6 変形判 1回 頁 上 製 定 価 ~2m

佐藤畠若最近渡欧した著者が，専門の視野

から眺めた欧州の美しい都市と公園について

の記録を，案内記風に写真を添えてまとめた

もので，これからのわが国都市計画や公園事

業に少なからぬ示唆を与えてくれるでしょう

定 価 替 180 

B 6 変形判 178頁 上 製 〒 20

Ｗｾｴ ＷＮｬ＼Ｎ 一編新進の専門技術者のグル ー プによ

って執筆され，建築士受験の必抗告として好

評を博している本舎は，時代の推移に鑑み， 。

新 しいもの として全面的な改訂を行い，新知

識を取り入れて編集されたものであります。

クロ ース定{ f f i j ￥ 950 

A  5  ｾｊ＠ 576頁 上 製 〒 50

蔵田周忠、著 ととに第 7 版を重ねる本舎は，

学徒育成に経験の深い著者が，製図の入門書

をかねた，建築製図の便覧としてeかれたも

のであります。工業高校および大学の教科舎

として好評のうちに広〈使用されております

製定価ｾ 300 

B 6 判 228頁 克ノくー付 〒 35 
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1. 3分 ( 4 ル)
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硬質繊維板 (ハードボード )

4 尺 ;/ 8  

1. 5分 印 刷
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ピ叶チ l '干し 数

%  18x  18  

23. 8% 18x  18 

厚 さ 1 大きさ |

1.:: 1ノ11 I  

￮ＺＵ ｾ ｈ＠ I  1尺角 。5

1. 3分1
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国 同 時 使 用 率 は ど の よ う

1  同時使用率とは何か

たとえば洗面器が 2 個あるとす る。洗面器におい ては

通常，水は断続的に使われる。したがって 2 個の洗面器

の給水管，あるいは排水管が同じ技管につながれている

とすれば，共通の技管を流れる 71<. 誌は洗面鴇 1{ 圏分のと

まもあり，また 2 個分のときFもある。

それらの洗面器が滅多に使われないものであれば， 2  

仰が同時に水を使うととは少いが，頻繁に使われる場合

には同時使用数が 2 個になる可能性も多くなる と考えね

ばならない。すなわち 2 個の洗面擦が同時に水を使う

という現象は， ごくまれにしか起らない と考えられると

をは，枝管の管径は洗面器 1 個分に対して設計すれば充

分である。との場合， 同時使用率は 50 % であるといわ

れる。とれに反して 2 個分の水品が流れるという現象

がしばしば起り得ると予想されるとをは， rf 径の設計は

2 個分に対して行われなければならない。同時使用率は

この; 場合 100 % であるというととになる。

般的にいって 抑個の洗面器が設備されているとしよ

う。理想的にいえば給排水の設計は n伺のすべてが，問

時iζ 使われるという状態に対して行われるととが望まし

い。しかし器具数が多い場合は常識的にも，そのすべて

が同時に水を使 うという現象は，まれにしか起らないと

いうととが予想される。したがって実際は n 佃の鰭具が

あっても，間| 時に使われるのは，その中の何割かに過ぎ

ないとして設計すればよい，という考え方が生れる。 こ

の割合を示すのが問時使用率である。

すなわち n個の鰭具のうち， たかだか m個しか岡|時

には使われないものとして設計が行われる場合， 比率

制 /n をもって同時使用率と定める。逆にいえば， 同時

使用率とは現実に設備されている鴻具数に乗ずることに

よって ，i没訓・上の搭具数を求め るととが出来るような係

数である。

しかしながら，いかなる場合でも松低 1 個分は必要で

あるから ，同11寺使用率は常に l /n より大きく，また 1 よ

りは小さい。なお器具数に対してだけではなく，たとえ

ば給水量あるいは消費電流などのように，供給箆とか排

出量そのものに対しても同じ考え方を適用して同時使用

率を定義することができる。事実，配電設計において実

用されている「需要率」は，とのような意味における同

時使用率の同議認に他ならない。。

E置 置 置 置 置 -

に し て 決 め ら れ て い る か

2.  同時使用率の求め方

まず 1 個の洗面器を例にとって考えよう。前にも述べ

たように洗面苦告においては水は断続的に使われる。水

が使われ始めてから使い終るまでの時間的長さと，使用

が終ってから次の使用が始まるまでの時間的間隔の長さ

は，もとより各国の使用において一定ではない。 しかし

長時間にわたって観測する とすれば， 全l時間 T の中で

7 l < . を使っている時間の合計 t ( 延使用時間) が占める割

合 t / T は， ほ r 一定になると考えることができる。 し

たがって，との場合その洗面接において水が使われてい

るという状態が起る確率は t / T であり， また問機に71<.

が使われていない確率は l - ( t/ T ) に等しい。

このような洗面摺が n 偲あるとし ，ある瞬間にその中

の丁度 Y 側が同時に7 l < . を使っているという確率，すなわ

ち同時使用数がグである確率 P ( T ) を求める。 n 佃の中で

グ個が7 l < . を流すという場合の数は n 個のものから r {図

を取り出す組合せの数に等しい。したがって n!/ げ くn ー

の ! ( が は n の階乗をあらわす) 通りだけあるととにな

る。また グ伺を耳元り出した場合，その 7 個が全部7l < . を使

っているという確率はけ個のみに31f 周し他の n - r 個の

ζ とは考えないとすれば) ( t/ T y であり， 残った他の

n - r 倒はどれも7 l < . を使っていないという確率は 1ー( t/

T ) 均 4 に等しい。同時使用数がY であるというととは，

n 個から 7 個が選ばれ，かっその Y 個が水を使い，他の

n - r 個は71 < . を使っていないというこ とであるから P ( T )

は結局これら三者の桜と して

P 明 ， I  f 、T I  f 、n - T

( T )  = ーーニL 一一 I ム ¥ 11 一 二 1 (11 

r! ( n - r ) ! ¥T j  ¥ T )  

であらわされる。とれは二項分イpとl呼ばれる磁率分布で

あって，たとえば n = 10; t / h = 0 . 2， 0 . 6 に対しては 図

- 1のような形を持っている。

図- 1のt尽く塗った部分の面積は，それぞれ同時使用

数が 5 以上および 9 以上になる確率の値を近似的にあら

わし ている。したがって，とのような部分の面般をある

小さな値に抑えるととによって同時使用数の上限，すな

わち設計のための同時使用数を決定することができる。

たとえば， 図ー 1 の黒い部分の面積，すなわち同時使用

数がそれぞれ 5 および 9 以上である確率は，充分小さい

から差支えないということにすれば，設計用の同時使用

数はそれぞれ 4 および 8 であり，したがって同時使用率
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は 40% および M% ということになる。

一般的にいって，同時使用数が 例+ 1以上になる確率

が充分に小さければ，問をもって設計のための同時使用

数 と決めてよいわけである。同時使用数が m+ 1以上に

なる確率は，例 + 1から n l'C至るまでの総べての場合を

考え，その各々が起る確率を加え合せたものに等し い。

すなわち，

］γ 三 Ｋ Ｑ 苅土ＩＷ ＨｾＩ γ ＨＱ Ｍｾ Ｉ Ｂ 一 γ ｾ ｋ
11 

ｾｰ げ、

Y = 111+ 1  

O. ∞1  

とおけば上式の左辺がとのような確率( 近似的にいえば

図ー 1 の尽く塗った部分の面積) をあらわす。右辺の K

は安全さの程度をあらわす確率の値であって適当に小さ

な値を運ぶと とができるが，普通は 0. 01- 0. 001 程度の

値が採用されている 2) 。つまり 121 式は同時使用数が m

を上回る確率が， 与えられた確率の値 K よりも常に小

さくなるようにmを選ぶという ことをあらわし ている。

図- 1は K = O. l の場合に相当するが，もしK を 0.01

に押えようとすれば m は大きくなって ， それぞれ 5 お

よび 9， したがって同時使用率は 50 % および 90 % とな

る。すなわち， ! ( を小さく とれば，それだけ設計に採用

すべき 岡|時使用数 m は大き くなり， したがって同時使

用率 mf n も大きく なる。 K が小さいと いう ととは，

般により安全側の設計であり， ぜいたく な設計であると

いえるが， これまで発表された同時使用率に関する資料

は給排水設計に関する限り，ほ とんどが K =  0.01 を妥

当な値として採用し ているよ うである。 3) ・4) しかしなが

ら K の設定に当つては， もし予定数以上の使用が重な

った場合，あるいはまた，その状態が長〈続くような場

合に どのような支障が起るか， というととが本質的な問

題であり ，とれは設備の種類，たとえば給排水設備，電

気設備など によっても 異る技術上の問題であるから ，そ

れぞれの設備において，別個に考慮することが必要であ

る。

同時使用率はまた，比率 t f T によっても大巾に変って

くる。この比率が器具の種類によって逃うのはいうまで

もないが，同種の器具であっても，それが公衆用である

か個人用であるかの別，あるいは設置場所，建物の種類

などによっても ，それぞれ異る値を持つと考・えられる。

したがってー般的な規準とし て，これを定めようとすれ

ば広汎な調査と何段かの類別が必要であるが，常識と経

験に よっても大体の値は推定できるであろう。

比率 t f T に関する今一つの問題は，いわゆるピーク・

アワー( あるいはラッ ν ュ ・アワー) の存在である。す

なわち普通の器具においては，一日の聞のある時刻に限

って使用のピークが現われる。観測のH寺悶巾をこのよう

な ピーク ・アワ ーだけに限定すれば，t f T は大きくなり

-・・・・ ・・・ ・121
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時間巾を陶1放な時刻にまで拡げると t/ 1' は小さくなる。

またピーク ・アワーの現われ方は，その設備の器具数が

どのようにして決められたかという問題にも関連する。

というのは使用人数に対して，ゆとりがあればピークの

程度は少なく，逆の場合はこれが著 しいと 考えられるか

らである。しかし通常はピークアワ ーを対象と して t f T

を決定する。

3.  図表の使い方

表ー 1は K =  0 . 01 とした場合の同時使用数を器具数

の比較的少ない範囲くn = 2- ( 0) において与える。t ; [ 出

は二項分布表5) によって 121 式を満足する m の値を探

し出すという方法によった。同時使用率を示さなかった

わけは，同時使用数が直主主得られる限り，同時使用率は

必ずしも必要ではないからである。

図- 2は n が大きい場合 ( n = 10- 1 ，000) における

同時使用率を，同じく K = O. OI に対して与えるが，図

の作成は近似式4)

/ 2  t "  t  

- - 布 十 c ，/  ・一 (1 一一) 131 

T ' - V n  T '  T  

によった。と ζ に C は K の値によって決る定数であっ

て，表- 2 のような関係がある。 図- 2 は大きな n に対

し，また tf T の小さな値に対して，充分な粁j度を持つ

が t f T が大きい場合でも誤差は安全1 I I IJ にあらわれる。

図によって n が大きくなる とと もに，同時使用率が低下

してゆく 綴子がよくわかるであろう。なお告書具数 n→∞

! とおいては，同時使用率 mf n→t f T である。

給水設計における同時使用率に関 しては従来からさま

ざまの図や表が発表されているが，そのｾ裂拠は必ずしも

明らかでないものが多い。めしかし出された結果から逆

に推察すれば，そのほとんどが 図- 2において t f T =  

0 . 05 - 0. 20 とした場合に相当するようである。たとえ

ば，洗部弁に対しては 0. 03. 洗静水タ ンクおよびその

他の普通器具に対しては 0. 20 という値が採用されてい

る。

対象とする器具群が異種類の器具を含む場合，たとえ

ば二種類以上の器具が同ーの主管に連結されている場合

には，単純に二項分布を適用すると とはできないはずで

あり，したがってこ ζ に挙げた図表もそのままでは使う

ととができない。しかしながら，等価器具数といったよ

うな概念を導入して， ζ れを近似的に解決しようという

試みもあり吋また給排水設計においてすでに笑用されて

いる. ｾｊ の器具単位，あるいは器具霊率 ＳＩ という概念も

異種類の慰具が混在する対象を二項分布にのせるための

手段に他ならない。 7)

(1957-ー古関西設備原論研究会岡田光正}

1) 関西! l I力工郁要綱( 内線) 昭和30年 2月改正版 . 1- 2.  P  .10. 

2) K は一般に超過確率といわれる。

3) 小川l波耳( 1956) 務具同時使用の碓l t - l . 衛生工業協会総，

第 ＳＰｾ Ｎ 第 Ｗ 号 Ｎ P.  265. 

4)  Bul l .  L. C.  (1956) .  Si mul tanneous  De man d  f r om 

A  Nu mber  of  Dr a w.of f  p oi nt s， J. I. H. V. E. .  

v ol . 幻. F eb.， P .“5. 

5) 合衆国辿邦銀司自局 (1954) ，ニ項分布表 .

6) 前田敏男 (1953) . m築士コース. P. 232. および 3) . 4) など

の ただし現在の器具単位 ICよる方法は，便利 ICは違いないが，かな

り大阻な簡略法であって，理論的 ICは疑問の多い方法である 。

' "  白 .11' .. ... 11'. ... .110..... 11' 句 .，11， ・."・ ' "叫I・..， ・". ・'".... .'11... ..11'・'" ・.. 110.. ..' 11' ..... 111.. ...‘0・0  ・11... .. .111' ...'11. ・ ＱＱ ＮＮＮ Ｎ ＮＱ ＱＱＮ ＮＮ Ｎ Ｎ Ｑ • ・ ・ .，""，"'11・.，，111.... .. 
- EヨJl (J) 置

高 知 の 建 築 も 活 溌

当高知へまいりま して，はやーカ月，ようやく佐事に

もなれたと ころですので，当高知の近報をおしらせしま

す。

事1I 式5景気の余波は ととにもおしよせて建築界も非常に

活滋で ，消水建 設の 土佐 ｾ鉄の ナ ー ピスセ ｙ タ ー Ｈ地下

l  階地上 51犠) がすでに着工し，続いて当市庁舎( 同規

模 8000 m
2

位) が 5
月

1 日県外の大手筋業社 10: t 土によっ

て指命入札の予定であり，ほかに大成建設の高知郵便局

清水建設のm話局 とはなばな しい ものです。とにかく土

f.(( サービスセンターは高知の目抜き通り ハ 9 7 ヤ橋の東

南の角に，また市庁舎が県庁前に と地の利をしめ，県内

業者聞には技術，工法その他の点で， この両建築は非常

ζ よい勉強になると期待をいだかせております。市庁舎

の方は打ちパナ V でもあり，注目の的でその仕事に来高

早々タッチできる私とし ましても大変光栄に思っており

ます。

との好況の一面，永々として続いて一流県内業者富士

建設がつぶれたととは，まことにその仕事の良さと共に

おしまれることであります。

私は現在，桟橋通りに水道局庁舎 ( 2 階 670 m2. ライ

トグーヂ 2 階，鉄筋コシク リート 1 階) の現場をいきな

りもたされて五里務中の日々を，それでもハ P キッテ過

しております。

建築協会がますますその業績をとの業界に広められま

して，地方建築界のグイモク，指導に一段と力をそそが

れんことをお願いし，今後の御発展をお祈り申 しあげ ま

す 。 ( 高 知 市 庁 舎 建 築UJ !!S所 中村悦治)
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5 会 会 長 午 餐 会

4 目 正午 於東京丸 ノ内会館

竹腰会長出席して，佐藤学会，石井士会連合会，松田

建築家協会， r背水全建協会の各会長と積々懇談を交わ し

た。

月分〉

編 集 委 員 会

幹 事 会

12日 5 時一一 8 1侍於会館会議室

出席者佐野委貝長外 6 名 事 務 局 3 名

関西設備原論研究会から前回数授の出111，' を煩わ して，

7 月設備特集号の編集について審議し，一応の具体案を

決定した。

理 署長 会

10日 111時半一一 2 時於会館集会室

出席者竹腰会長，東畑副会長外 8 理事，山邑

監事， 旧理事 3 名，事務局 2 名

恒例に より 新旧役員合同 して開催。竹腰会長から退任

役貝に対する謝辞 と新任役員の協力をお願いする挨拶が

あり，午餐を共に して懇談を交わした後，新年度第 1 (ヨ

の理事会を開いた。

本 委 員 会

13日 2 時 一- 5 1時於会館会議室

出! 市者佐野委貝長外 7 委口事務} ，. t I 3 名

議 事

(  1 )  5 月「構造特集」号経過報告。

( 2 )  6 月「新人特集」号経過報告。

( 3 )  7 月「設備特集」号の具体的企画幹事会の楽を

基に審議して，これを大体了承し具体系を決定し

た。

( 4 ) その他紙型，総索引，広告面の改善などについて

験討審議した。

議 事

(  1  ) 前年度理事会より申送りの事項の件承認。

( 2  ) 竹阪会長より 5 会長懇談会の状況について報告。

( 3 ) 現事会務分掌の件原案通り決定。

( 4 ) 委員会委員委嘱の件原案通り決定。

( 5  ) 理事会開催定例日の宇|ニ従前通り毎月第2水11程411寺

と決定。

( 6  ) 津市に於ける左官工法講習会開催の件，講師とし

て市大山田講師を派遣する こと を承認。

( 7 ) 常務理事任期満了の件近く手島常務理事の任期

が満了するので審議の結果，m: 任させることに決

定。

( 8  ) 入退会者詮衡の件。

(  9 ) 報告事項 として 3 月決算: の見込および事業報告な

どが行われた。

住 宅 委 員 会

住宅見学会

14日 11時半一一 5 時半於芦屋市及び夙川

出席者中野委員長外 6 委 員 事 務 局 1 名

村川邸( 芦屋) 坂倉建築研究所設計，大新建設施工。

蟻田邸 ( 芦屋〉治家建築研究室設計，松浦組施工。細)11

邸( 夙)11 ) 大阪建築事務所設計。以上 3 民11を見学した。

編 集 理 事 会

20日4 時一- 6 時 於会宣告会議室

出 席 者 佐 野 外 4 編 集 理 事 事 務 局 3 名

常務理事から新編集理事に対し協力懇請の挨拶の後，

本年度委貝長 として佐野理事を推隠し決定をみた。次い

で委貝長から編集方針について詳細の説明があって各理

事の了本を得，更に各理事からも希望怠見が述べられて

種々懇談を交わ した。
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夫々 に特ー徴のある住宅で，設計者の意図が充分にl J ! . ; わ

されているととと共に居住者の知性によって，よく住み

となされているととが大変参考ーになった。

本 委 員 会

20日 1 1時半一一 4 時 於 会 館 会 議 室

出席者 逆瀬幹事外 7 委日 t昨日市高橋誠義氏

事務局 2 名

大林組高縮施設課長をお招さして， 住宅設備の中で特

に重要な浄化設備と l暖房設備についてお話を伺った。従

前の方式のものから最新型式のものに到る変遜，また全

工 事 ｾ ｲ と 設 備工 事 ｾｲ と の比率な ど につ いて 説明があった

後，質疑応答をして種々怠見の交換を行った。次いで議

事に入って， 次年度委員会への申送り事項，次年度委貝

の推薦について審議した。

事 業 委 員 会

小委員会 ( 新材料説明会〉

15日 5 時半ー- 8 時半於会館談話室

出席者 矢 野 主 査 外 3 委 貝 事 務 局 2 名

塗料工業会で取緩めいただいた資料を検討し怠見交換

の後，" ! ) - ロン型式の懇談会開催について審議し，日時を

5 月 10 日，出席者の人選，懇談会の進め方などを協議決

定した。

本 委 員 会

17日 5 時半一一 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者 鷲 尾 委 日 長 外 12 委 口 事 務 局 3 名

議 事

(  1  ) 正副，委員長幹事の選任委員長に鷲尾委日，副

委員長に岩崎委貝，幹事に 3 委貝を夫々選任した

( 2) 前年度委貝会からの申送り事項の件各種事業に

ついて申送りがあり，審議の結果とれを継続する

こととして小委貝会を設置 し各主査を決定した。

( 3 ) 事業企画について 5 月から 8 月迄の事業予定に

ついて審議。

( 4 ) 新しい建材( 塗料〉懇談会の件三品委員から小

委員会の経過を報告して了承を得た。

( 5  ) 地方見学会の 件 伊 奈 製 陶，紀州長保寺 と丸善下

枕

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長郷北通四丁目 ー0 細野ピノレ三六号

電話新町⑧九九五~九九八

1' 11製油所， Iお淡UIJJ 示会見学会の1 ' 1 : を夫々 承認決定

( 6 ) その他会勢審議会委員の追加，若い会員の集会

に関する件などを審議した。

委 員 懇 説 会

23日 5 時半- 9 時 於 会 館 談 話 室

出!lIY者 事 業 委 員 7 名 事 務 局 2 名

事業委口のうち若い年令居の人のみで集会懇談を交わ

した。協会の事業ー般に関すると と，または個々の事業

について或は会館の利用方な ど， 更に事業を行うため収

入を計るととなど多方面に亘って活発な意見の交換が行

われた。

教 育 委 員 会

小委員会 ( 若い技術者の施工教育〕

1 日 3 時一- 5 時半於会館会議室

出席者立花主査外 3 委 員 事 務 局 2 名

若い技術者のための長期講習会開催企画について十日

会々貝と懇談するため，懇談事項を審議 し， 会期，時間

鵠習科目などを協議決定した。

同 上 ( 十日会々員との懇談会)

10日 3 時半- - 5 時 於 大 阪 建設会館

出席者 立 花 主 査，中原，佐藤各委貝事務局 2 名

十日会々員25名。

十日 会の定 例 会の ｭｾ を借りて懇 談を交わ した。 若 い 技

術者のための講習会の実施要項について，小委貝会の具

体系を説明し， 本講習会に関係の深い十日会会員各位の

忌悌のない意見や希望を聞いた。追ってこれら を参考と

して更に案を検討する とととした。

本 委 員 会

19日 3 時半一- 5 時於会館・m会室

出席者竹内委口長外 9 委 員 事 務 局 2 名

議 事

(  1  ) 委員長幹事の選任委員長に竹内委員を，幹事に

寺岡委員を選任。

( 2  ) 前年度委貝会よりの申送り事項の件響議の上こ

れらを継続実施するととに決定。

( 3 ) 小委員会の構成只決定の件継続実施の各事業に
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イういて夫々従前の通り 小委員会を設けること k し

これが委員分担を決定。

(  4  ) 本年度事業企画の件次回更に検討することとし

た。

(  5  ) 会勢審議会委貝の選任相沢委員を選任。

災 害 委 員 会

25日 41時半一 一5 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 馬 場 委 員 長 外 12委 民 事 務 局 2 名

議 事

(  1  ) 委員長の選任馬場委員を選任。

( 2 ) 本年度事業企画について 種々意見の交換を行つ

た結果，年 2 回イ立の予定で座談会を企画し，その

テーマは追って決定するとと。なお土に関iili のあ

る問題を取り上げて研究するとととして，そのテ

ーマ 3 題 と担当委員を決定した。

( 3 ) その他 会誌 8 月防災特集号の企画に参加する委

民お よび会勢審議会の委貝を決定。なお理事会で

設に上った委員会の名称変更の件は審議の結果，

本年度は従来通りの名称として変更しないととに

決定 した。

会 事事 審 議 会

24日 3 時一- 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 *畑会長外 7 委 員 事 務 局 2 名

議事事業委員から，各種集会に若い人の 出! 市をよ

くするために集会の日時について2号泌する必要がある。

また協会の収入を計ると共に建材使用者の使を考えて，

建材の登録制を行つてはどうかと の意見が述べられ，集

会の日時については現在も考慮されているか，なお配慮

すること，建材の登録制についても今後倹討をするこ と

とした。次いで会誌をよくするととが最も肝要であると

のととで，会誌編集について各般に亘る希望意見が出さ

れて意見の交換を行った。

講 習 会

徳島左官工法講習会

4 日 11 1時一 - 5 時 於 総iLb建設会館

津左官工法講習会

20臼 11時一- 5 時半於津市図沓飴ー

テ ッ ク ス

フローリング

気光式通風器 i  

責任施工

田辺工業株式会社

大阪市西区江戸煽上通一丁 目 五 電 話
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両ｾとも岡県の建築士会の主催で，本会 と 閥西建材協

会が後媛して下記により開催した。

左官工法一主として日本壁について

大阪市大講師 山田 幸一氏

材料と構造的意匠について

神 戸 大 学 教 授 伴 潔氏

新材料について紹介説明 関西建材協会会員 5 社

両所とも会場の変更や特に津では降雨のためもあって

か，開会予定11寺刻迄に総読者の集りが懇く H日会時刻j を延

ばしたが， 徳島では約 50 名， 津では漸次地加をみて約

120 名の参会者であった。

産 宣覧 会

青年建築家瑳設会

6 日 6 1時半 ー- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 編 集 委 員 佐 野 委 員 長 外 5 名

青年建築家 10 名

会誌 6 月「新人特集号」の企画のーと して， 省て「建

築と社会」で推薦された青年建築家に集って戴き，編集

委員を交えて座談会を開催した。テーマには， 新人紹介

の功罪について，若い人が これから活動するには，仕事

と生活の悩みについて，などが採り上げられたが，出席

者一間熱心に長時間に豆 り意見を述べ合った。

見 学 会

縛戸市庁舎見学会

5 日 2 11寺←ー 4 1時 参 加1者 250 名

建築関係者が注目 していた神戸市庁舎が竣功したので

本会，本会兵庫支部，兵庫県建築士会，間建築会，同建

設業協会の共催で見学会を催した。関心のE聴い建築であ

るので参加者が赤常な多数に上った。夫々関係者から挨

拶や建築に関しての説明があって，数現Eに分れて見学 し

た。本建築の特色と して次のようなととが注目された。

本館，議事堂，附属別館を夫々分離独立させ，地下には

約70台収容のガレーデを設置，平面に コアー ν ステムを

採用，事務室は大部屋式 として移動式間仕切によって部

屋割に弾力性を持たせている。また全館空調でi鼠湿度調

整を行い，このため東西の窓に可動ノレーパーを採用し，

建物全体として通風，採光，音響の点に重点がおかれ，

東洋レーヨンのナイロン級車主・鍛 温

毛ケット・レツプ

室内裟飾設計施工

代 理 Ji5

美 工 装 飾 株 式 会 社

代表取締役 小 早 川 夫 武

大阪市西成区虫駆松通 1 の30 電話③2564



執務の快適性というと とに非常な配応がなされておる。

追って詳車庄は本誌に於て紹介されるであろうが， 2 年

の工期と10億の工授をかけて成った港都神戸に相応しい

堂々たる庁舎である。なお庁合北側に設けられた花時計

は，我が国初めての施設であり ，珍らしいものである。

南淡町庁舎 P.C 構塗施工現場見学会

29 目 午前 8 時一午後 8 時半 参加者 50 名

学会支部 と共催して，天皇誕生日の祝日を一日の行楽

を兼ねた見学会に充てた。南海沼郡と関西汽船を痢J mし

て淡路の福良に向い，正午過ぎ現場に到指した。

オリエンタノレコ γ ク3 ート K K 接待の中食を終えて，

京大増田，坂の両博士から，庁舎の設計計画， P.C .構造

の利点であるスマ ー ト性の建築への応用などについて設

明を承わり ， 更に六 Ａｉｩ ｲＮｾ 師から ｐ Ｎ ｃ Ｎ 構造についての具

体的ないろいろの問題を図示によって説明を受けた。そ

の後でP.C . の施工状況を見学したが，新工法の現場見学

のと ととて一間なかなか熱心で，写真の撮影にも忙しく

中には 8 ミリの撮影機による撮影者もあって目を惹いた

予定の時刻に帰路についたがrをするととろ多い見学会

であった。

M 宮 見 学 会

恒例による離宮見学会主f 下記の通り開催した。

桂 離 宮 4月30 日 参 加 者 10名

5月 7 日 11 10名

5月17 日 11 11名

修 学 院 離 宮 4月25日 11 8名

4月26 日 11 16名

兵庫支部講習会

兵庫支部主催，本部後援で下記により コンク Dート技

能講習会を開催した。依終日の26日には終了証書の授与

式を行い，本部から 常務理事が出席 して挨拶を したが，

政読者は80名を越え， 相当年強者が多く中には 50 代，

60代の熱心な方々があった。

4 月24 日 午 前 材 料 神 戸 大 教 授 木 村 思 雄 氏

午後 試 験 法 問 上

25 日 午 前 調 合 大 林 組 谷 口 尚 武 氏

午 後 工 法 竹 中 工 務 庖 中 出 定 夫 氏

26 日 午 前 サーモコγ 工法について

日本サーモコ γ K K

午後 ナニワコジク Dートプロック

京都支部講習会

工場見学

大阪生コンクーリト K Kt r. 於て

実 習

支部主催，本部後援で下記のとおり コγ ク Dー ト技術

講習会を開催した。受講者 70名終始熱心に総議して，そ

の結果は実際面に充分実現せられるものと期待された。

4 月24 日( 夜間) 最近の問題点

阪 大 教 授 奥 島 正 一 氏

25 日 ( 11 ) 新しい施工法について

清 水 建 設 金 子 箆 氏

26 日 ( 11 ) 特殊コ Y クリ ー ト工法

竹中工務庖 εl '出定夫氏

27 日 ( 午 後 ) 実 智 及 見 学

於 京 大 工 学 研 究 所

昭和31年度会計監査

例年の とおり ，住友信託銀行より検査員来所し て， 4  

月15 日から 18 日に到る 4 日間，昭和3 1年度の会計監査を

行い終了した。

ｾｖｾｬｾ＠
MARK ー ι

世 界 の ヱ プif 詩型社
関 西 販 売 代 理 庖

株 式 会 社 菅 薗 庖
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昭 和 32 年 度 各 委 員 会 委 員 氏 名

4 月10 日の迎事会において，下記のとおり l昭和32年度各委員会，委員委l腐を決定 しましたので，こと に御氏名を掲

裁いたします。 ( 50音)1慎・敬称略)

事 業 委 員 会

委 貝 長 鷲尾 健 三 ( 大阪大学)

副 委 員 長 岩 崎 甚 太 郎 伏 林 組 }

幹 事 尾 亀治四郎 (三晃商会)

村上 秀 夫 ( 住宅公団)

森 田 孝 蛾 ( 国 鉄)

委 貝 井上. 混( 大阪建築UJ )

1/  

1/  

1 /  

1/  

1/  

1/  

1 /  

1 /  

1 /  

1/  

1 /  

1 /  

岡本 弘 ( 浅 沼 組 )

木 村 博 己 ( 大阪郵政)

北村 隆夫 ( 竹中工務盾}

玄古 昌一 ( 近畿電通)

武田 恭一 ( 近畿電気)

内藤 - :0; ( 府建築部}

橋本 喬行 (目 玉R)

平田作太郎 ( 平田タイ刈

日置興一郎 ( 大市大)

松本 字一 ( 市交通局}

三品 哲夫 (市m築局)

矢 野 豊 作 ( 藤木工Z縮 )

山 本 義 樹 (銭 高 組 }

山本 俊介 ( 清水建設)

災 害 委ー員 会

委 貝 長 馬 場 善 雄 ( 大阪大学)

委 員 石 崎 滋 郎 (京都大学)

1 /  

1 /  

1 /  

1/  

1/  

1/  

1/  
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小野 宏 治 ( 関西電力)

斧 出 正 隆

小泉 昇

小西 仰

発 天 義 久

陶 浪 貞 彦

竹口 信 夫

中島政7 i ' J

北後 寿

( 府恕築部)

( 竹中工務庖)

( 回中

小西建築部)

( 神戸大学)

( 清水建設)

(市i 1! 築局)

〈国 鉄)

( 近畿電通)

1/  

1 /  

1 /  

益 尾 辰 雄 ( 都島工高)

宮 川 達 郎 ( 日 nn 

山 下 錫 雄 ( 大成主E設〉

横 尾 義 貫 (京都大学)

若 田 久 作 (大林組)

教 育 委 員 会

委 貝 長 竹 内 成夫 ( 府i 1! 築部)

幹 事 寺 院 其 ( グ )

委 員 相 沢 喜 久 太 郎 (大残業協会)

1/  

1 /  

1 /  

1 /  

1 /  

1/  

1 /  

1/  

1 /  

1 /  

/，〆

h  

1 /  

浅田 繁 男 { 松田平岡設計)

池上 勝郎 (池上強策事)

乾 苑三Ｈ今宮工 ｴｾ Ｉ

犬 束 徳 郎 (兵庫工高)

岩 下 久 哉 (鹿島建股)

岡 三 郎 ( 岡 組 )

上 林 博 雄 (大市大)

笹川 李男 (大成迎股}

佐 藤 音 松 ( 今 西 組 )

関 原 猛 犬 ( 神戸大学)

立 花 虫 吉 (大阪郵政)

中原 茂 ( 近俄地建)

西 村 忠 二 ( 鍵{ 中砲船

橋本 忠保 ( 住宅公団)

. 増田幸次郎 ( 市旭築局)

編 集 委 員 会

委 貝 長 佐 野 正 一

幹 事 足 立 孝

( 安井建築事)

(大阪大学)

H  千原大五郎

理 事 諌 早 信 夫

H  内 田 成 之

H  小栗 賛否

( 大阪建築事)

( 住宅公団)

(須賀工業)

(清水建設)

1 /  

1/  

1/  

1 /  

1/  

高 橋 康 夫 (大阪i1!築un

竹中 錬ー ( 竹中工務后)

布 施 忠 司 ( 大市大)

室谷 山水 ( 室谷商船

山本竜太郎 ( ヤマト 電気}

H  吉田 信 武 ( 兵庫住宅協)

委 貝 浅 尾 正敏 (悶 鉄}

1/  

1/  

1/  

1/  

1 /  

/，〆

1/  

1/  

1/  

1/  

1/  

1/  

1/  

1/  

伊膝 克三 〈大 市 大)

石 黒 次 郎 (竹中工l I J S広)

石堂正三郎 ( 大市 大)

岩本 博行 ( 竹中工童話回

鬼 武 信 夫 (大 市 大)

川上 質 (京都大学)

絹 谷 祐 規 (京都大学院)

島回 儀 OOi 1! 築部}

菅 田 盛 m : (大林組}

烏国 家弘 ( 神戸大学)

福 田 朝生 ( 竹腰建築耶)

政 間 基次 ( 松村総)

増田 多郎 (RI A大阪恵)

必 原 孝 史 (日 感)

光 安 義 光 ( 兵郎瓜姐築偲)

渡 辺 禎 己 (司m築応)

住 宅 委 員 会

委 貝 長 西 島 徳 太 郎 ( 大阪建築事)

幹 事 逆 瀬 淑

鈴木 成 文

(府建築部)

( 大市大)

委

1/  

1/  

民 上 田 光 雄 (大市大)

牛固い〈子 ( 大市大)

片山 金市 ( 住宅公開)

北 村 君 {奈良女大)

斉藤 四郎 ( 内舛木材)

白木小三郎 ( 大市大)
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関 西 建 材 協 会 ・ 4 月 分 会 報

理事会 2 日 11 .3 0 - 2 時 於 会館 4 階 山会計- 部長配付の表に より 説明承認。なお本件

出席 背木副会長，久保殴事，室谷理事長，事務局長 に関 し監事久保幸一氏正確なること証明した。

外理事 19名

議事に先立ち，故竹林理事の冥福を祈るため黙梼を捧

ぐ。

報告31年度収支決算並びに剰余金処置事務局長説明承

認。定時総会開催 の件，首官展示場出品料一部改正の

件，竹材理事補欠は行わす' 法人組織認可後に協議する

とと 。事務職員昇給額，等協議決定，会勢部長欠員中

のととろ本日， 若井理事に決定。本年度事業企画案協

議。

徳島建材説明会 4 日10時半- 5 時 半 於 徳 島 建設会館

阪東徳島県建築士会々長閥会挨拶後，洋壁について左

官工法諮問後中食，午後 1 時再開，

ハードボードについて浪速合板，村石社長。スローノレ

:亡就て，山本建材山本社長。 ヒノレコγ に就て， 日宝蛭

石K K，能率風呂K K。ジ Y グノレに就て，間島応用化

工K K小山社員。オ ート カラ ー ・スライド使用説明。

次に手島理事並びに大和事務局長挨拶，建築協会 ・

建材協会について， P.  R.  3. 30 分伴潔耕師，材料と

構造的意匠に就て ，約 1 時間講演。 4 時半 - 5時半，

日本壁について，山田講師の説明を以て終了。

阪東士会長閉会喜平後解散，来聴約60人。

なお市民官官にて開催中の建築展には本会よりも多数参

加出品したが連日万余の入場者あり非常な盛況であっ

た。

定時総会 9 日4 - 8 時 於 今橋クラブ

竹腰，置塩顧問，新聞社等来賓 9 名，中村会長，青木

戸田副会長ー，久保監事，外会員86人，事務局 6 人， 昔|

103 名出席。

室谷理事長及び大和事務局長司会の下に開会。議事報

告に先立ち一同起立，元理事故竹林富三郎氏並びに会

員故上山元市民の逝去に対 し弔意を表するため黙磁を

捧げ冥福をお祈り した。

次に中村会長閉会挨拶 と今年度の見通し ，展示場運

営外会員の隆昌を祈り本日審議等所見を述べた。

報告，展示場経過に就き ，水島宣伝副部長。卒業経過

につき，井場事業部長が説明 した。

議事，会則一部改正の件 ( 事務局委託を削除〉

68 

法人組織に機構改革の件。

役員半数改選の件 ( 法人認可まで現状の こと〉

以上， 金光総務部長説明後，会長より可否を問

うた後， 異議な く可決。

昭和31年度収支決算数びに剰余金処抑. の件，中

以上を以て総会終了の旨中村会長述べ，閉会後別府に

て懇親晩餐会を催し竹腰， 置塩両顧問出席， 新開代表

として建材新聞中村支局長 より，それぞれ祝意と今後

建材会に望む意見開陳あった。志垣長老発声万才三日昌

後解散。 ( 追って笠原副理事長寄贈になる堀江美人 3

名より義太夫による戻り橋と夕暮れこ題の手踊りを余

興とした)

部長会議 16 日正午- 3 時 於会館 4 階

室谷， 笠原正副理事長，総務部長代志垣理事，若林会

計部長代理，事務局長 出席。

( 1) 定款草案。 ( 2) 就業規則。 ( 3) 事務局規程。

( 4) 給与問題等検討。

建物保全部会 18 日正午- 2 時 於 会 館 3 階

E草紙東 日本支庖，ケ γ トクネ土，山本，山下，不二化学

社横111，沢聞商庖竜井， マノレジン商庖，

7 ] < 島大阪支庖，三宮社長，山崎商活勝山各氏出席。

(  1  ) 当会館消装施工方は今後当番三ヶ月受持ちとす

る。

( 2  ) 特別部員会貸出来る限り全員参加を募る とと 。

( 3  ) 春季大会は今春は取止めとし秋大会は 2 社位当

番とする。

(  4  ) 当番割のととは，殆んど出席不可能とみなされ

る。新光， 三村，打越の三社を当分除き下の通り割当

する。

5 月田島 6 月水島， 7 月ケ γ トク， 8 月東日本， 9 月

山崎，10月ノj 、総，11月山下，12月不二， 1月福井， 2月

互光の各社を申合す。その他協議。

三軍県津説明会 20 日雨天 10時- 6 時 於 津 図 岱 館

日本建策協会 と共催，下の通り挙行，雨天にも拘わら

ず 120 名の来聴あり盛会であった。

長島士会理事司会の下に大林県士会長開会挨拶，大阪

側主催代表 として大和事務局長，日本建築協会 と建材

協会の事業内容 P . R . 本日の講習説明会の)1関序等述

べた後，次の通り進行。

(  1  ) 材料 と構造的意匠に就て，伴博士。 νγ グノレに

就て，田島応用化工 K K小山社員スライド使用。スロ

ーノレに就て ，山本武雄。左官工法に就て，山 田講師。

ヒノレコY に就て， 日宝蛭石竜本社員。 ハードボードに

就て， 浪速合板村石社長。ペ イン トに就て， 7]<谷ペ イ

γ ト製造部長。左官工法( i ? f . 壁) 山田講師。

以上 5 時一旦終了後，質疑応答ありて大林士会長，主

催者代表閉会辞を述べ 5 時30分解散。



ｾＲＮ ＴＮＹ＠ ;t 時 総 会 ( 1)  

日 誌

3 日 大和事務局長は建築協会山田純腕，手島理事等

と村石 ・山本建材社長等を伴い徳島説明会出席のため午

後 2 時出発。 5 日山田講師と帰阪。

8 日 10- 11時，久保，佐村木両監事 3 階事務室にて

決算書検閲。

10日 正午，建築協会理事会へ青木，鈴木，室谷，I向

井四氏出席。

12日 広島県住宅公社古林常務理事来会，説明会開催

の件協議。

13日 会館消装を行う( 当番打越繭庖〉

16日 6 時より事務局会を開き大和局長より昇給額伝

達の後事務協議。

17日 正午- 2 時，室谷理事長，大阪商工会議所建設

部会幹事と して列席。

19日 大和事務局長は神戸大学伴博士と説明会出席の

ため津市に向い 22 日正午， 山田諮問と帰阪。

24日 徳島県竹崎建築課長並びに速見指導係長来会，

岡地説明会並びに建築展出品清算 と挨拶があった。

( 2)  ｾＲＮＴＮＲＰ＠ iIl r伝 説 明 会

26日 2- 6時，大阪製版K K楠野君来会，事務局とダ

イジ ェスト原稿写真凸版整備打合せ。

27日 程工業K K山本氏米会，事務局長 とチップボー

ド治資金苅催汀合せ 。

会員動商事

小早川美武氏は亀井装飾株式会社を辞し ，今般下記の

通り独立自営されるとと となり 24日来会，挨拶があった

が，同日改めて本会に入会された。

社名 美工袋飾株式会社 (代表社貝小早川美武)

所 在 大阪市西成区姫松通一丁目30 電話@ 2564番

【寄贈品受領】

4 月24 日東洋陶器K K殿より同社製品に係る高級コー

コーセッ トー打御寄贈を受けた。 本会各会合並びに談話

室舟に使用。

4 月27 日田島応用化工 K K殿より鉛鋒24包並びに メモ

60nu御寄贈に接したので， 本会 と建築協会に配布 した。

以上両社に対し誌上を通じ j写〈御礼申上げます。

|  新材料ダイジェスト発行予告 |  

昨年より準備を進めている新材料紹介パ γ フレットは

近く印刷に付し 7 月発行の目標で進捗中。

信用と誠実を毛ットーとする・建材 100 社の見本が一目で見られる

⑨ 

A. .  
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kk林 塗 装 庖 … ...・ H ・....… H ・H ・. 7  

合資会社汎建製作所・..........・・・・・・ ・12

浜 岡 商 庖 … ・・H ・H ・.. .・ H ・- … 70

美 工 技 飾kk ・H ・H ・- … … … H ・H ・.64

kk 日 立 製 作 所 … ... ..・ H ・. .. ..・表紙 2

平岡建築構造設計事務所・. . . . . . . . . . .11

福 屋 工 業kk . …. . . ・H ・.. .. ・H ・..... 70

藤 森 工 業 kk . …. ... ・H ・...・ H ・-前 付

盤国セメント kk ・・ H ・H ・・・ H ・H ・-…・ 8

kk浴室氾機商庖. . .・ H ・.. ，・H ・...・ H ・2

永谷ペイジ トkk ・H ・H ・.. …. . .・ H ・.. 62

kk三高製作所 ... .・H ・H ・H ・... ・H ・" ' 12

kk三谷製作所 ・…....・ H ・... .・ H ・-… 10

三国コシク日 ート工業kk … … … 11

三菱レイヨジ kk ・・ H ・H ・… … … .. 17

峰 岸 商 庖 ・ … ……. . . . .・ H ・" .13

美 索 工 業 所 ・……- … … 前付挟込

kk室 谷 商 底 .. ..・ H ・- ……. . ..・ H ・. 5  

kk ヤマ ト電気商会 …....・ H ・'"・ H ・2

油 脂 化 工 社 ・・ H ・H ・..... ・H ・-表紙 3

kk吉田芳雄商庖 ・H ・H ・... … ……. . 5  

吉 野 石 膏kk ・・H ・H ・….....・ H ・- … 5

kk ライト製作所. . . ・ H ・- … ...・ H ・.. 1  

三 宝 電 機 kk ... … ・…・ ・・. ... … 2

三 和 商 工kk … … … ....・ H ・- 表紙 3

彰 国 社 ...・ H ・. . . ………・… .58

ｾ興建材工業所 …- … -…・・・・… 14

須 賀 工 業kk .........・ H ・-… … ・… 3

管 商 庖kk ・H ・H ・... . . … -・…・65

鈴木ν ヤタア商会 ……………・・ 4

住 友 商 事kk ・… ・・・ … - ……・・… ・10

住友金属工業 kk …・ … H ・H ・. . 表紙 3

積水化学工業kk …・… H ・H ・- …中挟

セメダイン kk ・H ・H ・.. ...・ H ・.. … 前付

田 中 工 業kk ……. . . ・H ・. ...・ H ・... 1  

問中風呂製作所… .... .. ・H ・・・H ・H ・. 6

田 辺 工 業kk ・H ・H ・.. ……・ - … 64

田村商会建材部…...・ H ・...・ H ・. . . … 6

谷山製作所… ・… … ・… ....・ H ・... 6  

大日本硝子工業kk …. . . . . .・H ・... .11

大 仏 組 ・…...・ H ・- … … … … 5

高砂熱学工業kk ・・ H ・H ・. . … - …・・ 4

kk式 智 工 務 所 . ...・ H ・…. . . ..・ H ・- … 63

kk立 花 商 会 ……. . . .. . . …・…・ ・2

耐酸化学工業kk …. . .・ H ・... ・H ・-… 16

淡 陶 kk …...・ H ・.. … … … 中挟

中央屯気工業kk ・H ・H ・..… ・- … … 2

朝 陽 電 気kk …....・ H ・... ・H ・..… ・2

東邦商会. . . . ・H ・... .…・ … H ・H ・.. 5  

東京鋼板工業kk ・・H ・H ・. .. . …- … . 8

東洋キャリア工業kk ・…. . . ・H ・- … 4

東 洋 陶 器kk … ・・H ・H ・... ・H ・... 前t - i

東洋 D ノD ューム kk …. . . . . ・H ・前付

東洋レーヨ :，/ kk … … ……. . . ・ H ・.10

中之島製鋼kk … ………. . . ・ H ・. . 前付

ナ ニ ワ 瓦kk ..…・・・・・ ・・ ・・…・・… ・・5  

内 外 工 業kk ・H ・H ・... . .・ H ・. . …… 11

内外土木建材社...・ H ・.. .・ H ・.... .・H ・' 7

浪 速 合 板 … ・...・ H ・.. ....・ H ・... 4  

浪速建材工業kk ・・ H ・H ・.. . .... .・H ・.16

浅 海 it.r気kk ・・ H ・H ・・…. ...・ H ・... 2  

アス フ ァノレ ト開業会関西支部会日 9

伊 奈 製 陶kk ……・ ・…一…. . 中挟

泉石綿工業kk .……・…. . . . .・H ・.... 6  

井上宮託業kk … -… - ・… … - …… ・4

kk岩住鉄工所 ・…・……. .. ..・ H ・-… 7

岩 元 工 業kk …. . . . ・H ・. ..... .. .… 8

kk栄 興 商 会 ・…… …・・ …・…… 3

kk荏原製作IYr ・H ・H ・- …- …・表紙 4

オリエ Y タノレメタノレ製造kk … 中挟

大阪建材工業kk ....・ H ・H ・H ・- …… 18

kk大阪城口研究所 ...・ H ・- … ・… . 3  

大阪耐火ボー ドkk ………・・…・前付

kk大 阪 電 気 暖 房 商 会 … …・一- … 3

大島応用化学工業kk … ・…・ ・… … 6

kk奥村重兵衛商庖 .. .・H ・- … … .. 63

奥山化工業kk . …...・ H ・-… H ・H ・" 13

織本特殊構造研究所・ ... . ... . . .・・・・・・・12

大 阪 化 成kk …・… H ・H ・. . . . . …前付

樫野石灰工業kk . … H ・H ・. . . . …… 7

上 山 製 陶 所… … … … ・… ・ ・・・中挟

kk川 岸 窯 業 ……. . . ・H ・・H ・H ・.. 5  

関西三星タイ' レ会…………. . . ・ H ・.. 15

関西ペイン ト… … … … H ・H ・-・・表 紙 3

川口ゴム工業kk … ...・ H ・- … … 前付

工 藤 m気 kk .…...・ H ・-…...・ H ・.. 2  

kk久 保 商 庖 …- …………. . . ・H ・. 1  

kkケ γ  トク ……・・・・・・・…・…・・・・18

kk建 材 社 ....・ H ・...・ H ・....・ H ・. 3  

kk金問1) i商会. . . ・ H ・..…...・ H ・- … 5

kkヱ 英 字 上 …・…………・表 紙 2

斎 久 工 業kk ・・H ・H ・- …. .....・ H ・.. 3  

kk斎藤省三商庖 … … …. . . .・ H ・- … 3

三 機 工 業kk ...・ H ・. ....・H ・.. ，・H ・. 3  

kk三 幸 商 会 ....・ H ・-…....・ H ・-… 4

kk三 興 宇土 …・・ ・H ・H ・... .・H ・-… 2

kkス 晃 閥 会 ・・… H ・H ・-… H ・H ・.. 3  
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大阪市西区南郷江上通一丁目ガj' -

電 話 新 町 ⑧ 3 4 2 6 - 7  

本
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田 中 工 業 株 式 会 社

東京都墨田区吾総町東 4 ノ122 電話減東⑬0870，0970

東京都墨田区錦糸町 1 ノ'25 電話本所⑬0790

小倉市鍛治田T 1  /  1  電話小倉653 【出張所】

尼崎 市南 竹谷 IIIJ 2 ノ89 電話大阪俗 545
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1  

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 番 地

電話大阪 ＨＳＴＩＲＰＷ ｾ Ｘ ・ ＴＸＳＶ "'-
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電 気 工 事 設 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 濯 機 販 売 修 理

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 - 5 番

工 場 大 阪 市西淀川区御幣島東一丁目ニ0

官Z 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7 8

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山・ 広 島

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

本 社 大 阪 市北区中之島三丁目三朝日 ピノレ 6 階

電 話 大 阪 局 ⑧8851番 ・@9531・1334・2351

営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 郷 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

';Ii 話 大 阪 局 @ '5  2 0  l '落。( 代表)

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取締役社長 針 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区 北 浜 三丁目四 七 電話北浜⑧ 77'J - 3  

支 活 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5 0  1  0  

支); 5 怯 阪 市 本 町 電 話 1  3  

出 張 所 東京 ・名占屋 ・神戸 ・l直方 ・田川・ 大分

電 気 工 事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 博 三

本 社 大 阪 市 大 淀 区 irli 江 北 二 丁 目 五 一

f立 話 @5148 ・6460 ・6646

話'業 所 大 阪 di 北区絹笠PIJ 1i .O ( 堂ピ J レ八階)

1G話 ⑧ 3 8  6  2 ・1 1 4 1  

出 張 所 東 京 ・名 古 屋

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

ぜ〉 株式

会社 松 室 電 機 商 芭

2  

取締役社長 松 本 芳 太 郎

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 務 地

電話 北 浜 @ 6951 ( 代表) - 3  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式

，b.  

.:ZJ; 社

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 - 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 腸

本 社 大 阪 市 北 区 曾 摂 崎 上一丁 目四 一

電話 大阪 @ 8131代表- 4

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

本 社大阪T I i 北区西郷川' " J l 5 孫 地

電 話 ⑧ 代 3 0 5 6

東京 ｲｾ Ｇ 業所東京初 Ｑ ＧＱＧ火区銀座東 Ｘ 丁目 Ｔ 帯地

全同燃料会釘(502け室電話ー⑧7464

出 張 所 名 古 屋 ・防 府 ・稲 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

株式会社
盟

取 締 役 社 長 坪 井 大

タケ ν

社

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠間J 50務地 位ピル703号室〉

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表

支 応 東京初中央区日本橋筋的町三T 自二孫地

電 話 兜i町⑬1478 ・1479 ・14707再

出依所 大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

λ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒ ューズ分電盤 N F ノー ヒューズ配電盤

後光灯 ・モー ター ・変 更 器 ・冷 暖 房 ・エレベ ータ一

三菱電機株式会社元扱庖

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁目四 三番地

氾 話 本 町 ⑧ ( 代 表) 0 6 7 1 - 9
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式

社

株

会

設計施工

短 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

換

給 排 水

暖 冷 房

本

. 京 支 窓

名古屋支盾

城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・包括鐙崎⑧7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話紙風⑥4945 - 6

神戸市生田区下山手通六/ ー ・電話元町@ 5892

代表取締役

暖冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

驚 藤 省 三 商 底

京 庖 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電話和国倉@3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐掘通大同 ヒソレ714号

電話土佐煽@ 1568 ・1569 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅前)

電 話 札 幌 ② ∞ 10 ・0956 (3) 4届 1

名古屋市中区南大津通ー了 百ヰ: ft

回生命ピノレ522号室

電 話 中 局 @

水道 ・衛 生 ・媛冷房 ・其{ 也管工事

設 計 並 施 工

特許 Y M式 J レーフドレイン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

驚久工業株式会社大阪支属

大阪市南区l領鹿町通一丁目四四番地

電話本町局⑧代表449 6 - 8 番

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ &仲12号 館 5 号

電 話 28 局 6505- 8 番

金沢市高岡町三五電話金沢本局②2074

福井市滅之橋下町一O 電 話 福 井2436

高松市中新町一O六 ノ 三 電 話 高松5195

所

大 庖阪

出

創 業

大 正 二 年

株式

会社
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幌キL
r.5 
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6  6  7  1  

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・低気 ・厨房 ・築炉

銅 製ー建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 飽 工

沼 縫 鱗 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

社
須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

三機工業株式会社大阪支庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・包括代表26局 2951

3076 

本社 東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支庖 ・出張所 名古屋 ・福附 ・札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

給水 ・排水 ・衛生設備・ 暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装段

空 気 調 和 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

社

大 阪 支 庖

大阪市北区中 ノ島 三 丁目( 朝日ピノレ九階)

電 話 本 町 @ 8 8 5 1 - 9

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目ー

材建

式

社

株

会

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二丁目五一番地

電 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 番

東京司E務所 東京都港区西芝浦三丁目一番地

電 話 三 田 @9 3 7 1 番

ム
五式株

本社及東京支庖

営 療 所

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 筋 工

栄 奥 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北二丁目一審地

沼 話 福 島 @ 3 3 9 1 - 4 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 四 谷 1 3  2  4 番

神戸市生田区下山手通八丁目三三

電 話 元 町 ④ 5 3  7 番

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施

株式会社 三 晃 商 会

大阪市北区堂島北町一四 ⑧代表7031

東京都港区芝琴平町四0 ⑧8478 ・1470

名古屋市中区新栄町二丁目ー③1820- 2

福弁市宝永上町一0 五 ②1596 

広島市石見屋町五五 ②1773 

福岡市薬院大遜一丁目一七 ④1158 

工

本 社

出張所

必泊-

ｾ＠
株式会社

広

本

支

出ｾ所

3  



一一特 命 又 は 指 命 の 場 合 は本 側 を 御 利 用 の 程 お 願 い 欽 し ま す 一 一

l唆 ・冷 房 ・空 気i/fi t ｩｾｉ Ａ Ｎ 度調整装置

設計. J . I l l i T.  

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市 北区巾 ノJゐ3 n l 3 番地 ( 朝日ピル 7 階)

包 括 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 8 ・7 3  5 9  

本 社 東京都千代間区神間駿何台 4 1' 11 2 番地

陶管・ベンチレーター

株 式 士 .::# 

会 社 二 一 平

大阪市北区曽般的上

E包 括 大 阪

商

ノ四一

3  1 4 5  

h -

:::z:s: 

ヒュ ー ム 管

千 光 瓦

各 種 和 洋 瓦

各 種 タ イ ノ レ 販 売 ・工事設計並施工

衛 生 陶 器

井 上 窯 業 株 式 会 社

常業所

倉 庫

大阪市天王寺区生玉町40 電話天王寺⑫3809- 3810

( 電話) 住吉' ⑧ 4123 ・衆 良 2508 ・笠 '1' 3614  

平 野 ( 東 住 育 ) ⑬ 3 8  4  8 ・ 芦 尾 5 9 3 0  

港区ili 岡浜通り 2 - 1 4 ・電 話 築 港 ③ 1675

ｾ ｭ 糊ｼ印刷
E日昌式安 全葺

ｾ ｉ ｅ 図怯凶 ｩｲ

空気調和装也、各組冷凍機

設，: 1' ・製 作 ・施 工

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪 dj 北区堂砧船大工問J J i . 三務l也( 毎日大阪会館内)

電話大| 奴⑧ !"j 8 3 5 6 - 8 3 5 9  

本社東京都中火区日本稿兜自IJ 三丁目二四番地

出 張 所 名 古 屋 ・九 州 工 場 足 立

鈴木式防火シヤタア

鈴木シヤタア工業株式会社大阪出張所

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

大阪市北区茶屋町三 1・三著書地

電 話 収 崎 ⑨ 98 ・5837 ・8729

山 山
門 門 圃 li かつ 川

木 村 硬 質 削 片

新製品 ・I汲音ナ ゴヤ ボード

田 昌 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 旭 区 生 江 田T 2  - 40(3日3500・3356

東京営業 所 東京都中 央区 日本橋浜田T3  - 2  (67)7344 ・5873

4  
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大和洋瓦

風，雨 に 強 く

和瓦より安い

音量売元

大 仏 組 弘子 ;JZF1?ユ長

本 !苫 京 都 市 東 山 区 今 熊 野 池 田 町 九 ⑥3555

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 一 丁 目 ⑧ 975 東邦商会
出張所

釘

;

一

蹴

む

町
山

山
川

種

士

冗

ル

・

6

和

必

叫

町

ト

各

植

ρ

受

芳

M

M

ボ

一

段

伊

百

回

M

M

ッ

虫

病

士

口

山

政

悶

M

7

式

佐

川
町
叫

耐

天

A

戸

林

会

物品衛生陶器

販 売 と 施 工

事 f士 感 舗 の I芭

it 差'IJ ｾ掌窯業

止

t
υ
 

E

F

P

 

持活

町

風

軽

ー

耐

定

l
u

震

安

、
-

d

u

+

3

水

一

而

蔚

ナニヲ緩勾配買

ｅｕｄｾ 車運置置
厄蒼ヲヌ3賢一ド

努イ対一トｾｾ
裂 E 生じない劃期的下塗壁材ｾｾｾサに

凶I t ! S事厩率直

一

川

一

時

-
B

m
腕

杭

焼

場

内

刷

川

内

ト駒

山

d

種

限

以

心

山

劇

川
ベ

キ

各

一

刻

閉

山
一

{

目

貫

細

川

机

m

w

-
ロ

を

あ

凶

.

P

4
底

社

所

限

滑

J'
支

鴻

E

S
阪

則

之

回

大

本

土

金 剛 商株式会社

決然えない建築資桜

タイ対 - E目

ナ

ニ

ワ

瓦

椋

式

会

耐

薩

裏

返

区

元

町

平

自

主

一

一

塁

側

き

韮

大阪市西淀川区野盟関f 1Z31 阪神国迫電車 野 豆 電 停 前

造 元 東 京 坂 巻 サンヒ Y ト閥会 m 淀川智0417・4091

吸

音

テ

ッ

ク

ス

神戸市生田区長狭通四ノ一地産ピノレ

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区絹笠町五O 堂ピル 5 階

T E L大阪⑧2021 ・3486 ・1141

本土

交 庖

本

5  



シリンヲ コ ・レ ｊｬ ｾ ハンドル録

縛ボ宇ンi 1: シリンタ"- j 宣

アンチ試シリンタ"-s;;

シリンｾ ＧＭ ナイトラッ子
シリンダ・1曲 三ｾ i茸

各種志ｾ膨込銭

谷 山 製 作 所

大阪市索淀川区三浅毘: J ti 量四 EE話室崎 (37) 3117 ・7 7 2 4

各 種 銅 繊 風 呂 釜 一 式

革協試呂・ボイラー・ガス風呂

大阪市浪速区元町一丁目七四二但シ服橋電停前

田 申 層l : a & 発 売 元

電 話 戎 @5 3 1 3 ・8 1 2 8

③ 

建材部目材置省

日本楽器製高級合板

タ ム テ キ ス

ヤ八ス・ラヌ

フローリンタ.

:: ヨツメ・7 コヌポード

神戸市生回区栄町通2 ノ 39( 安田火災ピル)

電 話 神 戸 @0591- 3番

11 
製 品 の 最 高 水 準 を 行 くトンメセ

綿

石 綿 ・

硬 質 板 ( アスベスト h ーノレ)石

社
4

2

9

 

式

山

株

汀

M

一

町

@

一

業

、心

L

同

!

ム

•. 

北

岡

州

一

「

4

民

話

一

車

問

庁

叫

一

阪

石

大

泉

呈カタログ

建物内外壁、間仕切、天井民、

屯気室、発電所、配電宝、製鋼 、

ガラス工場の壁などに段通

6  



焼 ｊ ｭｅｾ
耐 火 ・ 断 熱 ・ 軽 量 ・ 保 温 ・ 保 冷

吸 音 ・ 防 音 ・ 結 露 防 止

日 宝 蛭 厄 株 式 本土 ③ 

疋当階

事ｾ

T  E  L  (23)  1  6  0  1 ‘ 5 6 27 ・5 6 2 8

肉 外 式 ヌ 内 イ ヲ イ ト

漏 ら な い 破 れ な い 飛 ば な い

4 0 年 の 技 術 と 経 験 に より 完 成 さ れ た 天 窓 装 置

ワ イ ヤ 波 型 硝 子 完 全 葺

内 外 式 ベ ン チ レ ー タ ー

ヨシ亨: i ' ヌ並に筒型 {2122i

22 内 外 土 木 建 材 社 設 計 施 工

大阪市西区1 - 佐郷船OIJ 23 ( 大阪商工ヒソレ)

電話ー H生耳目 (44) 3  9  8  3 孫 4 3  9  6 洛

R E司E ヨE

優 秀 機 能 ヲ 誇 lレ

岩 佐 式

最新 J 機械設備

最高/ 設計ト技術

不続 J 研究ト改良

ド] 1 - 。サッシェ。メタルラス

練式会話岩佐鍛工期

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 乗 二 寸 目 三 一 番 地

T E L 5定)J J ( 4ワ) 代表4351・4352・43'53・0903・0904

絶 対

廉 価

工 業m及強築用各f t ] ] 石灰製造販売

小 野 凶 セ メ ン ト 特 約 販 売 }，r;

PAI NT I NG CONT R ACT OR  

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

塗 装 工 事 請 負

式

社

株

会林 塗 装 庖
大 阪 市北 区 曾 桜 崎新 地 三丁目司王十三 ノー

( 市電縦縞停留所前) 屯 話大 阪⑩ 1274- 6

支 j苫・徳 島 ・神 戸 ・姫路・ 東 京 TEL . 大 阪 ⑧ 1756- 7・東 京 ⑧ 1335

7  



社式株業工
板

圃

図

鋼

園

凶

京東

ス チ ー ル サ ッ シ ユ ;

ス チ ー ル ド ア - j

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー :

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 1 8 番 地 (衆 l啓 ピノレ三階)

屯 話 北 @ 0 6 2 1 ・o 6 2 8  

本 社 及 工 場

東京都荒川区尾久町5 ノ1. 000 電話荒川@ 8131- 4

大 阪 府 営 堺 宿 院 庖 舗 { 寸 共 同 住 宅

戸 締 .1 et 筆

• 
PA T E NT S  No・414855 No:414856 No:35528 

広舗、倉庫 、・ガレージ等ニ最適デス 3 開閉ハ

片手ニテ軽ク燭ゲ降シ致シマス 価格ハ至極

低廉デス 御一報係員参上、カタログ進呈

大阪市原淀川区回川通 6丁目 3!!

電 暗 殺 崎 @ 4 3 9  

岩 元 式

両肩花房空号ベンチレーター|

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

岩 元 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市山点以. l U今 1.p_ IIIJ 4 の40.

'，[1 ，i;f; *  @  8  8  7  0 ・9 3 5

@  

豊 国 セ メ ン ト 株 式 会 社

本 社 福 岡 県 苅 間 町

事 務 所 小 倉 ・大 阪 ・東 京

8  ι  



ア ス フ ア ル ト 防 水 の

材 料 と 工 事 は

砂製 造 業 社

日 湿 化 学 工 . k. k. 大 阪 営 業 所

東 亙 工 業 k. k.

大 恵 工 難 k. k.

岡 島 応 用 化 工 k. k. 大 阪 出 張 所

k. k. 工 英 社

k. k. 工 盛 社

協 和 建 材 工 . k. k.  

砂 販 売 業 社

日 本 . 股 興 業 k. k.

中 西 涯 膏 産 集 k. k. 大 阪 営 業 所

k. k. 占星 野 商 庖

内 図 商 会

梅 本 石 油 k. k.

前 田 商 庖

被 松 商 会

大 阪 朝 日 澄 膏 k. k.

惨 工 事 業 社

k. k. 井 上 j争 夫 商 庖

k. k. 石 田 建 材 庖

日 新 工 . k. k. 大 阪 支 広

日 本 涯 膏 工 業 k. k. 大 阪 営 業 所

オリヱンタルアスフアルト工業 k. k.  

大 阪 耐 強 工 * 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

カ ナ ヱ 商 庖

米 国 工 業 所

高 野 ア ス フ ア ル ト k. k.

k. k. 大 和 商 会

内 外 工 業 k. k.

k. k. 久 保 商 后

マ ル ヱ ス 工 業 k. k.

松 本 涯 膏 工 業 k. k. 大 阪 支 庖

k. k. 双 . 商 会

旭 化 工 板 製 造 k. k.

共 栄 渥 膏 工 . k. k.  

k. k. 木 下 箇 三 商 庖

k. k. 明 正 社

清 水 興 業 k. k.

k. k. 新 光 商 庖

石 井 建 材 有 限 会 社

串 出 商 . 会

三 信 工 * 所

有限会社 小 野 甚 商 庖

k. k. 浜 原 豊 商 腐

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 工 業 k. k.

正 和 商 事 k. k.

砂 賛 助 会 員

丸 普 石 油 k. k.

大 阪 市 東 淀 川 区 痢 上 通 3 丁目 39

太阪市福 島 区 上 福 島 北 通 2 丁目 31

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 U l J 1 6 9 0

大 阪 市 西 区 京 町 漏 上 通 1丁目 14

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 43

大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通 5 丁 目91

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 北 区 定 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 島 6 丁 目8

大 阪 市 北 区 『万 才 PIJ 4  7  

大 阪 市 西 区 新 11町北 通 1 丁目 5 2

大 阪 市 西 区 江 戸 痢 北 通 5 J 同 35

大 阪 市 北 区 辺 本 11汀 4 1  

大 阪 市 丙 区 南 抗 江 ー 孫 IIIS 1  4  

大 阪 市 西 区 江 戸 期 下 通 1 丁目 7

大阪市東淀川区ぶ今 lE 北 通 1丁目 31

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1T 目 40

大 阪 市 北 区 古 田 町 4 0  

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 2 丁 目 1

大 阪 市 ‘ 北 区 伊 国 II IJ 8  2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 T 目 104

大 阪 市 北 区 空 心 11汀1T 自 3 0

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 4 3

大 阪 市 西 区 江 戸 期 上 通 2 了自 42

大 阪 市 南 民 高 津 凶 器 T 7  3  

大 阪 市 阿 倍 野 区 j出 IIIS 1T 目 5 1

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大阪市福島区上福島南通 1丁目 152

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 7 丁目 45

大阪市東淀川区木川 西 ノ 町 2 丁 目6

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 通 5丁目 35

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5  

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 庖 町 通 2 丁 目 1 3  

神 戸 市 兵 庫 区 荒 閏 町 1 T 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 同 9

事1
1

戸 市 兵 E管 区 事l' 問 問S 4  3  9  

岡 山 市 内 111 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 新 宵 IIIJ

広 島 市 鉄 砲 l町 1 0  8  

高 松 市 天 神 前 2 2 0

松 山 市 ー 務 町

大 阪 市 南 区 長 堀 局 筋 3 丁 目

Ｈイ ロ ノ、 ｉｉｉｾＩ

(37) 1380 ・1802

(45)  914- 5  

(47)  3131 - 2  

(44)  809- 10・1773- 5

(66)  8861- 2  

(33)  4460 ・8288

(37) 印 02 ・857

(23)  2771- 2  

(34)  4305 

(44)  853 ・5196

(36)  900 ・2841・2966

(53)  9515- 6.・9585

(44)  5223- 4 

(34)  8643 

(53)  4520 ・8401

(44)  3520 ・4564

(37)  3340 ・3505

(53)  5281- 3 

(34)  1804 

(53)  4050 ・41叩

(37)  1333 

(33)  3679 ・4481 ・8471

(35)  2922 

(75)  7271 

(44)  2148 ・4164

(64)  1588 ・1905

(町4) 3434- 6  

(34)  207- 8 ・4836- 7

(45)  2360 ・2030

(34)  4230 

(37)  3375  

(37)  1746 ・5068 ・8743

(94)  4255 ・5727

(44)  5408 ・5486

(34)  8157- 9 

(37)  1383 ・2933 ・9377

(26)  7195- 7 ・4464

濃川 ( 5)  2697  

漢川 ( 5 ) 4臼O

元町 ( 4) 6930 

(  2)  4272 

尾道 27印

中 ( 2) 2881- 2 

高松 4239

松山 525 ・1159 ・2159

(27)  1251 ( 代)
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ピ オ ン コ ロ ナ

(コ ロナの浮彫)
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・ピオ

・ピオ

. ピオ

・ ビ オ ン フ オ ー ル

. ピ オ ン グ ル ー プ

.  
，、 ーー

ン

ナ

トン ア ー

ロ

ト

コ

ン

ン

ン

バラエティに富んだ合板の新製品

ピオ ン グ ループ、

( V型溝付 )

! JG翌三二三D &  

総 発 売 元] (  途事ｾ

匝霊置重量量重量E

本 仏 ・ 大 同 ifl ｾ区北 ｭ S  J ヲ 盟

変f t " ・到臣家 ω中 炎 日 臼 事 .鎗 過 B の 2

: A C 仏 ・ お 笛 曙 市 中 区 叫 ロ ' f 1 由 15

JI 畑 R {I; In " " 両・ t 副 主 幅 師 市

園 圏 直 温 重 量E

本 社 . t. 省 崎 市 噌 巨 木 地 ・ J 6  

晶 9・' " ・東京 眠 中 央 区 京 鍋 2 の‘

ピ オ ン フ ォ ー J レ

( 無鉄 の縦縞)
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硝

大 阪 支 信

社 東京都中央区銀殴7 - 3 (朝

三 三 N. G. C式

セ ル コ ン イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 関 西 総 販 売 庖

メ タ リ ヤ ン ミ ツ シ ユ D. M 38 番 責 任 施 工

責 任 施 工 米 国 パ プ コ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

;;フffA5113 内 外 工 業 株 式 会 社

アスフア J レトモルタ J レ床舗装工事 脇 山 静 夫
大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 一 ノ 五 一

耐 酸 ア ス フ ア ル ト モ ル タ ル 工 事 電 話 @ 3 4 3 4 - 6

M.K. 国ヌ口、y ク

製造販売 三国コンクリート工業株式会社

ｾＮｪＺ Ｑ 大阪市北区梅ケ校町 Ｕ 0 電話⑧9187 ・9188'(ff:

工 場 大 阪 市{主計区北}JII J' l 庖 IIIT3丁目3?住 地 電 話 。 4 4 6 4 fft

構 造 計 算

特 殊 構 造 設 計

平田建築構造設計事務所

所 長 卒 固 定 男

大阪市東淀川区三津屋南通- T 目二三十九番地 T EL  @5  403 
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式

式

式

高

高

高

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

民ｾ
株式会社

本社工場

ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

守主r

『司
製 作 所

大阪市東区谷町五丁目二八電話東⑧2969 ・0444

一般製品スチーノレ

スチーノレ

スチーノレ

サ ッ シ ユ

シャツター

ド ア

独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双蜘の四面 が摺り合され自然 1己気密度 が高い。

神高型竪形と出し窓

両開きや片開きに代る堅牢で耐久な構造。

連動突出しと出し窓

と出しと上釣りとが完全 K 平衡迷結され操作綬

快、開閉確実、外; 毅優秀な新型。

逓 増減 分銅付きシャツタ ー

大型 ν ヤツターも経くはや〈開閉出来る 。

新 規 製 品 普 及 型 上 吊 円 |違い窓

質笑堅牢で最も阪佃1 . 校舎宿舎などに最適

合 資 会 社 汎 建 製 作 所

“ ORI MOT O"  DI AMOND T R  USS 

官公庁御練用耐震樹風木材接合金具

住宅、工場、学校、集会場、体育館にまた 2 階棄に

鉄材が少くてすみ施工簡易な格納陣・エｉＡＡ ・ 体育舶の ｮ 築に ｉｾ

ｐａｔｑ 武ヂベ ｊｾ

P A T Q 武クランプ

設計の御依頼に応 じます ( 胞工は御自由です〕

カタログ及び般計参考資料贈呈

考 実 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 究 所

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 調 理 殻 町 3 - 2 ( 水天宮交叉点角) T P L  (OT) 倒43 ・7叩7 ・7062
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強力・堅牢・高能率

、穿孔・削切兼用・( 電灯線使用)

ン ク リ ー 卜 の 穿 孔，削 切

目 組 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙ロパート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 広

塁 塁 峰 岸 商 底

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸郷土通 1丁目 8 番地

電 話 土 佐 期 @ 2  1  8  1  
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セ〆ント防水制 ｾｉ 毒性終的水準セ自〈

ｊｉｓ 合格呂め ｾ� 健闘を ｚｆ Ｇ

i.I : . J  ' 7  ::.J 

防 水 害IJ ・ 議 結 剤j

セ〆ント・る灰・フヲズター ω 着包刻 ｉｾ 純鉱物 ＧｴｩＮ 絶対手変｀

チ z リーカヲー

セメ〉トの( アワ) イ御凶り@場合 t ま

シ レ 17 : 〆セメントアク止寄IJ O ) 御健闘し

水溶性特殊姥着剤む二1'1シ糊・桜印齢化黄・

ラスヒゲ3 ・末広布達・其仰特殊枚斜発売元

(主l録御通知次第御送附致ぅマス)

似 舎 社 新 興 建 ぬ エ 業 所

大阪市西区目、ッ橋・電話新聞 ( 53) 1988・9720巷

五場大阪市住吉区東長居間36 ・電話住吉 ( 67) 212番



〔中国・九州〕

青 盛 建 材 株 式 会

広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  

電 話 中 ② 2 2 8 1 - 3

青 盛 建 材 岡 山 営 業 所

岡 山 市 東 田 町 3

電 話 ② 1 9  1  1 ・8 1 6 9  

社

.... .. --+. ... .  陣 司 ‘

で 二ｾ Ｎ

.. - - .<< 
所業

4

6

営

日

~

間

前

日

一
畠

寺

2

4

行

川

材

市

内

G

E

市

東

E

間

話

盛

福

匂

青

A
-

一
品

海〕

建 商

名古屋市中区宮出回1J 41 ノ 2

電話中@ 1329・2106・2817

合資会社

岡 田 建 材 庖

名古屋市凶区西拘井町 2 ノ12

包括西⑧ 0 1 2 1 . .2 0 5 7

業

〔東

株式会社

名

【専属の職人饗成並指導】

和 泉 産

大阪市南区日本稿筋 2 ノ36

電 話 戎 @3  2  8  6  

庖

社

友 工 業 株 式 会

大 阪 営 業 所

大阪市東成区大今里町655

大阪セルロイド会館内

電 話 南 ⑮ 8 0 3 1 - 4

合 名 会 社 利 倉 幸 商

大阪市南区長郷橋筋 2 ノ20

( 臼本橋m停前)

電 話 南 ⑮ 4 7 1 ・4 7 2

京都出張所

京都市 '1' 京区河原町泉川下ノレ

む 話 ③ 3 2  9  9  

株式会社

木 下 謹 三 商 庖

大阪市西区江戸姻南通 5 ノ35

電話上佐姻 ｀ ＵｾＸ ・ ＵＴＸＶ

株式会社

久 保 商

大 阪 市 北 区 真 砂 PIJ 5  

電話大阪⑧207 ・4836- 7

タ テ パ ヤ シ 商 庖

京都市上京区大宮通四条下ノレ

包 括 壬 生 @4  4  6  8  

井 建 材 有 限 会

神 戸 市 兵 l事|ズ 淀川! 日f 1  

屯 ぷ 淡 川 ⑤2697 ・2140

社

. )  〔近

庖

石
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滑 り 止 ・ 軽 量 ・ 耐 火 ・ 防 蝕 の 特 質 が あ り

木，鉄，コ ンクリ ートに 完全密普するマスチ ック ・フローリ

γ グです

主なる用途 化学工場床・船舶甲板 ・プラ ッ トホーム ・廊下 ・そ

の他何れの床にも耐久性で調和のとれた色彩に応じ ら・れます

⑪ 耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社

大阪市北区高垣11汀80 電話大阪⑧0178 ・4161 (代)

ＨｾＩ浪建式
ス チ ー ル サ ッ シュ ドアー

シッ ャ タ ー - オ ペ レ ー タ ー

製 造 販 売 一

日

満

全 コ

国ム

総 タ

代 イ

哩 ル

Fτ 浪速建枚工業株一・ 底

本社 ・工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁目九番地 電話城東@1171--- 3番

東京営業所 ・東京都巾央区銀座東六丁目木挽館 ヒソレ六号館ω7号室 電話東京⑪4611

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サンピル内〉 電 話 福岡① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番



，，;  

、

エコノマチック

ドアーエンジン 〈空気式)

一般工場向の強力な空気式 ドアーエ y ジ y

で制御方式は j11' ボタ y 式、 'JI '.返りスイ ' :I' j -

式、踏板式等種々の形式があります。

工場内輸送の合理化、 冷俊男ーの効率保持士事

のためJ4非御利用下さい 。

開けコマ 扉の前? と立っと自動的に扉が聞く

Ｗｾ ツクドア ー
カ タ ロ グ 進 呈
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板 の 間 廊 下 の す べ ら ぬ 白 木 ツ ヤ 出 し

U'Z ' "  &I J  
電話@3416 ・1668K Kケシ トク大阪市東淀川区新高南通 1- 14

ドアー

5丈省i d:株

電話南 (75) 5 0 7 ・3137 ・3138

電話堺 ( 102) 1586 ・4800 ・4801

電話泉尾 (55) 2 2 3  

業
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大ー阪 市号車 区 淡 路 町 2 の 53

大阪市西区京町姻上通 1の14

事 務 所

分 室 T 日 .@ 1 7 7 3 - 5


